
    
      
        
      
    

  















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序章　黄昏たそがれの鐘の音









　運命が動き出す。

　舞台裏の歯車が回り出す。

　そして今、終幕は上がり、役者達が台本通りに踊り出す。

　演目名は──黄昏。

　皆、ただひたすら、結末に向かって──




　────。




　ルヴァフォース聖暦１８５３年グラムの月、９日。

　自由都市ミラーノにて、ジャティスが天の智ち慧え研究会最高指導者《大導師へヴン》の正体を白日の下に晒さらし、邪神招来の儀を成したのと、ほぼ同時期、同時刻。

　アルザーノ帝国、南部ヨクシャー地方、学級都市フェジテ。

　アルフォネア邸の寝室にて──

「まったく……お前はいつになったら、目を覚ますんだ？」

　黒いドレスに身を包んだ一人の女が、呆あきれながらも穏やかに独りごちていた。

　豪ごう奢しゃな金髪と魔性の美貌の女──セリカだ。

　セリカが、天蓋付きのベッドの傍かたわらに佇たたずんでいる。

　そして、その芙ふ蓉ようのかんばせが見下ろすは、ベッドに横たわる一人の少女。

　白い髪、白い肌、起伏の少ない華きゃ奢しゃな身体からだつき──かつて、スノリアで白銀竜と戦った際に発見保護した、謎の幼き少女。

　少女はベッドの上で、まるで死んだように静かに眠っている。

　未いまだ目を覚ます気配はない。

「……さて」

　セリカはいつものように、ベッド脇の椅子に腰かけ、本を開いた。

　そうして、少女の傍らで一日をゆったり過ごすのが、最近のセリカの日常だ。

　窓から差し込んで来る暖かな陽光。時の流れが緩やかになったかのような静せい謐ひつさ。

　本を読むセリカと静かに眠る少女……ただ、それだけで調和のとれた、小さな世界。

　だが、その日は、何か物思うことがあったのか。

「なぁ。お前は一体、誰なんだろうな？」

　セリカは、ふとそんなことを語りかけていた。

　当然、静謐に眠る少女は無言。反応は返ってこない。

　だが、それでもセリカは言葉を続けた。

「間違いなく、お前とはあのスノリアでの出会いが初対面だ。そのはずなんだ」

　だが、ちら、ちら、と。セリカの脳裏に浮かぶ、いつかどこかの光景。

　その光景の中で、自分はいつだってこの少女と旅をしている……そんな気がする。

「私には……お前が他人だとは思えないんだよ」

　だが、少女はやはり無言。何も答えない。

　そんな少女を、セリカはしばらくの間、じっと見つめて。

「だんまり、か。……まぁ、いい……気長に待つさ」

　そうして、手元の本に視線を戻す。

　その本……『メルガリウスの魔法使い』を、いつものように読み始める。

　だが……その時であった。




　どくん。




　セリカの胸を、不意に妙な動どう悸きが襲った。

「なん……だ？　この感覚……？」

　ぐらりと、セリカの身体が傾かしぐ。

　セリカの全身を舐なめるように這はい回る、ドス黒い魔力の波動。恐らく、この広い世界のどこかで発生したそれが、フェジテの霊脈レイ・ラインを伝わって、セリカに届いたのだ。

　そして、全身にべったりと絡からみついてくるこの邪悪と冒ぼう瀆とくの神気は──間違いない。

　セリカはこの感覚を知っている。これは二百年前の──

「くそっ！」

　セリカが吐き気と頭痛を堪えながら、立ち上がった。

　窓へ駆け寄り、乱暴に窓を開き、フェジテより遥はるか遠くの空を見据える。

　その見据える方向の先にあるのは──自由都市ミラーノ。

　二百年前の魔ま導どう大戦──邪神の眷けん属ぞくとの戦い。その始まりの地にて、終わりの地。

　それらの符丁が意味することは──つまり。

「馬鹿な……ッ！　邪神降臨の兆きざしだと!?　なぜだ!?　なぜ、今になって!?　ミラーノで一体、何が起きてるんだ……ッ!?」

　セリカが、額にびっしりと脂汗を浮かべながら、ミラーノの方角を睨にらみ据える。

　世界最高の魔術師たる彼女をこれほどまで狼狽うろたえさせる懸け念ねん事項は、ただ一つ──

「ぐ、グレン……ッ！」

　セリカが、自身の愛まな弟で子しの安否を慮おもんぱかっていた、その時だった。

「……大丈夫……彼は……グレンは無事ですから」

　もぞり。背後で気配が動いた。

「……え？」

　セリカが呆あっ気けに取られ、弾はじかれたように振り返る。

　そこに信じられない光景があった。

「…………」

　醒さめぬ眠りについていた少女が、ベッドから身を起こし、虚うつろな目を開いていたのだ。

「な……？」

　今までどんな魔術的治療を施しても目が醒めなかったのに。

　正直、もう一生、目を醒まさぬかもと半ば諦めかけてもいたのに。

　ことここに至り、あまりにもあっさりと少女が目を醒ましたことによって、セリカの時間は完全に止まってしまっていた。

　少女は、そんなセリカと目を合わせて言った。

「〝二度目の邪神降臨〟。貴女あなたが設定した、私の真・覚醒条件が成立しました。長き封印の眠りより、今、ようやく私は目覚めることができました」

「は……？　私が設定……？　条件だって……？」

「空セリカ。かつて、私を討伐した宿敵にて、私の友。時は満ちました。今こそ、貴女の使命を果たす時です」

　少女の言っている意味がまるでわからないセリカは、呆ぼう然ぜんとするしかない。

　この少女が目覚めたら、色々と聞きたいこと、話したいことがたくさんあったはずなのに、何から問いかけたら良いのかまるでわからない。

　だが──セリカの〝内なる声〟が絶叫している。

　最近、ずっと大人しかった〝内なる声〟が、少女の姿を見て、にわかに騒いでいる。

　使命を果たせ、使命を果たせ、今こそ使命を果たせ──と。

「なんだよ……？　一体、なんなんだよ……？　一体、何が始まるんだ……ッ!?　私に何をさせる気だ!?」

　セリカが狼狽えきりながら、そう叫ぶと。

　少女は、そんなセリカをしばらく痛ましそうに見た。

「……そうでしたね。この時点の貴女は、全てを忘れているのでした」

「この時点？　お前、何を……言って……？」

「でも、大丈夫です。私は貴女の記憶の扉を開く鍵を持っています。貴女に持たされたんです。……この時のために」

「記憶の扉……？　鍵……だと……？」

　少女はベッドを降り、呆然とするセリカへと歩み寄る。

　そして、背伸びしてセリカの額に指をつけ、真まっ直すぐとセリカの瞳を覗のぞき込みながら、言った。

「さぁ、思い出してください。……今がその時です」

　少女が、そう呟つぶやいた途端。

　キン！　セリカの脳内に、奇妙な金属音が響き渡った。

　四百年前、焼けた荒野の真ん中で不意に目覚めて以来、かつての自分の記憶を、ずっと包み隠し続けていた、頭の中に渦巻く暗く深い霧。

　それがこの瞬間──一気に払われる。脳内がクリアになる。

　今まで、あれほど摑つかもうと足搔あがき、藻も搔がき、苦しみ、それでも取り戻すことが叶かなわなかった、かつての自分──それが今、一気に自分のものになる。自分と同期する。

　まるで脳天に稲妻が落ちたような衝撃に、セリカは思わず頭を抱えて、膝をつく。

「……ぁ……ぁあ、ぁあああああああああああああ──ッ!?」

　邸内に、セリカの悲鳴が響き渡った。

　頭を抱えたセリカを襲う激しい動悸、過呼吸。流れ落ちる涙。

　だが──思考だけは妙にクリアであった。嵐の後に澄み渡る空のように。

　気付けば……もう〝内なる声〟は、微み塵じんも聞こえない。

　なぜなら、それはすでにセリカ自身の〝真なる声〟。自身の切なる願いだからだ。

「……私は……」

「……思い出しましたか？」

　少女の問いかけに、セリカがこくりと頷うなずく。

「ああ、思い出した。そうか……そういうことか……全部、わかった」

　ぎり、と。

「私は……負けた……失敗したんだな？」

「……その通りです。残念ながら」

「でも、私は勝った……勝たねばならない。……つまりは、そういうことだ」

　すると、セリカが立ち上がった。

「やはり、〝行く〟のですね？」

「ああ。この世界の因果を繫つなぎに行く」

　そんな揺るぎないセリカの言葉に、少女が悲痛に顔を歪ゆがませる。

「……空セリカ。私が言うのもなんですが……〝行かない〟という選択もあるのですよ？」

　だが、少女の言葉に、歩き出しかけていたセリカの足は止まった。

「確かに、貴女が〝行かない〟という選択をすれば、この世界の因果は崩壊し……破滅を迎えることになりましょう。でも、貴女に残された最後の力を使えば……ただの一人くらいなら、この世界の因果から切り離し、救うこともできましょう」

「……ああ、多分、できるな。全てを思い出した今の私なら」

　己が左手を見つめるセリカ。

　その時、セリカの脳裏に浮かんだのは……彼女の可愛かわいいバカ弟子の顔だった。

「貴女はもう充分頑張った。苦しんだ。ここで貴女が使命を放棄しても、誰も貴女を責めることなんてできません。貴女は分岐点に立っています。貴女には選択肢があります」

「…………」

「使命を忘れ、貴女の愛する者だけを救い、歪んだ破滅の因果の外、愛する者と二人きりの世界で永遠に、幸福に生きるか……あるいは、貴女の真なる使命を果たし、因果を繫いで、孤独に死ぬか」

「…………」

　セリカは、しばらくの間、押し黙って。

「……約束……したんだ。グレンと」

　やがて、ゆっくりと首を振り……

「あいつに顔向けできないような、かっこ悪い真ま似ねだけはできないから」

　セリカは、少女へ穏やかに笑いかけるのであった。

「そうですか。やはり、貴女は最後まで、茨の道を？」

　こくり、と。セリカが首を縦に振る。

　そのセリカの瞳には、もう迷いも戸惑いもない。

　ただ、凜りんとした使命に燃える光だけが宿っていた。

「……わかりました。それほどまで決意が固いならば、参りましょう、空セリカ。……我が友よ。この世界の歪みし因果、その全ての始まりを紡つむぐために──」

　そして、二人は──




　────。




　──時と場面は変わって、その四日後。

　ルヴァフォース聖暦１８５３年グラムの月、13日。

　自由都市ミラーノにて、アルザーノ帝国女王アリシア七世へクーデターを起こしたイグナイト卿きょうと、グレン達が『炎の一刻半』を繰り広げていた頃。

　全ての始まりは、女王不在の帝国政府上層部に入電された一つの伝令であった。

　その内容は『数万に及ぶ謎の軍勢が、東のレザリア王国との国境を越え、イグナイト領を経由し、アルザーノ帝国首都、帝都オルランドへ恐るべき進軍速度で迫っている』とのことであった。

　そして、『その道中の軍事的防御要地が、悉ことごとく落とされている』とも。

　当時は、ちょうど、ミラーノとのあらゆる情報伝達が分断され、世界各国上層部がまったく対応できず大混乱に陥っていた時期だ。情報が錯さく綜そうし、敵の正体が摑めない。

　女王不在、かつ女王との連絡がつかない状況ではあったが、帝国政府女王府の政務代行を務めていた政府高官は、この事態を重く見て、特級戦時体制への移行を発令。

　これが女王不在を狙った、レザリア王国タカ派の独断的侵攻であること、領地を素通りさせたイグナイト卿の裏切りであることも視野に入れ、帝国軍帝都防衛師団を急きゅう遽きょ編成して、謎の軍勢の迎撃に移る。

　初動こそ少々もたついたものの、平時から鍛えに鍛え上げられた精鋭の帝国軍の行軍は風のように素早く、謎の軍勢と東のオルトローム平原にて対たい峙じすることとなる。

　そして、帝国軍の歴戦の将兵達は、謎の軍勢の正体に目を剝むくこととなった。

　謎の集団は、レザリア王国軍でもなんでもなかった。

　死者だ。数万規模の大量の死者の群れだったのだ。

　いかなる死霊術ネクロマンシーを用いたのか、斬れば血が滴したたりそうな、奇妙な新鮮さを保った死者達が、大量に群れを成し、悍おぞましき死の洪水となって、帝都へと押し寄せてきていたのだ。

　こんな悍ましい大軍勢が迫ってきていたのに、なぜこれほど伝達が遅れたのか……帝都の目と鼻の先まで迫られてしまったのか……そんなことを考える暇もない。

　そして、無論、こんな死者の軍勢を帝都へ到達させるわけにはいかない。

　帝国軍は総力を挙げて、死者の軍勢を掃討しようと軍事行動を開始する。

　この時、帝国軍総兵力は、帝都に駐在する帝都防衛大隊を中心とし、帝国北部イテリア方面軍から緊急抽出して編成した、即応可能な三万。

　中核に多くの魔ま導どう兵へい部隊を有し、虎の子の帝国宮廷魔導士団のエリート魔導士達も将兵として総動員した、精鋭中の精鋭軍である。

　対し相手は、数こそ多けれど、所詮、ただの死者の群れ。

　魔術を使うこともなければ、統率の取れた軍行動を行う事もない。烏う合ごうの衆。

　万が一にも負けるはずのない戦であった。

　だが──

　そんなどこか事態を楽観視していた帝国軍の前に、一人の娘が立ちはだかった。

　地平線を埋め尽くさんばかりの大量の死者の群れを背に、広漠とした平原のド真ん中にただ一人、ただ一振りの剣のみを携えて、その娘はふらりと現れたのである。

「ストップ、ごめん。そこまでだよ」

　外がい套とうにサーコート……今となっては古風な騎士装束に身を包んだ娘であった。伸び放題の青い髪を、うなじで適当にまとめて垂らしている。

　その手には、片手半剣バスタード・ソード。白銀の刀身に纏まとう蒼あおの輝きから、その剣は真銀ミスリル製か。

　そして、対峙した帝国軍の全てを睥へい睨げいするような、その遠き瞳は深い瑠璃色。

　一見、少々時代錯誤で浮き世離れした、うら若き娘。だが、何かが違う。

　その娘はただ、剣を提げて平然とその場に佇たたずんでいるだけなのに、対峙する三万の帝国軍将兵をして押し負かせ、吞のんでしまう圧倒的な存在感があった。

「……悪いけど。皆、死んでくれないかな？」

　娘は剣を両手でゆっくりと頭上に振りかざし、ピタリと大上段に構える。

「残念ながら手た向むけの花は用意してないんだ。だからせめて、この名をあの世に持って逝いくといい。《剣の姫》エリエーテ゠ヘイヴン。キミ達を殺すボクの名前だ──」

　そう言って。

　呆あっ気けに取られる帝国軍将兵達の見守る中、娘──エリエーテが剣を縦に一振りする。

　その瞬間。

　どっ！　唐突に天地が鳴動し──帝国軍が真っ二つに割れた。

　上がる爆砕音、上がる大量の土煙。血ち飛沫しぶきが空を赤く染め上げる。

　空にバラバラと舞い上がる無数の手足、首。胴。肉片。

　まるで広大な大地を、巨大な爪が引っ搔かいたかのような斬痕が、オルトローム平原を二つに割るように、延々と長大な崖を築いたのだ。

　その斬痕上に存在した千近い帝国軍将兵が、問答無用で消し飛んだ。その斬痕付近に存在した千近い帝国軍将兵が、奈落の崖底へと滑落し、生死不詳となった。

　この時、帝国軍のエリート魔導士や将校達は、皆一様に心胆から恐怖した。

　娘──エリエーテの攻撃が凄すさまじいからではない。今の攻撃が、まったく魔術によるものではなかった、ということを理解してしまったからである。

　そう、エリエーテはただの剣の一振りだけで、なぜか剣のリーチを遥はるかに超えて、これだけの破壊行為を為なしたのだ。

　たちまち大だい恐きょう慌こうに陥る、帝国軍。

　狂騒と狂乱が嵐となって吹き荒れ、たちまち指揮系統が滅め茶ちゃ苦く茶ちゃになってしまう。

　だが、歴戦の将校達の動揺と困惑も無理はない。

　魔術こそが至高の力であるこの時代の人間にとって、魔術なしで魔術以上のことを成し遂げてしまう人間など、神か化け物以外、有り得なかったのだ。

　そして、将校達の動揺と恐怖は、指揮下の兵達にも伝わる。

　今度は、帝国軍こそが、烏合の衆であった。

　それでも士気の高い将兵達は混乱を抑え、軍用の攻性呪文アサルト・スペルを一斉に、エリエーテ一人へと浴びせかかる。

　壮絶なる爆炎、雷撃、氷嵐が、エリエーテをこの世から消し飛ばさんと、猛然と迫る。

　純然たる破壊力が唸うなりを上げるそこは、まさにこの世の地獄だ。

「…………」

　だが、涼風のように佇むエリエーテの前に、破壊の暴嵐は一つたりとて届かない。

　あらゆる呪文が、直前で蠟ろう燭そくの火をかき消すように、ふっと消えてしまう。

　エリエーテは何もしていない。

　ただ剣を携え、涼やかにその場に佇み、目を閉じているだけ。

　対抗呪文カウンター・スペルの一つすらも撃たれてないのに、こちらの攻撃がまるで届かない……あまりにも常識外れの事態に、帝国軍はさらなる大恐慌と大狂乱に陥る。

　実際には、エリエーテはこの大量の呪文攻撃を前に、何もしていないわけではない。

　ただ、呪文が届く直前、エリエーテがそれを全て斬って捨てているだけだ……目にも留まらぬ速度で。

　そして。

「さぁ……行くよ」

　エリエーテが再び、ゆるりと剣を振った。

　今度は、剣を縦ではなく、横に振るった。

　そう。縦ではなく横だった。




　どばっ！




　その日、帝都防衛師団はその戦力の八割以上を損失し、潰走した。

　オルトローム平原……およそ40平方キロスにも及ぶ広大な平原として知られているその地が、人間だったものの残骸によって、真っ赤な大地へと変貌した。

　上がる大量の血ち霞がすみが風にのって舞い上がり、空まで真っ赤に染め上げるのであった──




　────。




　──燃えている。

　アルザーノ帝国が誇る帝都オルランドが燃えている。

　そして、そこにはこの世の地獄が展開されていた。




　壊滅した帝国軍を越えて、死者の軍勢は帝都に到達した。

　帝都の城壁は、エリエーテの剣によって呆気なく斬り破られ、東の城壁が完全倒壊。その裂け目から死者の軍勢が帝都内へと一斉に雪崩なだれ込んだ。

　後はもう、背徳と冒ぼう瀆とくの饗きょう宴えんであった。

　死者の軍勢は次々と、帝都五十万の市民を襲い、喰くらった。

　犠牲者も徘はい徊かいする死者の群れに仲間入りし、犠牲者は指数関数的に増えていく。

　帝都中で怒号と悲鳴、絶望の絶叫と血飛沫が響き渡り、大混乱の坩る堝つぼであった。

　残された帝国軍残存兵力が必死に都市内抗戦するものの、焼け石に水。

　死者の軍勢は、波は濤とうのような勢いで女王不在のフェルドラド宮殿と、各政府省庁舎を襲撃、破壊し、帝国政府は完全に機能停止した。

　大時計塔、サンシャイン凱がい旋せん門もん、聖バルディア大聖堂、サンタローズ大通り、帝国博物館、王立公園ロイヤル・パーク、アルザーノ帝国大学……帝都が誇る景観は、全て燃やし尽くされる。

　帝都の全てが、血と炎の朱の色に染まっていく。赤く、赤く。

　そこでは〝死〟が起きている。大通りは死者の群れが洪水のように埋め尽くし、さらなる犠牲者を求めて、帝都中を奔流していく。

　そして、今も尚なお、生き残った市民達が、何とか帝都から脱出しようと、ちりぢりになって足搔あがき、様々な群像劇ドラマを繰り広げていた──




　そんな地獄の坩堝の光景を北の城壁の上から、一人の男がニコニコと見下ろしていた。

「……いやぁ、いよいよですなぁ。心が躍りまする」

　豪ごう奢しゃな司祭服に身を包んだ、好こう々こう爺や然とした初老の老人だ。

　天の智ち慧え研究会・第三団《天位》ヘヴンス・オーダー、《神殿の首領マジスタ・テンプリ》パウエル゠フューネ。

　組織の最高幹部たる男が、そこに悠然と佇んでいる。

「この全てが破局に向かう第一手。実に見事なお手て際ぎわですよ、エレノア殿」

　そして、その傍かたわらに控える妙齢の女を労ねぎらう。

　黒髪黒瞳、病的なまでに白い肌。黒い喪服を纏った女だ。

　天の智慧研究会・第二団アデプタス・《地位》オーダー、エレノア゠シャーレットである。

「ふふ、私の力なんてそんな……レザリア王国の、今は亡なきアーチボルト枢すう機き卿きょうに取り入り、長年少しずつ準備したものがこの度、結実しただけですわ」

「それでも、貴女あなたの死霊術ネクロマンシーのおかげで、レザリア王国中から非常に効率良く『供く物もつ』を、この帝国の地に運び入れることができました」

「うふふ、そうですね。後は、ひたすら『供物』を、この地へ捧ささげるばかりですね……かつて、魔都があった、この帝国の霊脈レイ・ライン──メルガリウスの祭壇に」

「その通りです。が、『供物』を捧げる場所は、現在のフェジテに近ければ近い場所ほど、効果があります。あまりこの場で『供物』を捧げることは控えますように」

「ええ、存じあげておりますわ」

　エレノアの答えに、パウエルがにこりと微笑ほほえみ、頷うなずくのであった。

「それにしても、今回の『最後の鍵ラスト・オーダー』計画……色々と余計な妨害が入り、時期尚早なきらいもありましたが……よくぞここまでご修正いただきました、パウエル様」

「いやはや、ジャティス゠ロウファンでしたかな？　彼の無粋な真ま似ねには、さすがの私も頭が痛くなったものです」

　パウエルがとある男の顔を脳裏に思い浮かべ、苦笑いする。

「お陰で《無む垢くなる闇の巫み女こ》……この後、世界に降臨する邪神の眷けん属ぞくの役割も大幅に変更することになりました。今、大導師様もそのご調整にさぞかし忙しいことでしょう」

「お労いたわしいことでございます」

「色々足りないものはあるのですが、なにより、我々の戦力の不ふ揃ぞろいが痛い」

「そうですね……本来ならばこの『最後の鍵ラスト・オーダー』実行に際し、《鉄てっ騎き剛ごう将しょう》アセロ゠イエロ様、《炎えん魔ま帝てい将しょう》ヴィーア゠ドォル様、《罪ざい刑けい法ほう将しょう》ジャル゠ジア様、《雷らい霆てい神しん将しょう》ヴァル゠ヴォール様……天の智慧研究会・第三団《天位》ヘヴンス・オーダーのそうそうたるメンバーが、ここに集っているはずだったのですが……」

　イグナイト卿きょう──《炎魔帝将》ヴィーア゠ドォルが、先刻、ミラーノで討たれたという信じられない一報を思い出しながら、エレノアが苦く呟つぶやく。

「おまけに、その件くだんのジャティス某なにがしの手によって、各地で暗躍していた第二団アデプタス・《地位》オーダーの主要メンバーも、いつの間にか、ほとんど暗殺されてしまいましたからなぁ」

「……そうですね、我々組織のメンバーも残り少なくなりました」

「ですが、イグナイト卿が良い物を秘匿されておられたようでしたのでな、それを利用させてもらったわけです」

「イグナイト家が自身の居城に秘匿していた【英霊再臨の儀】。そして、その儀式によってこの現代に黄泉よみがえりし英雄……ですね」

　エレノアの言葉に、パウエルが頷く。

「うむ。ですが、同時に実に惜しいこともしました。素直に英雄殿を譲って頂ければ、ああも一族郎党皆殺しにする必要はなかったのですが……いやはや、実に残念なことです。イグナイト家……彼らは優秀な魔術師達でしたのに」

　そう心底残念そうに呟いて、パウエルは横を向いた。

「さて。それで、少しは考えて頂けましたかな？　この世界の名にし負う英雄殿……《剣の姫》エリエーテ殿。……《六英雄》の一ひと柱はしらにて、帝国史上最強の剣士殿よ」

「…………」

　その先には同じく城壁の上に立ち、眼下の破滅の光景を眺める一人の娘がいた。

　青い髪に瑠璃色の瞳。古風な騎士装束に身を包む娘──エリエーテだ。

「ほっほっほ。別に、イグナイトの傀かい儡らいから解放した恩を、貴女に着せるような意図は毛頭ございません。ただ……ご理解していただけたでしょう？　我々の目指すものを。大導師様の摑つかむべきものを。そして、その素晴らしさを」

「…………」

「我々はただ、歴史に偉大なる名を残す貴女に賛同して頂きたいのです。我われ等らと道を共にする盟友となっていただきたいのです。かつて、邪神の眷属と戦った貴女ならば……我等の目指す道がいかに尊いものか、理解できますでしょう？」

「…………」

「いかがでしょうか？　我等の手で摑みませんか？　──禁忌教典アカシックレコードを」

　すると。

「うーん、興味ないなぁ」

　エリエーテは、頭をかきながらそんなことを言った。

「確かにさ。あの紋章を見せられちゃ、どんな聖人も賢者も、人生をかけた信仰や探求を瓦が解かいさせ、もう無我夢中でその禁忌教典アカシックレコードとやらを求めちゃいそうだけど……あいにくボクは、僧侶でも魔術師でもないからなぁ」

「…………」

「ボクは、キミ達が禁忌教典アカシックレコードと呼んだり、神と崇あがめるものには興味ない。キミ達が言う〝最終目的〟……それもどうでもいいかな？　キミ達の好きにすればいいと思う」

「おやおや。それは残念ですなぁ。かの《剣の姫》の力、是非とも欲しかったのですが……うーむ、最近、本当に勧誘が上手うまくいきませんなぁ。時代の流れでしょうか？」

　パウエルが、そんな風に残念そうに息を吐くと。

　エリエーテが首を振っていた。

「待った。協力しないとは言ってないよ？　だって、現に先ほど、帝国軍を適当に間引いてあげただろう？　まぁ、話を聞いてよ」

「……ほう？」

「どういうことでございましょうか？」

　何かを悟ったように目を細めるパウエル、不思議そうに首をひねるエレノア。

　すると、エリエーテは少し皮肉げに言った。

「今のボクね……どーも、人として欠陥品みたいなんだよね」

　エリエーテが、ちらりと自分の手を見る。

「えーと、『Projectプロジェクト : Reviveリヴァイヴ Lifeライフ』の最終形【英霊再臨の儀】だっけ？　それでボクは一つの生命としてこの世界に生まれ落ちたんだけどさ。人としての倫理観？　善悪価値？　道徳心？　なんかそんなものが、ボクからはごっそりと抜け落ちているんだ」

　そう言って、エリエーテは少しだけ切なげに、燃え上がる街を見下ろす。

「何も感じないんだ。何も」

「…………」

「今、あそこで多くの人々が燃えている。喰われている。必死に逃げ惑い、苦しみ、その果てに無む惨ざんに死んでいる……女も子供も例外なくね。それを理解して、目まの当あたりにして……なのに、何も感じないんだ。ちっとも哀かなしくもない。それをやったキミ達に対する嫌けん悪おもない。怒りの欠片かけらも湧いてこない。どうしちゃったんだろうね、ボク……」

「それは……イグナイト卿の仕業でしょうね」

　エレノアが恭うやうやしく応じる。

「貴女はイグナイト卿の便利な駒として生み出された兵器です。イグナイト卿は、兵器として不必要なものを、再臨の際、貴女からそぎ落としたのです」

「なーるほど。つまり今のボクは正真正銘、化け物ってことかぁ。ボクって、自分で言うのもなんだけど、生前は結構、正義感と騎士道精神に溢あふれていた立派な騎士だったんだけどねぇ？　あはは、こりゃ参った、参った……」

　ちっとも参ってなさそうに、からからと笑うエリエーテ。

「で、そこで問題さ。化け物であるボクは、二度目の生をどうすればいいと思う？」

　そして、悪戯いたずらっぽく、パウエルとエレノアへ流し目を送る。

「せっかく再び生き返ったのだから、何か成し遂げたい。それが自然でしょ？　化け物だから人様に迷惑かけないよう自殺……そんな殊勝な倫理観は、ボク、ハナから持ち合わせてない」

「ははは、そうですな。〝汝なんじが欲ほっすることを為なせ〟……魔術師の理念の一つですが、万人にも通じる生命の基本則でしょう。──して、エリエーテ殿。あなたの望みとは？」

「そうだね……」

　すると、エリエーテはしばらく考え込むように、顎に手を当てて。

　そして、唐突に動いた。その手が発ば条ね仕じ掛かけのように、霞かすみ動く。

　エリエーテが、眼下の都市を目掛けて神速の抜剣一いっ閃せん。

　そのままエリエーテはピタリと残心。

　無駄な動きは一片も無く、洗練されきった剣であるがゆえに、微かすかなそよ風すら起こさなかった至高の斬撃。

　それを披露したエリエーテは、ニコと満足げに微笑んで、剣を鞘さやに収める。

「ええと？　今のは、一体、何の意味がございましたのでしょうか？」

「あはは、やっぱりキミ達には見えなかった？」

　そう言って、エリエーテがくるりとエレノア達に向き直る。

「……ボクにはね、見えるんだよ」

　そして、不思議そうに小首を傾かしげるエレノアへ、エリエーテが告げる。

「我が振るう剣先に広がる、眩まばゆい金色の光が」

「え？」

　その瞬間。

　エレノアとパウエルの眼下──遥はるか向こう側に広がる城下町が──割れた。

　どっ！　と、帝都に世界の終しゅう焉えんのような激震が走り、大地が激しく上下する。

　びりびりと大気が震え、まるで巨大なケーキナイフで切り分けたかのように、帝都が真っ二つに切り分けられたのだ。

　巨大な爪が大地を搔かいたような崖が延々と伸び、帝都を二つに分けたのである。

「見事。しかし、魔術もなしに一体、どうやってあれほどの破壊を……？」

　眼下の都市に上がった膨大な土煙の壁に、エレノアが眼めを細める。

「凄すごいでしょ？　剣から使い手の記憶を読み取って、技を完全複製コピーできるセリカも、ついぞ再現できなかった、ボクの自慢なんだよ？　コレ」
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　そんなどこか誇らしげなエリエーテへ、パウエルが感心したように言った。

「ほう？　やはり珍しい。それは〝黄昏たそがれの剣〟……剣けん戟げきの極地ですな？」

　パウエルの言葉に、エリエーテはこくりと頷うなずいて続けた。

「ボクはこの光を極めたい」

「…………」

「この光はこんなものじゃない。もっと……もっと先がある。誰も到達し得ない極みがある。……ボクは、この剣先に広がる光が開く先の世界を見てみたい……それが生前のボクの望みだったんだ」

「…………」

「でもね……生前のボクじゃ無理なのもわかっていた。いつだって、倫理観が邪魔をしていたから。生前のボクは、ちょっと剣が好きなだけの、普通の女の子だったんだ。でもさ……よくよく考えれば、剣を極めるって、究極そういうことでしょう？」

　さらにエリエーテが抜剣、一閃。

　再び帝都を激震が走り、今度は帝都を縦に割る。

　帝都が十字形に分けられる──今もなお、帝都から脱しようと、必死に生きようと足搔あがく、夥おびただしい数の生き残りの人々の命を吸って。

「剣の道、自己鍛錬、精神修練……どんなに崇高に言い繕っても、しょせん、剣なんて人斬り包丁。人を殺してなんぼ……ボク、間違ってるかな？」

「いえいえ、仰おっしゃる通りですとも」

「でしょ？　だから、わくわくしてるんだ。今のボクなら、ひょっとしたら、この剣を極められるかもってね？」

　そう屈託なく微笑ほほえむエリエーテ。

　そこに罪悪感はない。悪意すらもない。

　ただただ、剣のみに純粋なる天使か、あるいは悪魔のような娘の姿がそこにあった。

「ふふふ、なるほど。公正にして清廉、騎士の中の騎士と讃たたえられた《剣の姫》エリエーテ様は、その実、大した悪鬼をその内に飼われていたようですね」

　エレノアが薄ら寒く、クスクスと嗤わらう。

「なんともはや……イグナイト卿きょうも、実に恐ろしい怪物を作ったものです」

　パウエルも穏やかに微笑みながら言った。

「貴女あなたは魔術師ではなく、そして真理も求めない。だが、求ぐ道どうは万道に通じ、それゆえに我々と共に在る資格がある……良いでしょう、エリエーテ殿。貴女が望むだけ、好きなだけ剣を極めればよろしい。そのための戦場は我々がご用意致しましょう」

「うん、ありがとう！　あはは、たくさん人を斬らなきゃ！　うーん、強い人達がいっぱいいるといいなぁ！　数スコアを稼ぐのも重要だけど、量より質だと思うしね！」

　無邪気に意気込んでいるエリエーテを余よ所そに、パウエルがエレノアへと話しかける。

「さて、エレノア殿。この帝都を制圧した後は、しばらくの間は東からの『供く物もつ』の追加到着を待ちましょう。もちろん、現地調達も兼ねましてな。……して、『供物』の運搬状況はどうなっていますか？」

「はい。現在、隣国のレザリア中から集めた『供物』が、ミラーノ事変による各国上層部の混乱に乗じ、東のイグナイト領を経由してここに集結しつつあります」

　エレノアが薄ら寒く笑う。

「やはり、イグナイト卿を抱き込めたのが大きいですね。なにせ、イグナイト領は帝国東の護まもりの要所、帝国の王国に対する防波堤。……ここがあんな有あり様さまでは、東の国境越えは実に容易たやすいことですからね」

「そうですな。では引き続き『供物』を運搬なさい。どれだけの『供物』を、この帝国という祭壇に捧ささげられるか……ここが我等の計画の肝ですからね」

「御意」

「そして、充分なる『供物』が集まる頃……我々は『供物』を連れて一斉に南下……本命のフェジテを落とす」

「その道中にて、大導師様の招集を受け、我われ等ら、生き残りの天の智ち慧え研究会の総力も結集いたしましょう」

「総力戦、ですな。ほっほっほ、この戦いに挑む我らの軍団を《最後のウルティムス・鍵兵団クラーウィス》とでも名付けましょう。

　早速、この帝国中へ宣戦布告をするのです。我々天の智慧研究会は今月──グラムの月の終わりをもって、このアルザーノ帝国一千年の歴史に幕を下ろすと」

「うふふ、パウエル様もお人が悪い御方。この滅びに人が全力で逆らえば逆らうほど、我々の悲願達成は近づく……そういう寸法でございましょう？」

「ほっほっほ、その通り。では──始めましょうか。終わりの始まりを」




　────。




　運命が動き出す。

　舞台裏の歯車が回り出す。

　そして今、終幕は上がり、役者達が台本通りに踊り出す。

　演目名は──黄昏。

　皆、ただひたすら、結末に向かって──




　それは、とある希代の賢き劇作家が、幾いく星せい霜そうにもわたって書き綴つづった、至高の台本。

　人がそれに抗あらがう術はなく。ただ一つの結末を目指して踊り続けるしかない。

　無様に。滑稽に。




　……だが。




　もし、その破局の芸術舞台を、ひっくり返す者が居るとするならば。

　それは──とてつもなき『愚者』に他ならぬだろう。

『賢者』の思惑を超えるのは、いつだって『愚者』なのだから──











第一章　帰還









　ルヴァフォース聖暦１８５３年グラムの月。

　９日。世界魔術祭典中止。帝国王国首脳会談中止。邪神招来の儀・発動。

　10日。自由都市ミラーノにて、イグナイト卿による、アルザーノ帝国女王アリシア七世へのクーデター勃発。

　13日。『炎の一刻半』。イグナイト卿、死亡。

　同日、レザリア王国から湧いた死者の軍団が、アルザーノ帝国東の国境を越え、その迎撃に向かった帝国軍が、《剣の姫》エリエーテによって、壊滅。

　アルザーノ帝国首都帝都オルランド、死者の軍団《最後のウルティムス・鍵兵団クラーウィス》によって陥落。

　16日。死者の軍団を指揮運用する天の智慧研究会、パウエル゠フューネ、帝国全土へ向けて正式に宣戦布告を発表。降伏勧告はなし。ただ、全ての帝国民は死あるのみと突きつける。これにより、さらに大だい恐きょう慌こうに陥る帝国全土。

　そして──




　ルヴァフォース聖暦１８５３年グラムの月22日。

「何もかも信じられねえ。アホか、この状況……」

　学級都市フェジテへと向かう、空の上──移送用神鳳フレスベルクが牽けん引いんする浮遊車しゃ輌りょうの中にて。

　グレンは、現在の状況をまとめた報告書を読みながら、呆あきれたように呻うめいていた。

「《最後のウルティムス・鍵兵団クラーウィス》？　帝国軍一個師団を壊滅させた《剣の姫》？　帝都陥落？　一犯罪組織が一国家へ向かって宣戦布告？　しかも、後数日以内に連中がフェジテへ攻めてくる気配あり、だと？　三流オカルト出版社のジョーク記事より酷ひでぇ」

「……でも、事実よ」

　グレンの隣に腕を組んで腰かけるイヴが、ぼそりと言う。

　いつも通り毅き然ぜんとしてはいるが、さすがにその表情は硬く、顔色もやや青い。

「今、帝国は未み曽ぞ有うの危機に陥っているわ。天の智慧研究会……今度こそ本気のようね。何が何でもこの帝国を滅ぼす……そんな強い意志を感じるわ」

「それにしたって、手て際ぎわが良すぎるじゃねえか！」

　ぐしゃりとグレンが報告書を握り潰しながら、吐き捨てる。

「南で邪神が復活するかしないかって時に、なんなんだこのご都合展開は!?　何もかもが図ったように展開して、ひたすら気持ち悪わりぃ！」

「わかるわ。まるで……誰かが、いつかこういう展開になるよう、何千年もかけて舞台を整え、脚本を準備していた……ある種、芸術的な舞台演出のようなものを感じるわね」

　憤いきどおるグレンに、イヴがため息を吐つく。

「そういえば、ジャティス……彼、いつも何かよくわからないものと戦っていたけど……ひょっとしたら、この破滅の流れに、たった一人で抗っていたのかもしれないわね」

「けっ！　いまさらあんなイカレ野郎、どーでもいいぜ」

　グレンが忌いま々いましげに吐き捨て、傍かたわらの窓から、外の空を睨にらみ付けるのであった。

　現在、自由都市ミラーノへ遠征していた、アルザーノ帝国代表選手団の面々は、この移送用神鳳フレスベルクの浮遊車輌に搭乗して、フェジテへと帰還中だ。

　女王陛下の計らいで、神鳳フレスベルク四よん騎き立ての大型車輌を軍に用意してもらったのだ。

　システィーナ、ギイブル、ジャイル、リゼ、ハインケル、コレット、フランシーヌ、レヴィンといった代表選手達はもちろん、マネージャーを務めていたルミアやエレン、特別にカッシュ、ウェンディ、テレサ、セシル、リンなどといった応援組、そして選手団の護衛であるリィエルやジニーも現在、搭乗している。

　ただ、フォーゼルだけは、ミラーノに置いて行きたかったが……

「は!?　帝都が落ちた!?　ふざけるなよ!?　帝都にある『封印の地』！　僕がいつか調べたいと思っていたあの遺跡はどうなるんだッ!?　やっぱり、いつものように不法探索しとくべきだったか!?　君もそう思うだろ!?　グレン先生！」

　……残念ながら、ちゃっかりこの便に同乗しており、グレンの後ろの席に陣取って身を乗り出してきていて、相変わらず喧やかましかった。

　とりあえず、そんなうるさいフォーゼルを、グレンは関節技で絞め落として黙らせる。大人しくなったフォーゼルを、後部車輌の荷物倉庫の中へ蹴り入れる。

　産業廃棄物フォーゼルを淡々と処分したグレンは、自分の座席へと戻りながら、緊張の面持ちで座席についている周辺の生徒達の様子を見回し、ため息を吐いた。

　生徒達の中には……誰かが欠けているのだ。もし、こんな状況だとしたら、持ち前の前向きさで明るく元気に皆を励ましていただろう、誰かが。

（……マリア……）

　マリアは現在《無む垢くなる闇の巫み女こ》として、邪神招来の儀の核となり、ミラーノの地下深くに取り残されてしまっている。その生死は──不明だ。

（すまねえ……お前を一人ミラーノに取り残すことになっちまってよ……）




　──ところで、先生！　ちゃんと先生が課したノルマは達成したんです！　私の言うことを一つ聞いてくれる約束でしたよね!?　ね!?

　──わかってますって！　でも、お願いを聞いてもらうのは今じゃありません！　いざという時のためにとっておくのです！

　──私がどんなお願いをするのか……ふふ、楽しみにしていてくださいね！




　脳裏を過よぎるマリアの顔と言葉。

　あれほど、鬱陶しかったマリアのきゃんきゃん声が、妙に遠く懐なつかしい──

（……待ってろ、マリア。必ず、助け出してやるからな……ッ！）

　グレンがそう拳を握りしめ、決意を新たにして。

　自分の席へと戻り、腰かけた……その時だった。

「せ、先生……」

　そんなグレンへ弱々しく声をかける者がいた。

　グレンの正面。向き合うように配置された座席に腰かける少女──システィーナだ。

「どうした？　白しろ猫ねこ」

「その……私……帝都が落ちたなんて……信じられなくて……」

　システィーナは明らかに意気消沈しており、その瞳を不安に揺らがせている。

　その隣の席にはルミアがいて、そんなシスティーナの背中を撫なでてあげていた。

「噓うそですよね？　あの帝都が壊滅したなんて……」

「残念ながら事実だ。気をしっかり持て」

　残酷だが、事実から目を背けてはならない。グレンはシスティーナを叱しっ咤たした。

「そんな……帝都の魔ま導どう省しょうでは、お父様とお母様が官僚として勤めていて……もし、本当に帝都が壊滅したのなら、お父様とお母様は……」

「…………」

「わ、私、その……不安で……もし、お父様とお母様に何かあったらと思ったら……」

　ぐっと、微かすかに涙に潤んだ目を瞑つぶり、システィーナが俯うつむく。

　確かにシスティーナもこの数ヶ月間で精神的に大きく成長した。

　だが、まだまだ子供だ。最愛の両親の安否に不安と動揺を覚えるのは仕方ないことだ。

　むしろ、この程度で済んでいることが立派だ。以前のシスティーナならば、こんな状況下では半狂乱になって泣き叫んでいたことだろうから。

「……安心しろ、システィーナ」

　グレンが手を伸ばし、システィーナの肩を叩たたく。

「お前の両親……レナードさんとフィリアナさんに、滅多なことなんかあるもんか」

　グレンは以前から、システィーナの両親……レナードとフィリアナと何度か顔を合わせたことがあり、その度に彼ら夫妻に振り回されてきたのだ。

「あのパワフル夫妻のことだ。きっと、上手うまく帝都を逃げ延びているよ」

「そう……でしょうか……？」

「……ああ」

　それが気休めに過ぎないことを知りつつも、今はそう言うしかない。

「そうだよ、きっと、大丈夫だよ。システィ」

　そして、ふさぎ込むシスティーナにルミアも優しく言葉をかける。

「ん、大丈夫。レナードとフィリアナ、強いから」

　ルミアの隣のリィエルも淡々と、それでもどこか気遣うようにボソリと言う。

「そうかしら……？　そうよね……？」

「うん、きっとそうだよ」

　システィーナを励ますルミア。

　だが、グレンはそんなルミアの表情が一瞬、陰るのを見た。

「……ルミア、お前は大丈夫なのか？　その……あんまり大きな声で言えないんだが……お前にも姉がいたんだろ？」

　そんなグレンの言葉に、ルミアが俯いて黙り込む。

　ルミアは元・アルザーノ帝国王室の第二王女だ。つまり、第一王女……ルミアには姉がいたのである。以前、ルミアの口から語られるとおりならば、小さい頃はよく遊んでくれた、とても仲の良い姉ということなのだが……

「正直……心配じゃないと言えば噓になります」

　ルミアが少しだけため息を吐きながら言った。

「レニリア姉さんは、今、アルザーノ帝国大学に通う大学生です。でも、帝都陥落の際、大学は手て酷ひどく破壊されてしまったようで……ひょっとしたら、姉さんは……」

　グレンが何と声をかけたら良いかわからないでいると。

「ご、ごめん、ルミア……」

　システィーナが謝っていた。

「私……自分のことばっかりで……ルミアだって、帝都に大切な人がいたのに……」

「ううん、いいんだよ、システィ」

　すると、ルミアが恐縮するシスティーナを励ますように言った。

「それよりも、今は皆の無事を祈ろう？　大丈夫……きっと、皆、大丈夫だから……」

「……ん」

　ルミアの言葉に、リィエルも応じて。

「そうね……それに今、ここで泣き叫わめいたって、家族は帰ってこない……今は、私達がやるべきことをしなきゃ……ッ！　しっかりしなきゃ……ッ！」

「そうだね、がんばろう、システィ」

「ん。みんなでがんばれば、なんとかなるはず」

　そんな風に、この絶望的な状況で強く立とうとする三人娘を前に、グレンは物思う。

（気丈だな、こいつら……まだまだ子供だってのによ……）

　そういくら気を張っても、彼女達はまだ年とし端はもいかない子供なのだ。

（くそ……なんとかしねえと……ッ！　どうすればいい……ッ!?）

　だから、なおさらグレンは、そう強く思うのだ。

　そして、その時、グレンの脳裏にふと思い浮かんだのは……いつも飄ひょう々ひょうとしたとある金髪の女魔術師の姿だ。

（……セリカ……）

　元・世界を救済した《六英雄》の一人、《灰かい燼じんの魔女》セリカ゠アルフォネア。

　世界最高の第七階梯セプテンデにて、世界最強の魔術師。

（頼む、セリカ。お前はこういう厄介事、大嫌いかもしれねえが……今回ばっかりは、お前の力を貸してくれ……ッ！　一生のお願いだ……ッ！）

　そう強く祈りながら、グレンは窓から外を見る。

　眼下に山々や草原が広がり、目の高さに雲が広がる、空の光景。

　その彼方かなたに、ぽつんと小さく空飛ぶ城の雄大な姿が浮かんでいる。

　フェジテの空に浮かぶ幻の城──斜陽の赤しゃっ光こうに輝くメルガリウスの天空城だ。

　上空を流れる気流の関係で、神鳳フレスベルクは真まっ直すぐ目的地へ直進はしないので、ちょうどグレンが覗く窓から見える位置に、その城は現れたのだ。

　あの城が見えたということは──もうフェジテは近い。

（……頼むぜ……）

　グレンは天空城を眺めながら、母親代わりであり師匠でもある女魔術師との、久々の再会を祈るように待望し続けるのであった──




　────。




　学級都市フェジテは、惨さん憺たんたる有あり様さまだった。

　すでに帝都陥落の報は、フェジテの都市全体に知れ渡っているらしい。

　都市中に不穏な空気が満ち、張り詰めたような緊張感に満ちている。

　暴動の勃発を警戒し、フェジテ警けい邏ら庁ちょうの警邏官達も神経を尖とがらせながら、ひっきりなしに隊たい伍ごを組んで行き交い、都市全域にわたって厳戒態勢中だ。

　フェジテの北の城壁門は、なんとか帝都を脱出し、フェジテに辿たどり着ついた難民達が芋洗いのように溢あふれかえり、入管所は大絶賛混乱中であった。

　そんなフェジテにグレン達が到着したのは、日の沈みかかった黄昏たそがれ時だ。

　生徒達はその場で解散し、イヴもいち早くフェジテ入りした女王陛下が拠点を構えるフェジテ市庁舎へと向かった。

　グレンは、ルミア、システィーナ、リィエルを連れて、不穏な空気に包まれたフェジテの街を歩く。久々で懐かしいはずの故郷だがどこか寂しく、遠い。

　グレンは三人娘を連れ、人混みをかき分けて、淡々と歩く。

　店舗の並ぶ大通りは、万が一に備えて物資の買い付けに走る市民達でごった返し、激しい怒号と喧けん噪そうが飛び交い、一種狂気的な様ですらあった。

「なぁ、聞いたか!?」

「ああ、帝都を滅ぼした《最後のウルティムス・鍵兵団クラーウィス》……次の攻撃目標はここなんだろ!?」

「くっ……冗談じゃないわ！」

　そんな市民達の噂うわさ話ばなしを聞き流しながら、グレンはふと空を見上げる。

　そこには、この学級都市フェジテの象徴──『メルガリウスの天空城』の、雄大で壮観な異様が悠然と広がっていた。

　これまでの展開や状況、そして明らかになった事実が、全てを物語っている。

　そう、恐らくは──全てがフェジテの空に浮かぶこの天空城へと繫つながっているのだ。天の智ち慧え研究会の目的も古代文明の謎も、そして──禁忌教典アカシックレコードとやらも。

　普段は眺めていると、古代の神秘への不思議な高揚と憧憬が湧き起こる城だが、今は強烈な黄昏の紅色に染め上げられ、まるで焼け落ちているかのようだ。

　そんな不吉な城の姿が、何かこのフェジテの未来を暗示しているように思えて……グレンは胸騒ぎを抑えられなかった。

「……先生……」

　ルミアが心配そうに、空を見上げるグレンへ声をかける。

「ああ、悪いな。お前らの家までとりあえず、急ごう」

　気を取り直し、グレンは人混みをかき分けながら、足を淡々と動かす。

　先の見えないこの昏こん迷めいに、歯は嚙がみするしかないグレン。

　とりあえず、ここまでの強行軍で疲ひ労ろう困こん憊ぱいのシスティーナ達を気遣い、グレンは、システィーナ達をフィーベル邸まで送っていくのであった。




　────。




　誰もいないフィーベル邸に、システィーナ達を送り届けた後。

　リィエルに、システィーナとルミアを頼むと言い含めて、グレンは帰路につく。

「うおっ……寒……」

　日は落ち、辺りはすっかりと夜の帳とばりに包まれていた。

　フェジテ特有の夜の寒気が、外を出歩く者の身体からだを芯から凍いてつかせる。

　グレンは両肩にかけていた講師ローブを深く羽織り、その襟を立てた。

　今までミラーノという暖かい南国に長らく滞在していたせいで季節感が狂っているが、今はグラムの月……つまり、季節はすでに冬だ。

　グレンは、閑散としたフェジテ北地区４番街──カリッジ通りから東西に通うロザーヌ通りを歩いて行く。

　例年ならばこの時期は、明後日あさって──グラムの月24日に行われる祝祭行事、聖夜祭ノエルへの準備で、街は大いに盛り上がっていたはずだった。

　都市のあちこちが色とりどりのキャンドル・イルミネーションで飾られ、蓄音機でノエル・ソングが流れているはずだった。

　家族持ちの大人達は今年の贈り物プレゼントについての話題で、恋人達は今年の聖夜祭ノエルの夜の過ごし方の話題で大いに盛り上がり、浮き足立っている……そんなはずだったのだ。

　だが──

「寂しいもんだな」

　グレンは足早に帰路へつきながら、寒風吹き荒すさぶ閑散とした夜の街を見渡す。

　例年のような明るく楽しげな雰囲気など微み塵じんもなく、ただ、息を潜めるようにひっそりと静まりかえる、幽霊都市のような光景がそこにはあった。

「…………」

　時期が時期のせいだろうか。

　この時、帰路につくグレンは、ふと思い出す。

　かつて、聖夜祭ノエルを前にして賑にぎやかだったこの通りを、セリカと共に歩いた子供の頃のことを──……




『おいおい、どうした？　グレン。わざわざそんなバカデカい靴下なんか、なけなしの小遣いで買っちゃって』

『だって、セリカ、明後日は聖夜祭ノエルなんだよっ!?』

『ほう？　そういえば、もうそんな時期だったな』

『聖夜祭ノエルの夜は、寝ている間に、サンタニコラウスが、枕元に置いた靴下の中にプレゼントを入れてくれるんだ！　僕、ずっといい子にしてたし、こんなに大きな靴下なら、サンタさんもすごいプレゼントくれるに決まってるよ！』

『ははは、バカだな、グレン。サンタなんかいないぞ』

『えっ!?』

『大体、私が魔術結界張ってる屋や敷しきの中に、サンタごときが不法侵入できるわけないじゃないか、あっはっはっ！』

『そ、そんな!?　で、でも、だって！　去年は確かにプレゼントが──』

『そりゃ私だ』

『ぇええええええええええええええええ──ッ!?』

『と、いうわけで、グレン。今年のお前へのプレゼントは……なんかもう、私、面倒だから、お金をその靴下に突っ込んでおくって方向で行きたいんだが、駄目か？』

『台無しだよ!?　セリカのバカぁあああああああああああああ──ッ！』




「……やれやれ」

　グレンが、益やく体たいもないことを思い出し、口の端はを吊り上げる。

　長旅と激戦で疲労困憊の心身に鞭むち打うち、足を速める。

　さすがに、普段意地っ張りで皮肉屋のグレンも、もう誤魔化しの効かないくらい、〝とある感情〟が湧き起こっている。

（……セリカ……頼む……今回ばかりはお前の力を貸してくれ……）

　歩きながら、グレンはぼんやりと物思う。

　子供の頃、グレンは『正義の魔法使い』に憧れていた。

　童話『メルガリウスの魔法使い』──空に浮かんだ城を舞台に、『正義の魔法使い』が、悪い魔王をやっつけて、お姫様を助け出す……そんな子供向けの話。

　グレンはその童話の『正義の魔法使い』に、子供の頃からずっと憧れていた。

　だが、なぜグレンがそんな風に『正義の魔法使い』……魔法使いや魔術師を特別視していたかと言えば。

　その原点を辿れば──それはやはり、セリカとの出会いであった。

　それはもう十年以上前の話だ。〝自分〟が《塔》のアンリエッタと呼ばれる邪悪な外道魔術師に捕らえられ、非道な魔術人体実験を繰り返され、〝自分〟が何者であったかの記憶も失い、ただひたすら暗く冷たい絶望の闇の中に閉じ込められていた時。

　そんな絶望に沈む〝自分〟を、あっさりと救い出してくれた魔法使い。

〝自分〟に、〝グレン〟という新しい名前と人生をくれた魔法使い。

　それが──セリカだったのだ。

（セリカ……前にスノリアでも言ったが……当時のロクでなしなお前にゃ、そんな気、さらさらなかったろうが……俺にとっての『正義の魔法使い』は、お前でさ……童話みたいな凄すごい魔法使いになりたいってのは、その……課程や手段……あるいは照れ隠しみてえなもんで……俺は……お前みたいになりたくて……）

　そんなことを歩きながら、ぼんやりと思いながら……

（お前がいてくれりゃ、きっと、こんなクソな事態、すぐに解決する……そうだろ？　だって、お前は、俺が憧れた世界一すげぇ魔法使いなんだから……だから……）

　……ふと、グレンは苦笑する。

（……へっ、馬鹿馬鹿しい。俺が今、必死こいて重い足を、アルフォネア邸に向かって動かしているのは……そんなことが理由じゃねえだろう？）

　そう。然しかるところ、今、こうして重たい足を必死に動かす理由は。

　この胸に湧く、〝とある感情〟の正体は。

　余計な心の騒音を取り払って突き詰めてみれば、こういうことだ。

　すなわち──グレンはセリカに会いたかった。顔を見たかった。

〝よう、お帰り〟……そう言って出迎えてもらいたい。

〝お前のバカ舌には、ちともったいない葉っぱだが〟……そんな憎まれ口で紅茶を淹いれて欲しい。

　フェジテを発たって以来、もうセリカと何年も会ってないような気がしていたのだ。

「……セリカ……」

　思えば……世界魔術祭典でフェジテを発ってから今まで、色々あった。あり過ぎた。

　でも、グレンは教師だった。大人だった。常に誰かの支えであらねばならなかった。

　誰かに縋すがることなど、甘えることなど許されなかった。

　だが、色々あり過ぎて……さしものグレンも疲れ果ててしまったのだ。

　そして、これからもまだ色々とある。今まで以上の困難が。

（……無論、俺は立ち向かうつもりだ。この困難に際し、生徒達あいつらの前で泣き言を吐く気などさらさらねえ。逃げるつもりなど、毛頭ねえ）

　でも、今だけは。少しくらいは……誰かに寄りかかってもいいのではないだろうか？

　心を休めてもいいのではないだろうか？

（ハ。マザコンと笑いたきゃ笑えよ……でもな……今だけは、セリカ……無性にお前に会いてえんだよ……〝ハハ、私に任せな？〟とか……〝お前はいつまで経たっても甘えん坊だなぁ〟とかよ……この苦境を、そんな風に笑い飛ばして欲しいんだよ……）

　それで、きっと自分は戦える。頑張れる。

　だから、一刻も早く、グレンは大切な唯一の家族と会いたかった。

　長旅と激戦で疲れきった今のグレンを突き動かす情念は最も早はや、それが全てだった。

（後、もう少し……その角を曲がれば、見えてくる……アルフォネア邸が……あいつに会える……いつもみてえに、俺は素直にはなれねえだろうけど……それでも、俺は……）

　そう自分に言い聞かせて。

　グレンは、一歩一歩、ゆっくりと歩く。歩を進めていく。

　通りを冷たい風が吹き荒び、寒気がより一層強まっていく。

　さぁ、懐なつかしきアルフォネア邸は、もうすぐそこだ──




　異変には、すぐに気付いた。

　すっかり夜の帳が降りきったというのに、遠くから見たアルフォネア邸が、明かりの一つも灯ともしていなかったからだ。

「……セリカ？」

　グレンは真っ暗なアルフォネア邸敷しき地ち内に入り、前庭を過よぎり、玄関口の前に立つ。

　いつも通り、鍵言葉キー・ワードで魔術施せ錠じょうされている玄関口の扉を開き、中へと入る。

　いつもようにグレンを出迎える、玄関エントランス・広間ホール。

　普段ならば、魔術の照明が灯り、頭上のシャンデリアがキラキラ無駄に輝いている時間帯だが……今は、真っ暗だ。

　邸内は、しん、と不気味に静まりかえっている。

　当然、誰よりも会いたかった、出迎えて欲しかった女魔術師の姿は──ない。

「…………」

　おかしい。明らかにおかしい。

　セリカに、この時期に外出する予定はまったくなかった。あったとしても、グレンに内緒でどこかへ出かけるなどということはなく、必ず予定を伝えるのが決まりだった。

　もし、突発的に出かける事情ができたとしても、必ず何らかの魔術的手段でグレンに連絡を残す……そんな決まりであった。

　その時、グレンは猛烈に嫌な予感を覚えていた。

　理由はわからない。だが、セリカがどこか手の届かない遠い場所に行ってしまったかのうような……そんな嫌な予感が、背筋にぞくりと駆け上ったのだ。

「セリカ！　おいっ！　セリカッ！」

　グレンが駆け出す。疲れきった身体からだのことも忘れて、広大な屋敷内を駆け回る。

　大広間、階段、ギャラリー、セリカの書斎、応接間、食堂、浴室、厨ちゅう房ぼう、洗濯室、遊戯室……片端から扉を開き、セリカの姿を探し回る。

　だが、セリカの姿は案の定、どこにもない。

　グレンの中の嫌な予感は、指数関数的に脹ふくれあがっていく。

　そして──それは、セリカの寝室を開いた時、最大となった。

「……なっ!?」

　その部屋に、間違いなくいるはずの同居人の姿がなかったのだ。

　その部屋のベッドには、かつてスノリアの一件で発見保護した、とある少女が醒さめぬ眠りに延々とついていたはずだった。

　だが──その少女の姿がない。ベッドはもぬけの殻だ。

「バカな……どういうことだ……？　一体、俺がいない間に、何があった……？」

　やがて。

　グレンは、ふらふらと自室へ辿たどり着く。

　扉を開くと、四方の壁面を魔術関連書籍が納まった書架で埋め尽くされた、何の飾り気もない部屋が、グレンを出迎える。

　当然、その部屋内も真っ暗で、そこにもセリカの姿はない。

　だが、代わりに、自分の机の上に、わかりやすく何かが置かれていることに気付く。

　一通の封筒だった。

　そして、その封筒の上に何かが重しのように乗っている。

「……ちっ！」

　グレンは反射的に重しを払いのけて、封筒を手に取り、封を切る。

　中の手紙を乱暴に引き摺ずり出し、燭しょく台だいに灯した火を頼りに、その文面を目で追う。

　それは──案の定、セリカからグレンへ宛てた手紙であった。




『グレンへ』

『すまん。突然だが、私は行く。この家を出る』

『どうしても、為なさねばならないことができた。全部、思い出してしまったんだ』

『多分、もうここには帰って来ない。お前とは二度と会えないと思う』

『本当に、急なことですまない』

『最後に一目……お前に会えなかったのが残念だったが……ああ、駄目だな。多分、お前の姿を見たら、私は絶対に決意が鈍るだろうから』

『だから、私はこのまま行くよ……タウムの天文神殿へ』

『■■■■』※何かを書きかけて塗り潰している。

『ありがとう、グレン。私はお前に会えて本当に幸せだった』

『私の、永遠者イモータリストとしての無駄にクソ長いだけの人生の中で……お前と会えたことだけが意味と価値あることだったと、今となっては本当にそう思う』

『ところで、お前が子供の頃、お前が私の誕生日を勝手に決めて、その時に作ってくれた不細工な赤魔ま晶しょう石せきのペンダントだが……あれは嬉うれしかったぞ』

『今まで言ってなかったが、ありがとうな』

『でも、それもここに置いて行く。決意が鈍るから』

『安心しろ。私は、私の使命をちゃんと果たす。……何よりお前のために』

『多分、お前には、何のことだかサッパリわからんだろうし、唐突過ぎて怒ると思うが……私がこうして、お前の前から消えることは必要なことなんだ』

『さようなら、私の愛いとしい■■』※塗り潰されている。

『はは、さすがに歳とし甲が斐いもなくキモかったな、忘れてくれ』

『────』




　その時、グレンはふと気付く。

　この封筒の上に置いてあった、重し。それが、子供の頃、グレンがセリカへと慣れない錬金術で錬成した、赤魔晶石のペンダントであったことに。

「……あ……」

　そのペンダントは、セリカが〝不格好だ〟、〝ダサい〟等とぶつくさ言いながらも、結局なんだかんだで、肌身離さず持っていたものだ。

　これがセリカの何か悪い冗談であることを願いたいが、あいにく、それも望めない。

　このペンダントが、ここに置き去りにされていること。

　手紙の文面に綴つづられている、強い意志が漲みなぎる文体。

　それらから、グレンはこの一件に関するセリカの〝本気〟を本能的に悟った。

　そう。何があったのか、グレンには皆目見当もつかないが……セリカはもう二度と、ここに帰って来るつもりはない。セリカにはもう二度と会えないのだ。

「な、なんだよ……なんなんだよ、コレ……？」

　手紙を読むグレンの身体が、ガタガタと震える。

　手紙の後半には、セリカの遺産相続について……この屋や敷しきをグレンに譲るだの、自分名義の資産や銀行口座を全てグレンの名義にしておいただの、その他、色々な法的手続きについてつらつら記載されていたが、そんなことは心底どうでもよかった。

　ふつふつ、と堪えきれない怒りと苛いら立だちが腹の底から湧いてくる。

　グレンが、ペンダントを摑つかんで握りしめ、それを憤ふん怒ぬの形相で睨にらみ付ける。

　俺が欲しいのはこの家じゃない。俺に必要なのは金や遺産じゃない。

　なのに、理由もわからず一方的にそんなくだらない物を押しつけられて、相談もなく勝手に置き去りにされて……こんなのってあるか？　自分達は家族じゃなかったのか？

　今までずっと家族として暮らしてきた二人の生活の幕切れとしては……あまりにもあんまりではないか。

「くそっ！　あいつ、ふざけんなよッッッ！」

　グレンは激情のまま、ぐしゃりと手紙を握り潰し──

　ペンダントを壁へと叩たたき付けていた。

　パギッ！　衝撃で真っ二つに割れて、絨じゅう毯たんの上に転がっていく赤魔晶石のペンダント。

「……あっ……」

　割れてしまったペンダントを見て……グレンが我に返って呆ぼう然ぜんとする。

　微かすかに震えながらペンダントへと歩み寄り、それを拾い上げようとする。

　だが、手がペンダントへ触れる寸前……グレンは思いとどまり、手を止める。

　そして、未練を振り切るように立ち上がり、この状況で唯一何か知っていそうな人物の名を叫んでいた。

「ナムルスゥウウウウウウ──ッ！　おい、見てるんだろ!?　出てこい！」

　すると。暗い部屋の隅に小さな光の粒子が集まっていき、背中に異形の翼を持つ一人の少女の姿を結像する。

　ルミアそっくりの少女──ナムルスだ。

『グレン……』

　ナムルスはどこか、泣き出しそうな表情であった。

「おいっ！」

　グレンはそんなナムルスへ激しい剣幕で詰め寄る。もし、ナムルスに物理的な実体が存在すれば、そのまま胸ぐらを摑んでつるし上げそうな勢いで吠ほえかかる。

「こりゃ一体、どういうことだ!?　いい加減教えろ!?　セリカは……あいつは一体、なんなんだ!?　もう二度と帰ってこないってどういうことだ!?」

『…………』

「お前……やっぱ、何か知ってるんだろ!?」

　だが、ナムルスは無言。この期に及んで無言を貫く。

「セリカのやつ……タウムの天文神殿に行っただって!?　なんで、このタイミングでタウムの天文神殿なんだよ!?　そういえば、お前、あの時、言ったな!?」




　──グレン……近い将来……貴方あなたはもう一度だけ、あのタウムの天文神殿をセリカと共に訪れることになる……




「いい加減、全てを話せ！　教えろッ！」

　そして、グレンはナムルスの足下にがくりと崩れ落ち、力なくうなだれる。

「……頼む……頼むからよ……」

『…………』

　ナムルスが感情の見えない表情で、グレンを見下ろす。

　しばらくの間、無言を保ち、ナムルスは苦々しく口を開いた。

『何度も言うけど……私はこの件に一切の干渉ができない。私はしょせん部外者だから。だから、本質に関わることは、私は何も教えられない……』

「まだ、そんなこと言ってんのかよ……ッ！」

『でも一つだけ言えるわ。……これは分ぶん水すい嶺れいよ』

　ナムルスが跪ひざまずき、うなだれるグレンと視線の高さを合わせた。

「……分水嶺……？」

『そう。これからは、グレン、貴方が自身の選択で考え、行動するしかないの』

　こくりと頷うなずき、ナムルスが続ける。

『結論から言えば……多分、今から貴方がセリカを追えば、まだ間に合うと思う。間違いなく、セリカには会える。会えなきゃおかしい。でも、この数日以内が最後のチャンス。それを過ぎれば……貴方がセリカに会うことは、もう二度とない』

「……なっ!?」

　グレンが顔を上げる。

「間に合うのか!?　まだ、セリカを連れ戻せるのか!?」

『…………』

　無言のナムルスに、グレンは居ても立ってもいられず、息巻いて立ち上がった。

「こうしちゃいられねえ！　速攻で準備して、今すぐタウムの天文神殿へ──」

　そこまで言いかけて。

　グレンはふと気付いた。思い出してしまった。

「この状況で……フェジテを発たつだと……？」

　北から迫る死者の軍団、南に復活する邪神の眷けん属ぞく。

　かつてない未み曽ぞ有うの危機に陥っているフェジテ。

　果たして、この状況でセリカを探しに、フェジテを離れて良いのか？

　このフェジテには、システィーナにルミア、リィエル……グレンの生徒の多くがいる。

　それを見捨てるように、セリカを探しに行って、それは正しいことなのか？

「…………」

　グレンは考える。

　セリカの目的は不明だが、彼女が向かった先は間違いなく、《星の回廊》を開く天象儀プラネタリウム装置が存在する大天象儀室──タウムの天文神殿の最深部のはずだ。

　タウムの天文神殿は、内部空間が古代魔術エインシャントで歪ゆがんでいる遺跡だ。

　想像を絶するほど内部構造が広い。以前、探索調査した時は、セリカの魔術で簡易的な転移法陣を構築しながら、探索したほどだ。

　もう、あの転移法陣は効力を失っているからショートカットはできない。つまり、最深部に到達するまで最短で数日。下手をすれば、もっと時間がかかってしまう。

　だが、その数日以内で、死者の軍団や、あの恐るべき《剣の姫》、《神殿の首領マジスタ・テンプリ》達はこのフェジテに到達してしまうだろう。

　行き帰りの時間も含めて考えると、どこをどう考えても間に合わない。

「この状況で……？　このフェジテを……あいつらを見捨てて？　そんな……そんなことは……ああ、でも……クソッ！」

　この時、ふとグレンは気付く。

　さきほどの、システィーナやルミア達のやり取りを。

　彼女達とて、家族が消息不明だ。心配と不安で仕方なかったはずだ。

　なのに、彼女達は気丈にも、その心配と不安をかみ殺し、今は自分が為すべきことに邁まい進しんしようと決意していた。

（あいつらに比べて……なんだ？　この俺の無様は）

　置かれた状況としては、システィーナ達とほぼ同じなのに。

　こんなにも動揺し、困惑している自分がいる。

　自分がどうすべきか……判断できない。決意できない。

　セリカを見捨てる？　そんなことを……本当に自分にできるのか？

（お、俺は……ッ!?）

　そんな風に苦悩するグレンへ、ナムルスは淡々と言った。

『……分水嶺よ、グレン。よく考えて。これは、どっちの道が正しいとか、そういう話じゃない。選択の正否なんて、神ならぬ人がどうこう判断できるものじゃない』

　グレンはふと思い出す──以前、学院の魔術競技祭でルミアに言った台詞せりふを。

〝人はいかなる選択をしようが、後悔するようにできている〟と。

〝だからこそ、本音が重要なんだ〟と。

『ただ、貴方がどうしたいか？　それだけ。それが貴方の心からの求めなら、貴方の求めに、歴史が相応の正しい答えを示す……それだけの話』

　そう言い残して。

　ナムルスの姿は、ゆっくりと消えていくのであった。

「……俺の……選択……？　俺が……どうしたいか……？」

　一人取り残されたグレンは、呆然と立ち尽くすしかないのであった。

　いつまでも。

　……いつまでも。











第二章　それぞれの想おもい









　その日、夜も更ふけ、日付が変わろうとしていた頃。

「…………」

　寝間着ネグリジェ姿のシスティーナが、フィーベル邸のとある一室に居た。

　四方を本がぎっしりと詰まった書架に囲まれ、机やテーブル、絨毯など、非常に品の良い調度品に囲まれた書斎だ。

　システィーナの父──レナード゠フィーベルの書斎であった。

　普段はあまり足を踏み入れない父の書斎で、システィーナは書架を色々と漁あさっている。

「……これじゃない……これでもないわ……」

　書架から本を取り出し、中身をパッと確認しては、元に戻す。そんな単調作業を、傍かたわらに浮遊する魔術の弱々しい照明光を頼りに、淡々と延々と続けている。

「……これでもないか……うーん……確かこの辺りだと思ったんだけど……」

　そんな風に、システィーナが本を取っ替え引っ替えしていると。

　こんこん。外から書斎の扉が叩たたかれた。

「……システィ？」

　ルミアだ。同じく寝間着ネグリジェ姿のルミアが扉を開き、書斎の中へ入ってくる。

「あれ？　ルミア。どうしたの？　もう寝たんじゃ……」

　システィーナは、本を手に取った格好で眼を瞬しばたたかせる。

「それはこっちの台詞だよ……」

　ルミアが心配そうに言った。

「システィも早く休まなきゃ。ただでさえ、明日から色々と大変になるんだし」

「そ、そうよね……うん。でも、私、やることがあるから……だから、ルミアはリィエルと先に寝てて？」

　そう返し、システィーナは再び、書架の本を漁り始める。

「どうしたの？　調べ物？　明日じゃダメなの？」

　小首を傾かしげるルミアに、システィーナが複雑な表情で言った。

「うん……ミラーノにいた時から、どうしても早く確認しなきゃと思ってね……常識で考えて、そんなわけない……ありえないことなんだけど……ね」

　と、その時だった。

　書架を探っていたシスティーナの手が、とある背表紙の本の前で止まった。

「あ、あった……これだ……ッ！」

　システィーナがその本をそっと書架から抜き、開く。

　ルミアもつられて、その開かれた本の中を覗のぞき込む。

　そこにあったのは、文章の羅列でなく、丁寧に添付された数多くの写像画であった。

　色いろ褪あせた白黒の写像画が、年代ごとに丁寧に並んでいる。

「……アルバム？　それがシスティの探していたもの？」

「うん」

　システィーナがアルバムの頁ページを捲めくっていく。

「これはね……私のひいお爺じい様くらいの世代から撮り溜ためた、フィーベル家一族の記録なの。子供の頃はよく、お爺様と一緒にこの写像画集を眺めていたわ」

「そうなんだ……でも、なんで今、それを？」

　ルミアの質問に答えず。

　システィーナは、本の最後から最初の方へ向かって、頁を順繰りに捲っている。

　当然、後ろの頁に掲載されている写像画は、つい最近のものだ。

　そこには、システィーナや父レナード、母フィリアナの様々な姿が載っている。本当に最近のものだと、ルミアやリィエルが一緒に写っているものすらある。

「…………」

　システィーナはさらに捲る。つまり、過去を遡る。

　やがて、頁からはリィエル、ルミアの存在が消え、ルミアがこの家に引き取られてくる以前のもの……システィーナ、レナード、フィリアナ、そして祖父レドルフと言った、純フィーベル一家の写像画が掲載されていくようになる。

　だが、システィーナはさらに頁を捲る。捲る。

　やがて、頁からはシスティーナが消え、他家から嫁いできたフィリアナすらも消えて。

　システィーナが見知った顔は、若い頃のレナードと祖父レドルフだけになっていく。遠い親戚や祖母などの姿もボチボチ出現する。

　やがて、さらに頁を捲って世代は遡り……父レナードの少年時代。

　恐らく、この辺りは、レナードがシスティーナとほぼ同年代の頃の写像画だ。

「うわぁ、お義父とう様、若いね！　ふふ、格好良かったんだぁ。あ、確かに、お義母かあ様の言う通り、なんかちょっと、グレン先生に似てるかも？」

　ルミアはそんな風にはしゃぐが。

「……違う。似てるけど……微妙に違う」

　システィーナはそんな意味不明なことを虚うつろに呟つぶやいて、さらに頁を捲った。

　さらに、時代は遡る。

　アルバムからは、レナードの存在すらも消えてしまう。

　システィーナは並ぶ写像画を真剣な表情で流し見ながら、頁を捲って……さらに捲って……捲って……やがて、とある頁で、その手が止まった。

　そこには、祖父レドルフの少年時代の写像画が掲載されていた。

　祖父レドルフもアルザーノ帝国魔術学院の生徒だったのだろう。学院の制服を纏まとって、白黒の写像画の中に、その青春の一枠を切り取られていた。

　そんなレドルフの若かりし頃の姿を見たルミアが目を丸くした。

「わぁ……システィのお爺様、すごい美少年だね……」

　永遠の肖像として残されたレドルフは、この写像画が白黒だとは信じられないほど、色鮮やかに感じられる程の存在感を放っていたのだ。

「……あれ？　でも、この人……どこかで……？」

　ルミアがふと、脳の片隅に奇妙な既視感を覚えていた……その時だった。

「……噓うそ……噓よ……」

　システィーナが突然、そんなことを呟いて、カタカタと震え始めていた。

「……システィ？　どうしたの？」

「噓よ、こんなの……ありえない……ありえないわ……ッ！」

　ルミアがシスティーナの横顔を見る。明らかに尋常な様子ではない。

　システィーナはこの暗い部屋の中でもはっきりとわかるほど、顔を青ざめさせ、額には冷や汗をびっしりと浮かべている。軽い過呼吸にも陥っているようだ。

「レドルフ゠フィーベル……Redolf ゠ Fibel……」

　システィーナは、ばさりとアルバムを取り落とし、ぶつぶつ祖父の名前を呟きながら、がくんと膝をつく。

「そんなわけない……そんなわけないの……ッ！　だって、お爺様は……お爺様は亡なくなったんだから……五年前に……ッ！」

「し、システィ……？」

　どうにもおかしなシスティーナの様子に、ルミアが不安を覚えた、その瞬間。

「……あれ？　そう言えば、私……あの時……」

　システィーナは何かに気付いたように、ぼそりと呟いて。

　しばらくの間、そのまま硬直して。

「…………」

　やがて、ふらりと幽鬼のように立ち上がった。

　不安げに見守るルミアの前で、システィーナは書斎に設置された机へ移動する。

　レナードの机の引き出しに手をかける。

　システィーナは、その中に、父レナードのとある所持品があることを知っている。

　だが、魔術師らしくその引き出しには、魔術錠がかかっている。

　以前までなら、その高度に複雑な術式の魔術錠は、システィーナには手も足も出なかったが……今の成長したシスティーナなら解錠可能だ。

「……ごめんなさい、お父様」

　ここには居ない父に謝罪し、システィーナは引き出しに手を当てながら、解錠の呪文──黒くろ魔ま【ノック・ロック】を唱えた。

　しばらくの間、引き出しにかかった魔術錠の術式と、システィーナが差し込む解錠の術式がせめぎ合って……やがて、がちゃりと音を立てて、魔術錠が解錠される。

「システィ、一体、何を……？」

「…………」

　ルミアが見守る中、システィーナは引き出しをそっと引いて開ける。

　そこに、秘匿されていた物は──一冊の日記であった。




　────。




　──次の日。

　アルザーノ帝国魔術学院の大会議室にて『帝国最終防衛会議』が開かれていた。

　最終防衛と銘打つのは、フェジテこそ帝都に次ぐ帝国で二番目に栄えた都市であり、ここが落とされたらもう、帝国には後がない。滅亡必至だからである。

　そして今、この重大な会議には、そうそうたるメンバーが集まっていた。

　まずは、現・帝国政府の要人達である。

　ミラーノより帰還したアルザーノ帝国女王アリシア七世並びに、女王府官房長官グラッツ゠ル゠エドワルド卿きょう。フェジテの生家にたまたま帰省していたことにより、帝都陥落の難を幸運にも逃れた円卓会が一翼、エイブラム゠ルチアーノ騎士爵。残念ながら、他の円卓会メンバーや帝国政府高級官僚は現在、行方不明。生死不詳だ。

　そして、軍関係者は、先の女王のミラーノ行きに随伴した、帝国宮廷魔ま導どう士し団特務分室の面々。先の帝都防衛戦にて帝国軍が《剣の姫》によって壊滅させられた際、辛かろうじて運良く生き延びた、帝国宮廷魔導士団・第一室室長クロウ゠オーガム以下、上級将校数名。

　そして、フェジテ防衛戦ということで、当然、フェジテ警けい邏ら庁ちょうのロナウド゠マクスウェル警邏総監を筆頭とする警邏庁高官らもこの会議に列席している。

　また、有事の際は、アルザーノ帝国魔術学院は帝国戦時法に則のっとり、学院内から戦力としての魔術師を供出する義務がある。

　よって、魔術学院からは、学院長リック゠ウォーケンを筆頭に、ハーレイ゠アストレイ、ツェスト゠ル゠ノワール男爵、オーウェル゠シュウザー、フォーゼル゠ルフォイ゠エルトリアらを筆頭とする有力教授・講師陣がこの会議に参列していた。

　学院の学生達からも、有志でこの度の帝国の苦難に立ち向かう学徒隊が臨時結成され、その中核を成す学院生徒会執行部会長リゼ゠フィルマーや、システィーナ゠フィーベルなども列席を許可されていた。

　身分、年齢、立ち場問わず、一つの困難に立ち向かうために集う──それはいつかの《炎の船》事変の時とまったく同じだ。

　アルザーノ帝国は、女王陛下の下に一致団結して一つに纏まる……良くも悪くもそういう国民性なのであった。

「まず……北の……帝都オルランドの状況は、改めてどうなっていますか？」

「はっきり申し上げれば、酷ひどい状況です」

　アリシア七世の問いに、本会議の情報統括を担当する帝国宮廷魔導士団特務分室・執行官ナンバー５《法皇》のクリストフが応じた。

「東の国境線を破り、イグナイト領を経由、帝都防衛軍を突破した死者の軍団は──およそ五万。それが無防備な帝都へと雪崩なだれ込みました。

　帝都市民約五十万のうち、およそ半数が一夜にて犠牲になった模様です。そして犠牲者も新たな死者の軍勢と化し、今や帝都は死し霊りょう達の坩る堝つぼとなっています。辛うじて帝都を脱した市民達は、四方の地方都市へちりぢりになって避難しつつある模様」

　なんてことだ……クリストフの報告に方々から悲嘆の声が上がる。

「そして、今も尚なお、死者の群れがレザリア王国から国境を越え、続々と帝都へと結集しつつあります。最も早はや、死者の軍団は雪だるま式に脹ふくれあがるのみです。

　先ほど、聖エリサエス教会教皇庁、司教枢すう機き卿きょうファイス様から入電した情報によれば、故アーチボルト枢機卿領の領民が軒並み不死者化されており、現在、聖堂騎士団の総力を上げて討伐中ですが、帝国への流入は未いまだ防ぎきれない、と」

「……そう……ですか……」

「これだけの死霊術ネクロマンシー……使い手は並外れた死霊術師ネクロマンサーです。斥候隊の報告によれば、帝都城壁上で、天の智ち慧え研究会・第二団アデプタス・《地位》オーダーエレノア゠シャーレットの姿を確認。この死者の軍団を指揮するのは……能力的にも彼女で間違いないかと」

「つまり、その女を仕留めなければ、死者の軍団は止まらんというわけじゃなぁ？」

　クリストフの報告に、バーナードが面倒臭そうに言った。

「その死者の軍団を牽けん引いんする、天の智慧研究会側の目的は？」

「謎です。ただ、次の標的がここフェジテであることに間違いはありません」

　途端、その場が動揺にざわついた。

「現在、死者の軍団が動きを見せています。その一部が隊たい伍ごを組み、帝都南の街道を徐々に南下中。死者ゆえに進軍速度は遅いですが……後五日ほどで、ここ学級都市フェジテへ到達するのは間違いありません」

「そうですか……」

「さらに悪い報告が一つあります。南方のミラーノで発動中の邪神招来の儀ですが……急激に脈動が活性化しつつあるそうです。《根》の発生は最早、ミラーノだけに止まらず、限定的ですが周辺諸国にも及び、大混乱中だそうです」

「二百年前と同じですね……邪神の眷けん属ぞく降臨が近付くと、世界中で《根》が発生し、夥おびただしい被害を出したと聞きます。つまり……我々が予測していたより復活が早まる、と？」

「確証はありませんが……恐らくは……」

　クリストフの結論に、一同が重苦しく沈黙する。

「ああ、なんていうことだ……ッ！　建国一千年にも至る由ゆい緒しょ正しき帝国に、このような斜陽が訪れようとは……ッ！」

「はっ。言っても始まらねえや。問題はどうやってこの苦境を切り抜けるか、だろ？」

　弱気に陥るエドワルド卿に、ルチアーノ卿が肩を竦すくめながら言った。

「ぶっちゃけ、うちの対抗戦力はどんなもんよ？」

　すると、そんなルチアーノ卿の問いに、帝国宮廷魔導士団・第一室室長クロウ゠オーガムが立ち上がって言った。

「精鋭揃ぞろいの帝国軍帝都防衛師団が、先の戦闘で事実上全滅しちまいましたからね……現在、その生き残りをまとめて、周辺駐在師団から緊急抽出かけてますけど……後、数日内に揃そろう戦力としては、ミラーノからの帰還兵力も合わせて一万、よくて一万五千ってところっすかね？　もうちっと時間があれば……ですが……」

　クロウが言い淀よどむと。

「今回の戦、数がまったく意味を為さない」

　特務分室執行官ナンバー17《星》のアルベルトが淡々と発言をした。未だ、負傷した右みぎ眼めに包帯を巻いたままの痛々しい姿であった。

「敵には《剣の姫》エリエーテ゠ヘイヴンがいる。あの女の前に数など無意味。いかなる秘術でこの世界に蘇よみがえったかは、最早どうでも良い。奴やつは紛れもなく本物の英雄であり……そして、今はこの帝国の敵、人類の敵だ。それだけは間違いない」

　そんなアルベルトの言葉に、その場の一同の間に、さらなる動揺が走った。

「それに今の敵軍にはあの男がいる。天の智慧研究会・第三団《天位》ヘヴンス・オーダー──《神殿の首領マジスタ・テンプリ》パウエル゠フューネ。６６６の悪魔軍団を従える世界最古にて最強の悪魔召喚士……あの男の実力は桁違いだ。恐らく《最後のウルティムス・鍵兵団クラーウィス》中、最強の敵戦力と言って良い」

「つまり……わしらは、エレノア゠シャーレット、エリエーテ゠ヘイヴン、そして、パウエル゠フューネ……この三人の化け物を落とさにゃ勝ち目ないってことじゃな」

　特務分室執行官ナンバー９《隠者》のバーナードが、呆あきれたように言った。

「こりゃさすがにスリルを通り越して、ちょっとうんざりじゃわい、うははは」

「それでも──私達はここを切り抜けなければならないのです。近い未来、ミラーノに邪神の眷属が降臨します。第二次魔導大戦の勃発……その時までに《最後のウルティムス・鍵兵団クラーウィス》と天の智慧研究会を滅ぼし、真の最終決戦に備えなければならないのです」

　女王アリシア七世が毅き然ぜんと言い放つ。

　そして、女王はこの会議に列席するとある娘へ向き直り、決然と言った。

「イヴ゠ディストーレ臨時千騎長」

「は」

　名を呼ばれたイヴが恭うやうやしく立ち上がる。

「帝都における軍高官、上級将校が軒並み行方不明、あるいは戦死してしまった現在……このフェジテに集う残存戦力は所属も指揮系統もズタズタの烏う合ごうの衆です。この軍を軍事行動可能なレベルで再編し、指揮運用できる人材は……最早、貴女あなたしかいません」

「陛下……」

「先のミラーノ事変における、貴女の武功と功績を鑑かんがみ──女王権限によって貴女を特例昇進させます。帝国宮廷魔導士団室長《魔術師》への再任を命じると同時に、元帥の軍階を正式に任じます」

　途端、辺りがざわつく。

「げ、元帥だと……ッ!?」

「イヴ殿を……ッ!?」

　元帥とは、軍行動の最高戦術単位ユニットである全ての師団を指揮・運用する権限を持つ、帝国軍最高クラスの軍階だ。事実上、死んで空いたイグナイト卿の席の後釜である。

　今のイヴは千騎長とはいえ、それは臨時に過ぎない。それを鑑みれば異例の人事だ。

　その場の多くはこの意味不明なイヴの昇格に、首を傾かしげるしかなかったが……軍の関係者、特に先のミラーノ事変について知っている者はわかる。

　イグナイト卿のクーデター『炎の一刻半』。あの絶望的な戦況から奇跡の大逆転勝利劇を演じたイヴこそ、この戦いの総司令官に相応ふさわしいということを。

「このフェジテにおける、帝国最終防衛軍の総司令官を……頼めますね？」

「御意。身命に賭として」

　だが──そんな女王陛下の決定に納得できない者もいた。

「恐れながら、女王陛下っ！　その女を総司令官にするのは、私は反対ですっ！」

　フェジテ警邏庁のロナウド゠マクスウェル警邏総監だ。

「陛下はご存じなさらないです！　その女が、先の『フェジテ最悪の三日間』にて、いかに身勝手で冷酷な采配をしていたかを！　その女は自身の戦果のために犠牲になる者達のことを何も顧みることはない！　その女が上に立てば犠牲が広がるだけです！」

　そんなロナウドの指摘に、ざわざわと辺りがざわつき始めた。

　警邏庁から列席している者達は軒並みロナウドに同調し、イヴを罵り始めていた。

（……おいおい、イヴのやつ……お前、何やったんだよ？）

　グレンには、皆目見当もつかないが……まぁ、当時のイヴの立ち居振る舞いを思い返すに、なんとなく予想はついた。

（ったく……だが、まぁ、……心配はいらねーけどな）

　グレンがそう思って、イヴを流し見ていると。

「……その件については、大変申し訳ありませんでした」

　イヴが殊勝に一同の前で頭を下げていた。

　そんなイヴの予想外の振る舞いに、警邏庁の面々は呆あっ気けに取られるしかない。

「当時の私の浅慮さ、未熟さゆえに、先の騒乱においてフェジテ警邏庁の皆様に多大なるご迷惑をおかけしたこと……今、この場を借りて、改めて謝罪致します」

　そして、イヴが顔を上げ、真まっ直すぐと警邏庁の面々を見据える。

「ですが、あのような愚行、イヴ゠ディストーレの名にかけて、もう二度と致しません。私は己が命を賭して、このフェジテを、そしてこの祖国を守ることを誓います。だから、どうかこの未だ若輩の身である私に、皆様のお力添えの程、よろしくお願い致します」

　そんなイヴの、以前とはまったく違う誠実さと真っ直ぐさに。

　ロナウド達は顔を見合わせて困惑し……やがて、イヴの本気を悟ったのか矛を収め、無言で席に腰かけるのであった。

　そんなイヴの様子に満足したように、アリシアがニッコリと微笑ほほえむ。

　そして、アリシアは一同を振り返り、改めて表情を引き締めて言った。

「皆さん。今回のフェジテ最終防衛戦は間違いなく総力戦です。帝国の興亡はこの一戦にあるのです。今ある全ての戦力を結集せねば、この国難を乗り切れません。どうか、この私に力を貸してください」

　すると。

「陛下の下命とあらば、是非もありません」

　アルザーノ帝国魔術学院講師、ハーレイ゠アストレイが発言する。

「このフェジテを、帝国を救いたいのは、私達魔術学院勢とて同じ事です。惜しみない協力を約束しましょう」

「そうじゃのう、この帝国に住まう美少女達のために頑張らねばのう！」

「フゥーハハハハハハハハハハ！　この天才の力が必要ならばいつでも言うが良い！」

　ツェスト男爵、オーウェルも口々にそんな風に応じる。

「私達、有志の学徒隊も粉骨砕身の気骨で、最終防衛戦に参戦させていただきますわ」

　すると、学徒隊代表、リゼ゠フィルマーも毅然と言い放った。

「フェジテは故郷、帝国は祖国。この国難に際し、奮い立たないようでは、それはもう魔術師ではありませんから」

「ぎゃははははっ！　よう言ったのう、我が孫娘！　天晴あっぱれ天晴れ！」

　そんなリゼに、ルチアーノ卿きょうが大喜びで剛ごう毅きに笑い……

「……あの……お爺じい様？　ここ、公の場なのですけれど」

　リゼを大いに呆れさせるのであった。

　気付けば。

「よし！　やってやろうではないか！」

「おい、ベア！　とにかく軍の生き残りの捜索を急げ！　一兵でも多く集めろ！」

「了解っす、クロウ先輩！」

「我々警けい邏ら庁ちょうは、とにかくフェジテ都市内の警備強化だ！　まずは足下を固めるのだ！」

「「「「はっ！」」」」

「学院長……敵の死者の軍勢についてですが……魔術的な有効戦術を検討してみます」

「頼むぞ、ハーレイ君」

「クソッ！　ああもうっ！　ゾンビ共を蹴散らして帝都取り戻さないと『封印の地』の探索どころじゃないからな！　面倒臭いが仕方ないッ！」

　当初、絶望的な表情だった面々は、いつしか意い気き軒けん昂こう。

　迫り来る戦いに向けて、己の為なすべきことのために動き始めるのであった。

（……そうだよな。……俺も、この国難に際し……何か……何かしねえと……）

　だが、グレンはそんな一同を、まるで別世界の出来事のように眺めていた。

（俺も……）

　そう、自分にできることをしなければならないのだ。こんな国難を前に、個人的な事情など実に些さ細さいなことだ。かかずらっている暇などない。

（だが、俺は……）

　と、グレンが無限の思考の渦の中にいた、その時であった。

「グレン」

　いつの間にか、会議は一旦休憩時間の運びとなったらしい。

　グレンの隣に、アリシアがやって来ていた。

「へ、陛下!?」

　慌てて、立ち上がって居住まいを正し、恐縮するグレン。

　そんなグレンの様子に、アリシアはおかしそうに微笑んでから、本題を切り出す。

「グレン、貴方あなたに尋ねたいことがあるのですが……」

「は、はいっ！　な、なんでしょうか!?」

「セリカは、どうしていますか？」

「──ッ!?」

　途端、身が切られたような感覚を覚えるグレンだった。

「最近、ずっと体調が悪かったのは、話に聞いていました。ですが……この国難となっては、是非とも彼女の力をお借りしたいと思っています。どうでしょうか？」

「え、ええと……その……」

　グレンは動揺をかみ殺しながら、答えた。

「すんません……実は、あいつ……今、戦える状態じゃないんです」

「そ、そうなのですか!?」

　途端、心配そうに目を見開くアリシア。

「そんな……それほどまでに悪かったなんて……今の彼女の様子は……？」

「や、普通に日常生活を送る分にはまったく問題ないんです！　ただ、その……魔力を激しく消耗する戦闘には、もう、まったく耐えられない身体からだだっていうか……」

「そうですか……」

　すると、しばらくの間、アリシアは押し黙り、こんなことをしみじみと言った。

「しかし、思えば……セリカはこの四百年もの間、この帝国に留まり、帝国の守護神でいてくれたのですね……」

「しゅ、守護神!?　そ、そんな大層なやつじゃないと思いますけど!?」

「ふふふ、それくらいこの帝国は、密ひそかに彼女のお世話になったということです。その強大な力ゆえに、彼女には悪辣な噂うわさがついて回りますが……彼女が居なかったら、この帝国はもうとっくに地図からなかったかもしれませんので」

　慌てるグレンに、アリシアがくすくすと笑った。

「でも……そうですよね、いつまでもセリカに頼るわけにはいきませんでした。この帝国の未来は、私達の手で切り開かなければいけません」

「…………」

「グレン。貴方も……力を貸してくださいますか？」

「ええ、もちろんですよ。俺は……」

　なんとも複雑な気分で、グレンはアリシアの問いに応じる。

　そして、そんなグレンの様子のおかしさを。

「……先生？」

「グレン……今朝から何か様子、変」

「そうだね」

　システィーナにリィエル、ルミアが、どこか心配そうに見つめるのであった。




　────。




「俺は一体、どうすりゃいいんだ？」

　会議が終了した後。

　グレンは学院内を、ブラブラと一人で歩いていた。

　このフェジテで一番防御が堅い施設と言えば、やはりアルザーノ帝国魔術学院校舎となるわけで、フェジテ最終防衛軍の防衛拠点も必定、そこになる。

　学院敷しき地ち内は、軍関連者や警邏庁関連者、学院の魔術師達が足早くに行き交い、大変慌ただしい状況となっていた。

「俺が今、すべき事は……」

　言うまでも無く、正しい道はわかっている。

〝フェジテに止まり、防衛軍の一員として戦う〟……それに尽きる。かつて自分が目指した『正義の魔法使い』としてもそうだろう。誰かに聞くまでもない。

（……俺には……固有魔術オリジナル【愚者の世界】、【愚者の一刺しペネトレイター】、そして、黒くろ魔ま改【イクスティンクション・レイ】がある……）

　グレンは自分の手を見つめながら、考える。

（決して自うぬ惚ぼれるつもりはねーが……この猫の手も借りたい状況における、今の俺の駒としての戦術的価値は、それなりに高いはずだ……）

　むしろ、自分がいないせいで、自分の見知っている誰かが死ぬ……そんな結果となる可能性だってあるはず。

　だから、正しい。

　このままフェジテに残り、生徒達を、皆を護まもるために戦うのは正しい。

　正しいはず……なのだ。

　だが、それでは──……

「くそ……ッ！」

　考えが纏まとまらぬまま。

　グレンはただ一人、学院内をブラブラと彷徨さまよい続ける……




「……女王陛下……そうだ、女王陛下に相談すれば……」

　今のアリシアに事情を話して、一体、どんな言葉をかけて欲しいのか。

　それすら考え至る余裕もなく、グレンは女王陛下の元へと向かっていた。

　グレンは、女王の執務室として臨時に用意された部屋へ向かって、歩いて行く。

　幸い、女王の逗とう留りゅうする区画の衛兵はグレンの活躍や功績を知っており、緊急の用事があると伝えれば、簡単なチェックで特に問題なく目通りが叶かなうこととなった。

「セリカの友人でもあった陛下なら……きっと……」

　グレンが女王の執務室の扉へ、ノックしようとした、その時だった。




「私にこの街を出て、国外に亡命しろって……どういうことですか!?　お母さん！」




　中から少女の怒声が聞こえた。

　何事かと、グレンがノックの手を引っ込める。

　そして、扉の隙間から部屋の中を覗のぞくと……そこには、アリシア七世の姿と、アリシアに詰め寄る少女の姿があった。ルミアだ。

「お聞きなさい、エルミアナ」

　どこか憤いきどおる様子の少女へ、アリシアが厳かに言った。

「誰もいない今だから言えます。この度の戦い……ひょっとしたら負ける……いえ、その公算がかなり高いのです。この度の戦に負ければ、フェジテは地図から消え、帝国は滅亡します。そうなる前に、貴女あなたはお逃げなさい。なんでしたら、貴女の大事なお友達を共に連れて行っても構いません」

「お、お母さん!?　何を言って……ッ!?」

「私は王家の人間にて、アルザーノ帝国女王です。私はこの国を守るため、最後まで戦う義務があります。でも、貴女は違う。貴女だけなら……」

　そんな風に言うアリシアへ。

「嫌です！」

　ルミアが毅き然ぜんとして言った。

「お母さんを置いて行けません！　それに、今、帝国を離れても同じ事です！　やがて、邪神は降臨し……世界は滅亡の危機に陥ります！　逃げるところなんかないんです！」

「ああ、エルミアナ……なぜ、わかってくれないの……ッ!?」

　すると、アリシアがぼろぼろと涙を零こぼし始める。誰もいないとはいえ、あの気丈なアルザーノ帝国女王アリシア七世が、だ。

「貴女の姉……私の愛いとしいもう一人の娘……レニリアは現在、行方不明……生死不詳です……帝都の惨さん憺たんたる状況を鑑かんがみるに、もう亡なくなったものと考える方が妥当です……」

「お、お母さん……」

「でしたら、せめて、今は亡きあの人の、最後の忘れ形見である貴女だけは、生き残って欲しい……そんな母の気持ちを、どうしてわかって……」

　すると、感極まったようにアリシアはルミアを抱きしめ、嗚お咽えつ混じりに続けた。

「ああ、ごめんなさい！　かつて、貴女を捨てておきながら、今さら母親面するなんて……私はなんて卑ひ怯きょうで醜い……うぅ……ごめんなさい……本当にごめんなさい……帝国を……世界がこうなるのを未然に防げなかった、無能で無力な私を許して……」

「そんなことないよ、お母さん……」

　ルミアも涙混じりに、アリシアを抱きしめ返す。

「それに、まだ姉さんが本当に亡くなったと決まったわけじゃない……私達が勝って、帝国の未来を守れば……姉さんが無事に帰ってくる可能性だって……だから、戦おうよ、お母さん……私達は、誇り高きアルザーノ帝国王家なのだから……」

「うぅ……エルミアナ……ひっく……エルミアナ……」

　……そんな母子おやこ達の様子を前に。

「…………」

　グレンはただ、その場に無言で立ち尽くすしかない。

　結局、グレンはアリシアに何も相談することなく、そっとその場を去って行くのであった。




　グレンがそのまま、ぶらぶらと校舎内を当てもなく彷徨っていると。

　珍しい組み合わせの男女を見つけていた。

「わ、私は絶対に反対ですっ！」

　学院の医務室に勤務する法医師、セシリア゠ヘステイアと。

「…………」

　そんな彼女に詰め寄られているアルベルトだ。

　何事だと、グレンは足を止め、廊下の角からそんな二人の様子を見守り始める。

「一体、なんなんですか、これは!?　貴方あなたは一体、何を考えているのですか!?」

　セシリアが憤ったように、アルベルトの鼻先へ丸い石のような何かを突きつける。

「何度も説明した。それが、俺の固有魔術オリジナルだ」

　アルベルトは、いつものように鋭い鷹たかのような双そう眸ぼうで淡々と返す。

「もう随分と前に完成自体はしていた。だが、惰弱にも俺は、その使用リスクを恐れ、今まで移植を避けていた」

「そ、そんなの当たり前ですッ！」

　あの大人しいセシリアが、珍しく怒りも露あらわにアルベルトへ吠ほえかかる。

「…………」

　だが、アルベルトは無言でセシリアへ意志を訴えかけるだけだ。

「おい、どういうことだよ？」

　不穏な空気にグレンが慌てて、二人の元へと駆け寄る。

「ぐ、グレン先生……？　そういえば、先生はアルベルトさんのご友人ですよね？　この人、とんでもなく無茶なことを要求してくるんです、止めて下さいよぉ……」

「大したことではない。俺がかつて、固有魔術オリジナルとして創った義眼を、ただ、俺の失った右みぎ眼めの代替として心霊移植することを、セシリア女史へ依頼しているだけだ」

「聞いてくださいよぉ、コレとんでもない代物なんですよぉ!?」

　セシリアが泣きそうな顔で、グレンへ訴えかけてくる。

「こんなの自身の魂の心臓部たる霊域セフィラを一つ強引に抉えぐって、そこにコレをねじ込んで繫つなぐようなもの……下手すれば、施術の過程で死んじゃいますし……調整をミスすれば、長くは生きられない……私は法医師として、絶対、こんなもの移植手術しません！」

「アルベルト……お前……まさか」

　グレンがアルベルトをやや険しい表情で見ると。

　意外にも、アルベルトは、ふと口元に薄く笑みを浮かべていた。

「安心しろ、グレン。別に、俺は死ぬ心算はない」

「……え？」

　アルベルトの意外な言葉に、グレンは驚くしかない。

「予感がある。俺は今回の戦いで、あの天の智ち慧え研究会最強の幹部《神殿の首領マジスタ・テンプリ》パウエル゠フューネと必ず一戦交えることになる。だが、今の俺の力では、たとえ、俺の命の全てを燃やし尽くしても及ばん。死ぬ。だから、この力が必要なのだ」

「お、お前……」

「一を切って九を救う……それは未いまだ変わらぬ俺の信念だ。当然、そこには自身の命すら入る。以前までの俺ならば、パウエルを倒すため、九を救うためと、自分で勝手にその義眼を迷わずねじ込んでいただろう。結果……ロクなことにならなかっただろうが」

「…………」

「だが、どこぞの夢見がちな馬鹿が俺に教えた。……誰かを頼れと。一人で背負い込むなと。一を切るのは、そうしてからでも決して遅くはないのだと。

　だから、俺はセシリア女史にこうして頭を下げている。かつて、イヴの左腕すら繫いだその心霊手術の技量ならば……必ずや成功させてくれると信じている」

　そんな風に、いつもの険がほんの少し取れた表情で語るアルベルトに。

「そうか……お前、別にヤケクソになったわけでも、いつもみたいサッパリ諦めて切り捨てるわけでもねえ。生きるために、自分の為なすべきことのためにやるんだな？」

「……ああ」

　そんな決意を秘めたアルベルトの頷うなずきに。

「……セシリア先生、頼む。こいつの言うことを聞いてやってくれ」

　グレンはそうセシリアに頼むのであった。

「え、えええ……？　ぐ、グレン先生まで……？」

「ああ。だが、安心してくれ。もし、セシリア先生がミスって、こいつが死んだら、そりゃ俺の責任だ。あんたが背負う必要はまったくねえ」

「ああ、そうだ、お前の責任だ、グレン。俺の墓には花の一輪でも添えとくといい」

　珍しく軽口を叩たたいてみせる、アルベルト。

「バーカ、趣味じゃねーよ。お前の嫌いな銘柄の酒ぶっかけてやるわ」

　そんな風に、いつものやり取りを始める二人を前に。

「はぁ……男の人って、どうしていつも、そういうノリなんでしょうか……？」

　セシリアは呆あきれたように、ため息を吐ついて……

「……わかりました。他でもないグレン先生がそこまで仰おっしゃるなら……やります。このセシリア゠ヘステイア、一世一代の大仕事です」

　ついに何かを決意したように、力強く頷くのであった。

「……すまない、恩に着る」

　アルベルトがいつものように無愛想に、セシリアへ軽く頭を下げる。

　そして──

　グレンの去り際に。

「グレン」

　アルベルトが、グレンを呼び止めていた。

「んだよ？」

「……生き残るぞ」

　そんなアルベルトの言葉に、グレンが目を瞬しばたたかせて驚く。

　あのアルベルトに、自分の命すら手段や武器に過ぎなかった冷徹なる仕事人に、一体、どんな心境の変化があったのだろうか？　あの何もかも一人で勝手に背負い込んでしまうアルベルトが、一体、どうしてこんな境地に至ったのか。
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　グレンは不思議に驚きつつも、ぽつりと短く返す。

「……あ、ああ」

　そう頷いて、その場を離れるのであった。

　別に、アルベルトの手術のことはまったく心配していない。

　あれだけ、自分の命すら戦いの消耗品としか考えていなかった男が、ああまで言ったのだ。セシリアの心霊手術が成功するのは、至極当然のことだ。

　だが──

（……アルベルトのやつも、やつなりに死力を尽くしてこの戦いに挑もうとしている……なのに、俺は──）

　なんとも煮えきらない思いを抱えつつ。

　グレンは学内を当てもなく彷徨さまよっていく──




　グレンが何をするでもなく、研究棟の方をふらついていると。

「グレン゠レーダス！」

　唐突、グレンの背中に声が浴びせかけられていた。

「せ、先輩……？」

「フン」

　振り返るとそこには、グレンの先輩魔術講師……ハーレイ゠アストレイが不機嫌そうな顔で立っていた。

「……俺に何か用っすか？」

　この期に及んで、いつものように嫌味と罵倒か？　そうグレンが身構えていると。

「これを見ろ」

　ハーレイが、グレンの目の前で羊皮紙を取り出した。

「こ、これは……」

　魔術式の図面だった。ルーン文字と数式、記号が複雑に羅列し、一つの奇跡の解答を導き出している。

「貴様なら理解できよう？　これは、対死霊術師ネクロマンサー用に以前より研究していた魔術式だ。現在、ツェスト男爵殿やシュウザー教授殿と細部を詰めている。これを使えば、至近での死霊術ネクロマンシーに対抗できると確信している」

「あ、ああ……確かにこれなら……」

　グレンがざっと魔術式に目を通す。

　恐るべき緻密に計算され、精密に構築された魔術式……それらを構成する魔術関数のどれ一つ取っても、考案者のズバ抜けた才気が窺うかがえた。

「でも、これがどうしたんすか？」

「貴様の目から見てどうだ？」

「は？」

「鈍い奴やつめ。学院の魔術師の中でもトップクラスの実戦派のお前から見て、この式は魔術戦で役に立つか否いなか……そう問うておるのだ」

「…………」

　グレンは意外なハーレイの問いに驚きつつも、魔術式を読み取り、答えた。

「いや……正直、無理っすね」

「…………」

「重過ぎる。並の死霊術師ネクロマンサー相手なら完封っすけど、エレノアクラスの死霊術師ネクロマンサーとなると、……ここっすね……ここの魔力収束の重さが致命的っす。割り込まれる」

　グレンは、特におためごかしすることなく正直に言った。

　さぁ、どんな嫌味と罵倒が返って来るか……グレンが身構えていると。

「そうか。まだ改善の余地があるな。幸い、時間はまだある」

　そんなことを言って、踵きびすを返し、ハーレイはあっさりと引き下がっていた。

　グレンは、そんな去り行くハーレイの背中へ不思議そうに問いかけた。

「先輩？　その……怒んないすか？」

「怒る？　何をだ？　貴様は魔術師としてそう判断し、ならば、私はただ魔術師として己が為すべき事を為す……それだけだ」

　意外なハーレイの物言いに、グレンが目を瞬しばたたかせていると。

　ハーレイがそっぽを向いて鼻を鳴らした。

「グレン゠レーダス。私はな、いい加減でロクでなしな貴様が相変わらず大嫌いだが……魔術師としての貴様は、ある程度……認めてはいる」

　唐突なハーレイの告白に、グレンが目を見開く。

「確かに、貴様は魔術師としては三流だが……貴様は今まで、魔ま導どうの業わざではなく行動で魔術師としての在り方を示し続けてきた」

「…………」

「フン、今回も精々、貴様自身の魔術師としての在り方を示すがいい」

　そう言い残して。

　ハーレイは、グレンを置いて、そのまま去って行くのであった。




　ふと、気付けば。

「……ん？」

　グレンは、いつの間にか学院の中庭に出ていた。

　そこでは無数の生徒達が整列して集い、何やら調練を行っている。

　ゴーレムの的に向かって呪文を撃ったり、細剣レイピアのような物を振るったりと、皆一様に真剣な表情で取り組んでいる。

　グレンがそんな生徒達の様子を眺めていると。

「あ、先生」

　一人の魔導士礼服姿の少女がやって来る。

　つい最近、特務分室入りした、執行官ナンバー10《運命の輪》のエルザだ。

「ん、グレン」

　その隣には、同じく礼服姿のリィエルもトコトコと付いてくる。

「……何やってるんだ？　お前ら」

「えーと、私とリィエル、有志で今回のフェジテ防衛戦に参加する学徒隊の、臨時調練教官に選ばれたんです」

「ん。確か、そう」

「学徒隊……か」

　なんとも複雑に表情を歪ゆがませるグレン。

「はい。先の世界魔術祭典の代表選手陣は特例で、軍用の攻性呪文アサルト・スペルを修得しましたけど、それ以外の生徒達は修得していませんよね？」

「ん。だから、これ。……わたしにはよくわからないけど」

　リィエルがずいっと、細剣のような物──『魔導士の杖つえ』をグレンに突きつける。どうやら、以前の《炎の船》事変でも大活躍した、生徒達をお手軽に魔導兵へと変える魔導器が、また引っ張り出されたようだ。

　グレンが、リィエルの掲げる『魔導士の杖』を睨にらんでいると、エルザが感心したように言った。

「本当に、ここの学生さんは凄すごいですよね……生徒達の多くが学徒隊に志願してくれました。戦闘が苦手な方まで、衛生部隊に名乗り出てくれて……」

「ああ……」

　学徒隊の役割は、都市防衛戦の後方支援──つまり、迎撃に出陣する帝国軍の根拠地たるフェジテを鎮守する役割であり、直接、戦線に出て戦うわけじゃない。

　だが万が一、戦線を破られ、敵に都市内侵入を許せば……戦う機会もあるだろう。

（俺は、そんなことをさせるために、あいつらに魔術教えたわけじゃないんだがな……）

　グレンが改めて、辺りを見回す。

　生徒達は来たるべき決戦に備え、必死に調練に励んでいる。

　ギイブル、リゼ、ジャイル、ハインケルといった代表選手参加組。それに、カッシュ、ウェンディ、テレサ、セシル、リン……等々、グレンのクラスの生徒達のほとんどの顔ぶれもそこにあった。

　誰もが必死で真剣な顔をしていた。愛する祖国を守るため、故郷を守るために。

　そして、そんな生徒達の中、一ひと際きわ目立つのは──

「《風王の剣よ》──ッ！」

　そんな呪文と共に、ごうっ！　と、黒くろ魔ま【エア・ブレード】の巨大な風の刃やいばが飛ぶ。

　ズバッ！　目標としていた訓練用ゴーレムが左右真っ二つになる。

「よしっ！　絶好調だわ！」

　呪文を放った少女──システィーナが、ぐっと拳を握りしめていた。

　訓練用のため、当然、滅多なことでは壊れないはずのゴーレムを大破させた少女に、周囲の賞しょう讃さんと感嘆の視線が集まっていた。

　なにせ、敵は強大。なら味方はいくらでも強くて良いのだから。

「この呪文の一節詠唱も、大分、安定してきたわ……後は……」

　そんな風に、システィーナが熱心に鍛錬を続けていると。

「あっ、先生？」

　やがて、グレンがやって来ていたことに気付き、グレンの元へとやって来る。

「どうですか？　先生が、教えてくれた通り【エア・ブレード】の一節詠唱は、ほぼこなせるようになりました！」

「はっはっは、大したやつだ。やっぱ、教えが良かったな、がはは」

　複雑な内心を誤魔化しながら、グレンがそう賞讃する。

「しかし、白しろ猫ねこ……お前、随分と元気じゃねえか。その……こんな状況だってのに」

　グレンは、システィーナの両親も生死不詳なことを思い出しながら、言う。

　だが、システィーナからの返答は、きっぱりと明るいものだった。

「そうですね。でも、お父様もお母様もきっと、生きてますから」

「……ッ！」

「確かに心配は心配ですけど……いつまでも、くよくよしていられません。そんなことしたって、この状況は何も変わらない……そうですよね？　こんな時、先生だったら、いつものように前へ向かって、迷いなく突っ走りますよね？」

「…………」

「だったら、先生の弟子たる私も、それに恥じないよう、しっかりしなくちゃ！　お父様達が帰って来るこの場所を、しっかり守らなきゃ……そうですよね、先生！」

　そんな風に、気合い充分なシスティーナから振られて。

「あ、ああ……そうだな……そうしねえとな……」

　グレンは歯切れ悪く応じるしかない。

「……？　先生？」

　そんなグレンに違和感を覚えたのか、システィーナが小首を傾かしげる。

　と、その時だった。

「よぉ、先生っ！」

「せ〜んせっ！」

　ばずっ！　どすっ！　と。グレンの両サイドから抱きついてくる者達がいた。

　聖リリィ魔術女学院の女子生徒──コレットとフランシーヌだ。

「うおっ!?　なんだお前ら!?」

「なぁんか、しけた顔してっからさ！　可愛かわいいアタシらが抱きつきゃ、ちったぁ、元気出るだろってな!?」

「その通りですの！　これから大きな戦いがあるというのに、いけませんの！」

　コレットとフランシーヌが、小悪魔のような顔でそんなことを言う。

「ええい、要らん！　ガキに興味はねえ！」

「ちょっと、もうっ！　二人とも、先生から離れなさいよっ！」

　二人に抱きつかれたグレンが暴れ、システィーナが二人をグレンから引きはがそうと、顔を真っ赤にして二人の背中を引っ張る。

「痛たたた!?　つーか、お前ら、なんでこんな所に居るんだよ!?　帰ったんじゃねえのか!?」

　揉もみくちゃにされていくグレンの問いに。

「南北の中継点である帝都が、今、あんな状況ですからね。聖リリィ校へ帰るに帰れないのですよー」

　フランシーヌの後方に控えるジニーが、相変わらず血圧低そうにぼそりと応じた。

「あ……そりゃそうか……すまん、お前ら」

「うふふっ、お気になさらず、ですの」

「それに、どーせ帰ったって、状況変わんねえしな。フェジテが落ちりゃ、確実に帝国は終わり……邪神の眷けん属ぞくが降臨して世界終了、皆、仲良くお疲れさんってな」

　そんなフランシーヌとコレットの言葉に続けるように。

「ならばいっそ、ここに踏み止とどまって戦う……魔術師としての義務を果たす……我々代表選手団はそう決めたのですよ」

　気取りながらやって来た、クライトス魔術学院の男子生徒、レヴィンが言った。

「ええ、そうなんです。ね!?　システィ！　私達、一緒に戦うんだもんね!?」

　レヴィンの従い兄と妹こ、エレンもやって来て、そんなことを言う。

「う、うん、そうだけど!?　でも、エレン……何か貴女あなたがここに残る理由、別の理由じゃない!?　私の気のせい!?」

　べったりと抱きついて頰をすり寄せて来るエレンに、システィーナが頰を引きつらせながら叫いた。

「お前ら……」

　グレンはそんな生徒達を、どこか眩まぶしいものを見るような目で眺めている。

　すると、そんなグレンへ、コレットやフランシーヌが口々に言った。

「なぁ、先生！　勝とうぜ!?」

「そうですわ！　勝って、皆で生き残りましょうですわ！」

「そして、全ての敵をぶっ倒して平和になったらさ、以前も言ったろ？　今度はアタシ達が留学生として、こっちの魔術学院に来たりするからさ！　な、いいだろ!?」

「そうですの！　そうなったら、きっと楽しいですの！」

　そんな好き勝手に能天気な未来展望をしている二人の元へ。

「ふふ、それは両校にとって、とても良いことですね。その時は、私達生徒会執行部も是非とも協力させていただきますわ」

「ふん。君達が来るのか……やれやれ、やかましくなりそうだ」

　ちょうど、調練の休憩時間になったのか、リゼやギイブル達までやって来る。

　そこに、カッシュらグレンのクラスの生徒達も続々加わって……その場は、交換留学の話やこの戦いが終わった後の話で大いに盛り上がるのであった。

　皆一様に不安はある。だが、だれもが絶望はしていない。

　膝を折りそうな困難を前にも、歯を食いしばって立ち上がり、前へ進み、未来を必死に摑つかもうとする強さに満ち溢あふれていた。

（……こいつら、こんなに強かったのか……？　だと言うのに、俺と来たら……）

　なんだか、いたたまれなかった。

　自分一人だけ、この場にいる資格がない気が、猛烈にしてしまったのだ。

「……くそ……」

　やがて、グレンは誰にも気付かれないように、そっとその場を後にする。

　未いまだ迷いと葛藤を抱えている自分は、ここには居られない……そんな気がして。

　ただ。

「……先生……？」

　システィーナだけが、そんなグレンのおかしな様子に気付いており、去りゆくグレンの寂しげな背中を見送るのであった……




　────。




「……ねぇ、リィエル」

「ん？　何？　システィーナ」

　グレンが去った後、調練の最中。

　システィーナは、リィエルへと話しかけていた。

「……今日の訓練……私と一緒に、ちょっと早めに抜けられない？」

「どうしたの？　気分でも悪いの？」

「そういうわけじゃないんだけど……先生のことで、少し気になることがあってさ」

「グレン？」

　リィエルが小首を傾げると、システィーナは盛大にため息を吐ついた。

「はぁ〜……本当は、私、今、他にもの凄すごく気になっていることがあるんだけど……それはとりあえず後回し。まずは先生のことが先よ。先生があんならしくない調子じゃ、こっちの調子まで狂っちゃうし……ね」

「システィーナがものすごく気になること？　……何？」

「あー、それはこっちの話。多分、これ関係あるの、私だけだから気にしないで」

「そう。わかった。気にしない」

　システィーナの言葉にリィエルが素直に頷うなずく。

「というわけで、今からルミアを呼びに行きましょう？　そして、一緒に確認したいことがあるの。まずは──……」




　────。




「……俺は……どうすべきなんだ？」

　学院校舎内へ戻ったグレンは、当てもなく歩き回りながら、延々と一人自問していた。

　だが、そんなこと、本当は考えるまでもなく、もう答えは分かりきっているのだ。

　それは──セリカを見捨て、フェジテに残り、皆と一緒に戦うこと。

　たった一人と、その他大勢。

　どっちを優先すべきか、そんなもの天てん秤びんにかけるまでもなく明白であった。

　迷う必要なんてない。まったくないことなのだ。

「……だというのに、なんで俺は迷っているんだ……ッ!?」

　がんっ！　グレンは廊下の壁を拳で殴りつけて、呻うめいた。

　そう。理屈では自分が取るべき正しい選択なんて分かりきっている。だが、感情がそれに追いつかない。

　セリカ゠アルフォネア。

　天涯孤独な自分を、幼い頃から面倒を見てくれた母親代わりの人にして、自分の魔術の師匠。そして──自分の憧れの人。

　そんな人が、自分の手の届かないところに行こうとしている。

　もう二度と会えなくなるかもしれない……そんな状況に陥っている。

　大切な人なのだ。

　本当は今すぐにだって、フェジテを発たって、セリカの後を追いかけたい。

　居ても立ってもいられないのだ。

　だが──今、この未み曽ぞ有うの危機に陥っているフェジテに住まう人達だって、同じくらいに大切だ。

　システィーナ、ルミア、リィエルら、学院の生徒達。

　セシリア、ハーレイら、学院の同僚達。

　イヴ、アルベルト、クリストフ、バーナードら、かつての仲間達。

　皆、一丸となって今回の困難に立ち向かおうとしている。

　そんな状況で、自分一人だけ身勝手にセリカを救いに動いていいのか？

　しかも、システィーナとルミアも、大切な家族の安否消息が不明な中、彼女達なりに覚悟と決意を固め、来たるべき戦いに挑もうとしている。

　そんな中、自分だけがセリカを助けるために動く──

　そんな身勝手なことが許されるのか？

「俺は……」

　グレンの脳裏に、様々な思い出が浮かんでは消えて行く。

　セリカとの出会い。セリカと過ごした日々。セリカの笑顔。

　怒られたこともある。喧けん嘩かしたこともある。今でも決して笑い話では語れない、ほろ苦い記憶もある。

　だが、それらを差し引いても……セリカとの時間はかけがえのないものだった。

　セリカと一緒にいることが、当たり前になりすぎていて、漠然とその時間はいつまでも続いていくものだと錯覚していた。

　だが、その当たり前がこんなに、こんなに呆あっ気けなく崩れ去ろうとしているなんて。




「……俺は……バカだ」




　ふと、気付けば。

　いつの間にか、学院を抜け出していたらしい。

　グレンは、フェジテ郊外にある自然公園にやって来ていた。

　辺りに青々とした芝生や木々が広がる中、ぽつんとベンチに一人座り、グレンはぼんやりと考え事をしている。

（そんなに大事なやつなら……なんで、俺はもっとあいつの傍そばに居てやらなかったんだ……どっかに行っちまわないように、しっかり傍で見張っておかなかったんだ……）

〝九を救うために一を切る。俺達は決断をしなければならない時がある〟

〝十を救おうとするお前の理念は尊い。だが、現実として決断を迫られる時がある〟

　かつて、戦友が口を酸すっぱくして言っていた言葉が、グレンの胸裏に蘇よみがえる。

　その、現実として決断を迫られる時……きっと、それが今、この時なのだろう。

　なんてことはない。軍時代に散々経験し、選択し続けて来て……今回、その選択の天秤に、自分のかけがえのない人が乗っけられただけの話だ。

　途端、この迷いようだ。自分の偽善に反吐へどが出る。

「……………………」

　考える。

　考える……考える。

　グレンはベンチに腰かけ、俯うつむいたまま微動だにせず考え続ける。

　どう考えても、何かを知っているらしいナムルスの言によれば、セリカと再会が叶かなうのは、この数日以内に限られる。

　つまり、タウムの天文神殿への移動時間と探索時間を考えれば……今日、明日中には結論を出さなければならない。それを過ぎればタイムオーバーだ。

　もう二度と……セリカには会えない。

「……………………」

　考える。

　考える……考える。

　グレンはベンチに腰かけ、俯いたまま微動だにせず考え続ける。

　やがて、日はゆっくりと傾き……辺りが黄昏たそがれ色に染め上げられていく。

　さらに日が落ち、黄昏が燃え尽きるように、段々と暗くなっていく。

　空気は冷え、夜の刺すような寒気が辺りを蝕むしばんでいく。

　夜空に輝き始める星々。

　月が昇っていき……夜が深まっていく。

「……………………」

　それでも、考える。考える。

　グレンはベンチに腰かけ、俯いたまま微動だにせず考え続ける。

　…………。

　…………。

　……やがて。

　日が変わり……天頂に昇った月が傾きかけた頃。

　ようやく、グレンの腹は決まった。

「俺は……教師だ」

　ならば……何をすべきか。自分が為なすべき事は何か。

「だったら、あいつらを……生徒達を……守ってやらねえと……そうだ……俺だけがセリカのことで、いつまでも狼狽うろたえているわけにはいかねえじゃねえか……」

　そう、呟つぶやいた途端。

　何かとてつもない喪失感が、グレンを襲った。

　身体からだが寒さ以外の要因でガクガクと震えてくる。目頭が熱くなってくる。

「俺は……俺は……」

　グレンが頭を抱えて、呻いていた……その時だった。

『それが……貴方あなたの選択？』

　いつの間にか。

　グレンの前に、幻影の少女──ナムルスが出現していた。

「……ああ、そうだ」

　最も早はや、驚くこともなく、グレンが顔を上げて応じた。

『後悔はないの？』

「人生におけるあらゆる選択は、常に後悔と抱き合わせであり、後悔のない選択はない」

『セリカに会いたくないの？』

「……それを聞くか？　……殴るぞ……」

『……ごめんなさい』

　力ないグレンの返しに、ナムルスが目を伏せて謝る。

「…………」

『そう……貴方がそう決めたのだとしたら……それはきっと正しいわ』

　どこか哀かなしげにナムルスはそう言った。

「…………」

　しばらくの間、グレンは無言で押し黙り。

「……ほら、なんつーか……実は俺、そんな深刻には構えてねえんだよな」

　なんとも空々しい空元気を出して、言っていた。

「ひょっとしたら、あいつ流のジョークかもしれねえし……いつか、ひょっこり帰って来るかもしれねえし……ったく、あいつめ、その時はとっちめてやらねーと……はは」

　それは断じてない。

　グレンは家に残されていた手紙を思い出す。あの紙面に所々残っていた、水滴で濡れて乾いたような痕が、その可能性が０であることを何よりも雄弁に語っている。

「俺にはさぁ……ほら、守るべきものってやつが、色々あっからさぁ……は、はは……男は……辛つらいぜ……」

　そう力なく呟くグレンを、ナムルスはただ無言で見つめる。見つめ続ける。

　そして、グレンは、ぱぁん！　と自分の頰を叩たたいた。

「……大丈夫だ。ちょいと今日までは微妙だったが……明日からは、全力でいく」

『…………』

「三流魔術師な俺だけど……来たるべき戦いに備えて、俺にできることを精一杯やってやるぜ。だって、なんだかんだで……俺もこのフェジテが……この国が好きだからな」

　ぼそぼそ、と。

　グレンが誰へともなく、そんなことを呟いた……その時だった。

『…………』

　突然、ナムルスがグレンへと歩み寄り……その実体のない両腕をそっと伸ばし、正面からグレンを抱きしめるように回したのである。

『……バカね。……貴方達師弟って、本当にバカ。……バカなんだから』

「……ナムルス？」

　当然、ナムルスには実体がないから、抱きしめられた感触はなに一つない。

　だが、不思議と彼女の温かさや感情が伝わってくるような……そんな気がした。

『本当に……ごめんなさい……私のせいで、貴方達師弟を、こんな辛い目に遭わせて……こんなつもりじゃ……なかったの……私は……ただ……』

　今にも泣き出しそうな顔で、ナムルスはそう言って目を閉じて。

　そのままグレンを、その実体のない腕で抱きしめ続ける。

　その時。

　グレンは、度重なる心労と疲労でもう限界だった。

　だからこの瞬間、何か決定的な心のタガが、外れてしまったのだろう。

　俯くグレンの目頭から涙が零こぼれる。鼻筋を伝い流れ落ちていく。

「…………」

　誰もいない、真っ暗闇の夜の公園の中。

　グレンは声も上げず、静かに涙を流し続ける。

『…………』

　ナムルスはそんなグレンを、その実体のない身体で、いつまでもいつまでも、抱きしめ続けるのであった──
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第三章　聖夜祭ノエル









　──夜が明けて。

　ルヴァフォース聖暦１８５３年グラムの月24日。

　その日はアルザーノ帝国民にとって、というよりむしろ、北セルフォード大陸の聖エリサレス教系の国々の人々にとって、特別な日であった。

「……聖夜祭ノエルぅ〜〜？」

　早朝、いつもの通学路でシスティーナと顔を付き合わせた瞬間、そんな話題を出されて、グレンは素っ頓狂な声を上げていた。

　グラムの月24日は、聖夜祭ノエルと呼ばれる年に一度の祝祭行事の日である。

　25日は聖エリサレス教の最高聖人にて神の子、イエル゠エリサレスの生誕日であり、その前夜を〝神の子が降誕する聖なる夜〟として祝う……そんな宗教的背景がある。

　本来の宗教的祭典としては、その日の夜は皆で教会に集い、ミサ──聖書朗読や聖歌斉唱などを厳かに行うものなのだが、一般的には、家族や友人達といった自分の親しい人達とパーティーなどして過ごし、賑にぎやかに祝うことがメジャーだ。

「その聖夜祭ノエルがどうしたっつーんだよ？」

「私達でパーティーを開いて、盛大に祝いませんかってことです。もう二組の生徒達や方々には話を通してあるんですよ？」

　システィーナが、むふんと胸を張って言う。

　が、急に気落ちしたようにため息を吐つく。

「本当は……今日は、他に祝って欲しいことがあるんですけどね……でも、今は……」

「ん？　何か言ったか？　白しろ猫ねこ」

「え!?　い、いえいえ、なんでもないですっ！　……はぁ……」

　慌ててぶんぶんと手と顔を振って、否定するシスティーナ。

　そんなシスティーナに、ルミアがくすりと笑って、そっと耳打ちする。

「……システィの誕生日のことなら、来年はきっと大丈夫だよ」（ひそひそ）

「んなっ!?　る、ルミアったら、何を──ッ!?」

「……？」

　突然、声を荒らげるシスティーナに、グレンは首を捻ひねるしかない。

「そ、それは置いといてっ！」

　こほん、と。やや顔が赤いシスティーナが改まって咳せき払ばらいし、続けた。

「もちろん、身内だけのささやかなパーティーにするつもりです。どうですか？」

「ん。グレン、パーティーしよう。苺いちごタルトもたくさん出るって」

「はぁ〜〜っ！」

　そんな三人娘達を前に、グレンが盛大なため息を吐く。

「お前らさぁ？　状況わかってんの？　吞のん気きにパーティーなんてやってる場合じゃねえだろ？　ちったぁ、この俺を見習えよ」

　グレンが懐ふところから何かを取り出す。

　それは一丁の火打ち石式フリントロック・拳銃ピストルだ。何か不思議な魔力を感じさせる前装型の単発銃。そのグリップには〝汝なんじ、正位置の愚者たらんことを〟と刻まれている。

「あれ？　その銃は……？」

「魔銃《クイーンキラー》……アリシア三世の手記の世界から持ち帰ったやつだ。……こいつは、なぜか消えなかった。多分、アリシア三世から俺への贈り物なんだろ」

　グレンはトリガーガードの輪に指を引っかけて、銃をくるくると回転させ……やがて、びしっと銃口を先方に向けて構える。

「機能と使用法が不明だったから今まで使えなかったが、昨晩、魔術解析を済ませた。こいつはスゲエぜ？　必ずこれからの戦いの役に立つ。それにな……」

　さらに、グレンはポケットに手を突っ込み、じゃらりと何かを握りしめ、三人娘達の鼻先に突きつけて開いた。

　その掌てのひらには、十数個もの結晶片が載っていた。

「こ、これは……ッ！」

　システィーナが目を剝むいて、それを見た。

「ああ、お馴な染じみの《虚量石ホローツ》。グレン゠レーダス超先生様の超必殺技【イクスティンクション・レイ】の起動触媒だ」

　グレンがドヤ顔で胸を張る。

「この触媒を、俺は昨晩徹夜……いや、セリカのやつに徹夜で作らせたんだ。へっ、あいつ、暇そうだからな」

「……っ！」

　その瞬間、システィーナとルミアの表情が僅かに揺らぐが、グレンは気付かない。

「わかったろ？　俺は来たるべき決戦に備え、こう着々と準備をしているわけだ。お前らも聖夜祭ノエルのパーティーなんて浮かれてないで、マジになった方がいいんじゃねーか？　うお!?　今の俺、すっげえ教師っぽいぜ……っ！」

　グレンは、ひたすらいつものお調子者のように振る舞い続ける。

「それに悪いな。俺は今夜、イヴと今後の作戦について相談する予定だ。俺の能力を上手うまく使えば……ひょっとしたら、エレノア辺りは暗殺できるかもしれねーしな。だからパーティーやりたかったら、お前ら生徒達だけでやりゃいい」

　だが。

「……暗殺……先生が、私達の前でそんな言葉を出すなんて……やっぱり……」

　システィーナが沈痛そうに眼めを伏せ、ぼそりと小さく呟つぶやいた。

「……ん？　白猫、今、何か言ったか？」

　グレンが、そう問うと。

「こんな時、だからこそですよ、先生」

　代わりに、ルミアが穏やかに言った。

「こんな時だからこそ、皆で揃そろってパーティーしたいんです。……だって、来年もできるかどうかわからないから」

　そんなことを言うルミアに、グレンが何も返せないでいると。

「大丈夫ですよ、心配しないでください、先生！」

　システィーナが、ぱん！　と、軽くグレンの背中を叩きながら言った。

「私達、別に後ろ向きな気持ちでパーティーやるわけじゃありません！　逆です！」

「逆？」

「はい。来年も絶対、皆で揃ってパーティーをする……そういう前向きな気持ちを新たにする決起会も兼ねて、ぱぁっとやろうってわけです！」

「システィの言う通りです。二組の皆も、全員、同じ思いですよ？」

「ん。グレン、一緒にパーティーで、苺タルト食べよ？」

　リィエルも、いつもの眠たげで感情の読めない無表情でグレンを見つめてくる。

　そんな何かを期待されている空気に、グレンはため息を吐きながら、頭をかいた。

「はぁ〜……ったく、よくそんな気分になれるな、お前ら。それが若さってやつ？　しゃーねえ、そこまで言うなら付き合ってやるよ」

「本当ですか？　ふふっ、良かったぁ」

　手を打ち合わせて、喜ぶルミア。

「まぁ、いくら先生が断っても、強引に引っ張っていくつもりでしたけど！」

　顔を赤らめてそっぽを向き、髪をかき上げているシスティーナ。

「ん。よかった。楽しみ」

　そんな三人娘へ、グレンは決然と言った。

「言っておくがな。俺はあくまで顔を出すだけだからな？　バカ騒ぎとかは、お前らだけでやってろよ？　いいな？」




　────。




「食いだめじゃ、食いだめじゃああああああああああ──っ！」

　その夜。

　アルザーノ帝国魔術学院の学生食堂に、バカ騒ぎするグレンの声が響き渡っていた。

「うおおおお!?　まさか、こんなに食い物が用意されているとは思わなかったぜ！　これは是非ともこの機会に栄養を蓄えておかねばぁああああああ──ッ!?」

　グレンが料理が並ぶテーブルから、自分の大皿に山と料理を積み上げながら叫ぶ。

「何よ、アレ。結局、一番はしゃいでいるの、先生じゃない……」

「まぁまぁ」

「ん」

　そんなグレンを、システィーナがジト目で見つめ、ルミアがなだめ、リィエルが苺タルトをカリカリ齧りながら眺めている。

　今、学生食堂のその一角は、普段とは別世界のように様変わりしていた。

　聖夜祭ノエルらしく、室内はモールやリース、星形の装飾、靴下、ベル、お菓子などで煌きらびやかに飾られている。隅にはどこから調達したのか、もみの木のノエル・ツリーも立っており、やはり色とりどりの装飾で飾られ、キャンドルが煌こう々こうと燃えていた。

　一同が囲むテーブルには、聖ノ夜エ祭ルの定番料理……七面鳥のロースト、サーモン、ミートパイ、ローストベジタブル、牡蠣かき、プディング、チーズなどがズラリと並んでおり、卓上の燭しょく台だいの火に照らされ、キラキラと輝いている。

　アルザーノ帝国魔術学院では、例年この時期になると、あちらこちらで、クラスやクラブなど、それぞれのグループごとに聖夜祭ノエルパーティーが頻繁に行われる。

　学生食堂などは、パーティーが行われる定番の場所だ。

　だが、さすがに今年はパーティーを開催しているグループはほとんどいない。この学生食堂でも、パーティーを行っているのは、グレン達だけであった。

「……とは言っても、なんだかんだで結構、人集まったわね」

　システィーナが辺りを見回しながら言う。

　まず、グレンの二組の生徒達は、ほとんど出席している。

　共に魔術祭典で肩を並べて戦ったよしみで声をかけたジャイルやハインケル、学徒隊の指揮管理で忙しいはずのリゼすら来てくれた。

　聖リリィ校のコレット、フランシーヌ、ジニー、クライトス校のレヴィン、エレンも当然のようにいる。

「うふふ……うふふ、楽しいね、リィエル……貴女あなたと過ごす聖夜祭ノエル……うふふ……」

「……エルザ？　何か距離、近い。苺タルト食べにくい」

　少し離れた場所では、エルザがリィエルと一緒に食事を取っている。なんだか、距離感が危険域な気がするが、多分、気のせいだろう。

　そんな場を一眺めし、システィーナは息を吐いた。

「平時、学院で行われる聖夜祭ノエルパーティーでも、ここまでの規模は中々ないわね。正直、ここまで集まってくるのは予想外だったわ」

「それだけ、皆、先生のことを思ってくれているんだよ」

　目を瞬しばたたかせるシスティーナへ、ルミアがそんな風に微笑ほほえんだ。

　確かに、システィーナがこの話を生徒達に持ちかけた時、何もこんな状況でやらなくても……と難色を示していた生徒達もいた。

　だが、システィーナが今回の聖夜祭ノエルパーティーの〝本当の趣旨〟を説明した途端、誰もが二つ返事で参加を表明したのだ。

「あのロクでなしがねぇ……」

　システィーナが、カッシュ達とジュース一気飲み勝負をやっているグレンを、なんとも言えない表情で遠く眺めている。

　と、その時だ。

「……遅れたわ。もう始まっているようね」

　かっ、と。食堂に靴音を鳴らして、新たに三人の男女が到着していた。

「えっ!?　イヴさん!?　それにバーナードさんに、クリストフさんまで!?」

　システィーナが、ぎょっとする。

「……何よ、その顔。万が一、仕事に目処めどが付いて、万が一、気が向いたら顔を出すかもって言ってあったじゃない」

　イヴが腕組みをして、不機嫌そうに鼻を鳴らしてそっぽを向く。

「クカカカ、そぉんなこと言っちゃって、イヴちゃん、今日は、いつになく鬼気迫る勢いで仕事片付けておったくせぇにオゴブッ!?　ひ、肘ィ!?」

　イヴの肘が、隣でニヤニヤしているバーナードのみぞおちに良い角度でブッ刺さる。

「システィーナさん、今こ宵よいはパーティーにお誘い頂き、ありがとうございます。いやぁ、こんなこと、士官候補生学校以来で、わくわくしますね」

　一応、声はかけたが、仕事で無理だと思っていた面メン子ツの予想外の登場に、システィーナはただ呆ぼう然ぜんとするしかない。

「皆、貴女と同じ思いなんですよ。なんだかんだで、先輩も一人で背負い込んでしまうタイプですから」

「アル坊のやつは、ちょっと今、件くだんの大手術中じゃからのう……さすがに出席はできなんだが、言こと伝づては受けておるぞ？　〝グレンを頼む〟とな」

「……アルベルトさん……」

　たとえそれが、人ひと伝づての言葉であろうとも、確かに思いを感じたシスティーナは、胸が一杯になる思いであった。

「よくわからんが、古代文明の謎を解き明かす我が同志兼助手が主賓のパーティーと聞けば、参加せずにはいくまい？」

　そして、どこからともなくフォーゼルも現れる。ワイングラスを右手、料理の皿を左手に、すっかり宴会モードであった。

「よ、呼んでないのに……」

　色々面倒臭いから声をかけなかったのに、なぜかこの場にいるフォーゼルの姿に、システィーナはただジト目でため息を吐つくしかない。

「まぁまぁ、システィ。飛び入りのフォーゼル先生には、私が後で説明しておくから」

「うん……まぁ、それは置いといて。これだけの人が集まってくれたのは僥ぎょう倖こうね」

　システィーナが気を取り直して、髪をかき上げる。

　そして、ルミアがそんなシスティーナの耳元で囁ささやいた。

「伝わるといいね、システィ」

「うん……」

　見れば。

　会場の中心部では、グレンが二組の男子達と一緒に、王様ゲームを始めていた。

　そこに聖リリィ校組の面々も参加し、場はどんどん盛り上がっていく。

　そんな様子を見て、誰もが笑って。

　楽しい一時は、飛ぶように過ぎていくのであった。




　────。




　どれくらい時間が経たっただろうか。

　一通り大騒ぎも終わり、場に穏やかな談笑が満たされた雰囲気になった頃。

「あ、雪だ」

　そんな誰かの呟つぶやきに、一同が一斉に、学生食堂に面した窓を見る。

　すると、すっかり真っ暗となった窓の外には、ちらちらと白く輝くものが見えた。

「……ホワイト・ノエル、か。……こりゃ縁起いいじゃねえか」

　グレンがぼんやりと眺めながら、そんなことを呟く。

　と、その時。

　ぼーん……ぼーん……学生食堂に設置されていた柱時計の音が鳴る。

　時計の文字盤を見れば、この聖夜祭ノエルパーティーの終了予定時刻となっていた。

「そろそろ、終わりみてえだな」

「ええ、そうみたいですね」

　グレンの呟きに、システィーナが応じる。

「じゃあ、そろそろ、このパーティーのラスト・メインイベント始めますか！」

「は？　メインイベント？　今から？」

　不思議そうに首を傾かしげるグレンを余よ所そに、システィーナが一同の前に出る。

「それでは──皆さん、今夜は聖夜祭ノエル！　聖夜祭ノエルといえば、サンタニコラウスから贈り物プレゼントをもらう日！　そういうわけで、こんなゲームを用意しました！」

　なんか、無理矢理ハイテンションにシスティーナが叫ぶと。

「よっ！　待ってましたぁあああああ──っ！」

「待ちくたびれましたわっ！」

　カッシュら二組の生徒達が大はしゃぎで囃はやし立てる。

　すると、いつの間に着替えたのか、サンタニコラウスの格好──あの特徴的な赤い服と帽子をまとったルミアと、トナカイの着ぐるみをまとったリィエルが、二人で台を押してやって来る。その台の上に鎮座しているものは──

「なんだありゃ？　抽選器？」

　ハンドルを回せば、玉が出てくる玩おも具ちゃである。

　呆あっ気けに取られているグレンの前で、ルミアとリィエルが、パーティー参加者一同へ、順々に妙な紙片を配り始める。

「ん。グレン、これ」

「お、おう……？」

　グレンがその紙片を受け取って見ると、それはビンゴカードであった。

　なあにこれ？　グレンが目をぱちくりさせていると。

「それではビンゴ大会の開催でぇええええええすっ！」

「「「「わぁああああああああああああああああああああああ──っ！」」」」

　システィーナの音おん頭どに、生徒達が歓声を上げて応えた。

「……え？　こんなイベントあったの？　俺、全然、聞いてないんだけど」

　まるで遠い世界の出来事のように、その場を眺めるグレン。

　周りを見回せば、イヴやバーナード、フォーゼルといった大人組まで、普通にこの状況を受け入れて、ビンゴカードを構えている。

（何、この疎外感……）

　呆あきれるグレンの前で、ノリノリのシスティーナの解説が始まった。

「ルールは簡単よ！　普通のビンゴゲームだから！　でも、このゲームはサンタさんが催した特別なゲーム！　優勝者にはプレゼントがあるわ！」

「あ、あはは……」

　サンタ姿のルミアが、抽選器が据えられた台の後ろで、はにかむように手を振っていた。

　台の上には、確かにリボンや赤い包装紙で綺き麗れいにラッピングされた小箱が乗っている。

　あれが、このイベントの賞品らしい。

「でも！　このプレゼントにはなんと、魔法がかかってるの！」

　システィーナがノリノリで続ける。

「そう、このプレゼント箱からは、その人が一番欲しい物が出てくる……そんな魔法の仕掛けがしてあるの！　なにせ、サンタさんからのプレゼントですからね！」

（はぁ？　魔法だぁ……？　何言ってんだ、あいつ）

　グレンは呆れながら、そんなことをのたまうシスティーナを見つめた。

「それでは、さっそくゲームを開始しましょう！　皆さん、心の準備はいいですか!?」

「「「「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──っ！」」」」

　なぜか、大いに盛り上がるその場の生徒達。

　そんな一同を、グレンは苦笑いで眺める。

（どーいうつもりか知らんが……ま、面白そうじゃねーか。付き合ってやるか）

　システィーナの言う〝魔法がかかったプレゼント〟の正体もどういうことか気になる。

　グレンはほんの少し、わくわくしながらビンゴカードを構える。

　そして、一同が見守る中、リィエルがじゃらじゃらと音を立てながら、抽選器を回し……出てきた玉に書かれた数字を、ルミアが読み上げ始めるのであった。




　────。

　ゲーム自体は特筆することのない、普通のビンゴゲームだ。

　出てくる玉の数字で一喜一憂しながら、静かな盛り上がりと共に進行していく。

　抽選器の回転数が増えていくと共に、グレンのビンゴカードの穴も一つ、二つ、三つと増えていって……

　そして──




「おっと、ビンゴだ」

　グレンが、一列揃そろった穴の空いたカードを頭上に掲げ、そう宣言していた。

「おめでとうございます！　優勝者はグレン先生です！」

　システィーナの宣言と共に、周囲から拍手と歓声が上がる。

「やれやれ」

　グレンはどこか照れ臭さを覚えながら、前に出た。

「それでは、魔法のプレゼントは先生のものです！」

　システィーナがそう言うと、ルミアがグレンへ、件のプレゼントの小箱を渡した。

　そして、不思議そうな顔でその小箱を眺めるグレンを、システィーナが促す。

「さぁさぁ、ぜひ、この場で開けてみてください！　きっと先生が望む物が入っているはずですから！」

「やれやれ、どういうことかわからんが、つまんねーもんだったら承知しないぜ？」

　苦笑いしながら、グレンが小箱のリボンを解き、包装紙を剝がす。

　そして、その蓋を開くと……

「──ッ!?」

　グレンは、その中に入っていた物に愕がく然ぜんとして、言葉を失っていた。

　あまりにも予想外の物が入っていたからだ。

「こ、これは……ッ!?」

　グレンは震える手で、箱の中からそれを取り出す。

　それは──赤魔ま晶しょう石せきのペンダント。

　先日、グレンが激情のあまり、壁に叩たたきつけて壊してしまった、かつてセリカに贈ったペンダントであった。

　しかも、真っ二つに割れたはずの石が──なぜか、元通りに直っているのだ。

　どういうことだと、グレンがシスティーナを見る。

　そんなグレンへ、システィーナが言った。

「先生。私達は絶対に負けません。心配しないでください。だから、どうか……先生は先生の大事な人を……アルフォネア教授を救いに行ってあげてください。これが、私達から先生へ贈る聖夜祭ノエルのプレゼントです」

「な──ッ!?」

　突然、セリカの話を振られて、グレンがはっとする。

　気付けば──その場に集う一同が皆、グレンのことを見ている。

　皆、どこまでも、優しく穏やかな目をしていた。

「お、おいおい、どういうことだ!?　こりゃ一体、どういう……ッ!?」

　グレンが真意を質ただそうとすると。

　システィーナが、ポケットから何かを取り出して、グレンに見せる。

　それは……セリカからグレンへの手紙だった。

「ちょ──おま、それ……ッ!?」

「ごめんなさい、先生。フェジテに帰還して以来、あまりにも様子が変だったから……昨日、ルミアとリィエルと一緒に話を聞くために、教授に会いに行ったの」

　三人娘はアルフォネア邸の玄関口の鍵言葉キー・ワードを知っている。

「そしたら、いるはずの教授がどこにもいなくて……この手紙を見つけちゃって……昔、先生が教授に作ってあげたっていう、その壊れたペンダントも床に落ちてて……」

「その時、そこにいたナムルスさんからも、少しお話を聞きました……」

「ちっ……あいつ、余計なことを……」

　ルミアの言葉に、グレンが気まずそうに頭をかいた。

　それで、この不可解な状況の全ての合が点てんがいった。

　要するに、今日の聖夜祭ノエルパーティーは、最初から仕組まれていたのだ。

　仕掛け人はグレン以外の全員。

　ビンゴゲームも、魔術を使えば、出目の操作なんて朝飯前だ。

　壊れたペンダントを直したのは、恐らくリィエルの錬金術なのだろう。グレンがちらりとリィエルを見れば、あからさまに褒めて褒めてオーラを出していた。

　グレンはやれやれと肩を竦すくめながら、言った。

「つーことは、なんだ？　そんなつまんねーことを俺に言うため、わざわざ皆集めて、口裏合わせてパーティーを開いたってわけか？　ったく、この暇人どもめ……」

「その様子だと、やっぱり私達のために、フェジテに残るつもりだったんですね」

「……当然だろ。お前らを置いて、おめおめ逃げられっかよ」

　グレンが戯おどけたように肩を竦めて、言った。

「安心しろ。俺がお前らを置いていくことはねえ……教師だからな。その……セリカのことは仕方ねえ……仕方ねえことなんだ……だから……」

「んなわけねーだろっ!?　噓うそ吐つくなよ、先生！」

　その時、声を張り上げてグレンの言を塞いだのは、意外なことにカッシュであった。

「仕方ねえって……そんなことで割り切れる関係じゃねえだろ、先生と教授は！」

「その通りですわ！」

　カッシュの言に、ウェンディも同調する。

「以前、タウムの天文神殿の遺跡調査へ、皆で向かった時、わたくし達は見ました！　二人が本当に互いに家族として、大切に思い合っていらっしゃるところを！」

「先生にとって、教授は唯一無二のかけがえのない人のはず……」

「だから、どうか……助けに行ってあげてください……先生のためにも……」

　セシルもリンも同調する。

「そうだそうだ！」

「俺達のことは、大丈夫っすから！」

　するとカイにロッドを筆頭に、二組の生徒達が口々にそんなことを言い始めた。

「ば、バカ野郎共が……」

　すると、グレンが少したじろいだように返す。

「お前ら何言ってやがるんだ!?　甘あめえよ！　これから起こるのはガチの戦争だぞ!?　戦う決意をしたお前らは確かに立派だが、戦争は英雄ごっこじゃねえんだ！　のぼせて浮かれるのも大概にしやがれ！　俺がお前らの傍そばにいてやらなくてどうすんだよ!?」

「……ッ!?」

「それに、俺はもう逃げねえ！　俺は昔、『正義の魔法使い』になりたかった！　だが、夢破れて……全部捨てて無様に逃げ出した！　でも、こんなロクでなしのカスを受け入れてくれた場所が……ここなんだ！　ここが俺の居場所なんだ！

　だから、俺は逃げねえ！　もう二度とあんな思いはごめんだ！　俺は今度こそ──」

「先生って、わりといつも理路整然としてるんだけどさ、今回はなんか言っていること、イマイチわからないのよね」

　システィーナがグレンの言葉を遮る。

「先生の言う、逃げるって何なの？」

「……ッ!?」

「先生は、教授を助けに行くんですよね？　私、それって逃げるとは違うと思います」

「ん。グレンの言ってること、変」

　システィーナ、ルミア、リィエルの指摘に、グレンは言葉に詰まる。

「で、でもよ……白猫やルミアだって、ほぼ同じ状況だろ……？　俺一人だけが、この状況で家族を優先するような真ま似ねなんて……」

「確かに、システィの両親や私の姉さんについては、今すぐどうこうできる問題じゃありません。でも……先生は、今しかありませんよね？」

「〜〜ッ!?」

　ルミアの指摘に、グレンは何も返せない。

　そして、そんなグレンへシスティーナが引導を渡す。

「先生。もう一度、そのペンダントをよく見てください。……いいんですか？　先生は本当に、それでいいんですか？」

　見てはいけないとわかっているのに、グレンは手の中のペンダントを見てしまう。

　途端、色鮮やかに脳裏に蘇よみがえる、セリカとの思い出の数々。

　笑顔、泣き顔、様々なセリカの表情、セリカと過ごした日々──

「お、俺は……俺は……ッ！」

　どうするべきかわからず、グレンが苦しげに身み悶もだえていると。

「ふっ、お主……要はまーだ引き摺ずってたんじゃな？　かつてのお主の居場所から逃げ出しちまったこと……居場所を失ったこと……」

　バーナードが、そんなグレンの肩をぽんと叩いた。

　そして、クリストフも穏やかに言う。

「大丈夫ですよ、先輩。もし、先輩が大事な人を救いにこの場所を一時、離れたとしても……先輩の大切なこの場所は、僕達が守りますから」

「じじい……クリストフ……」

　その時、グレンは漠然と悟る──自分が何を迷っていたかを。

　そう、自分は逃げたくなかった、逃げることで失いたくなかったのだ。

　やっと見つけた、自分の居場所を──

　だから、守りたかったのだ。

　でも、セリカも、この居場所も、同じくらいかけがえのないものだった。

　だから、こんなにも葛藤していたのだ。

「行ってください、先生！」

「アルフォネア教授を助けるために……ッ！」

　システィーナやルミアの叱しっ咤たにも似た言葉が、グレンの胸を打つ。

「心配すんなって、先生！　俺達だって色々成長してるんだからさぁ！　それに、先生がいなくても……先生は俺達と一緒さ！」

　カッシュも、グレンの背を叩くように声を張り上げる。

「ええ。だって、わたくし達の強さは……先生からいただいた強さなんですもの」

　ウェンディも後押しするようにそう言う。

「僕達のことは気にしないで、先生」

「ええ、後のことはまかせてくださいな」

「……うん、だから……先生……」

　セシル、テレサ、リン……他の二組の生徒達もそう訴える。

「私は別に？　ただ……そうね、貴方あなたがかつての最強の執行官ナンバー21《世界》のセリカ゠アルフォネアを連れ戻して来てくれるなら、その戦力的価値は計り知れないわ。ここで貴方が行くのは戦略的にも正しいし？　好きにすればいいじゃない」

　イヴがそんなことを髪をかき上げながら、ツンツンと言う。

「イヴまで……し、しかしだな、やっぱこの状況で戦えるやつが抜けるのは拙まずいだろ……確かに、俺は三流のクソザコナメクジだが、こんな俺でも……」

「君が抜けたことによる戦力低下が気になるなら、それは杞き憂ゆうだ、グレン先生」

　すると、今度はフォーゼルがそんなことを言って、数メトラほどの間合いを開けて、グレンの前に現れた。

「はぁ？　なんでだよ？」

「なにせ……君の代わりに僕が残るからな」

　そして、フォーゼルがそう言った、その瞬間。

　グレンの視界の中のフォーゼルの姿が、不意に、ぷっつり消える。

「っ!?」

　気付けば、フォーゼルは至近距離でグレンの顔面に、拳をピタリと当てていた。

　グレンはまったく反応できなかった。

　今、何が起こったのかすら理解できず、グレンは目を瞬しばたたかせ……イヴやバーナード、クリストフら歴戦の魔ま導どう士し達ですら、フォーゼルの体術のキレに驚きを隠せない。

「わかったろ？　ぶっちゃけ、僕は君より圧倒的に強い」

　拳を引っ込めながら、フォーゼルが不ぶ躾しつけに言い放つ。

「正直、僕は『封印の地』を調べるため、明日にはフェジテを出て、一人で北へ向かうつもりだった。よくよく考えれば、帝都が滅め茶ちゃ苦く茶ちゃになった今こそチャンスだからな。

　が、気が変わった。同志かつ助手たる君への義理で僕もフェジテに残ろう。君が不在の間、僕が代わりに君の生徒達を守ってやる。……それでプラスマイナスゼロだ」

「フォ、フォーゼル、お前まで……だ、だけどよ……」

　グレンがそれでも煮え切らずにいると。

　その時、学生食堂へと通じる扉が開かれ、新たな人影が現れた。

　その人物は……

「ふふ、こんばんは、グレン。良い夜ですね」

「女王陛下!?」

　あまりにも予想外の人物の登場に、その場のほとんどが困惑を隠せず、萎縮した。

「私からもお願いします、グレン」

　アリシアが、戸惑うグレンに穏やかに微笑ほほえみかける。

「確かに、今、フェジテは大変な時です。一人でも多くの戦力が欲しい。それが、貴方のような優秀な魔導士ならば、なおさらです。

　でも……貴方が家族を思う気持ちも……セリカを思う気持ちもわかるのです。私とて……この国と愛する娘達……天てん秤びんにかけることなんてできません」

　そして、アリシアは改まって、グレンを真まっ直すぐ見つめて言った。

「私からもお願いします。グレン、どうか私の友人セリカを助けてあげてください。もし、それが必要だというなら……私は貴方に女王として、そう命じましょう」

　グレンは信じられなかった。

　次々と背中を後押ししてくれる人達に、グレンはただただ啞あ然ぜんとするしかない。

「わ、わからねえ……なんでだ……？」

　グレンはそんな一同を見回しながら、ぼそりと問う。

「……なんで、こんな俺のためにそこまで……？」

　すると、システィーナがにっこりと笑って、堂々と答えていた。

「え？　わかんないんですか？　だって──先生、今まで、ずっと、ずっと、私達のために、全力で走り続けてくれたじゃないですか！」

「ん。今度はわたし達がグレンのために、頑張る番」

　リィエルもこくこくと頷うなずく。

「だから、先生。後ろめたさなんて覚える必要ないんです。私達は……ただ、今まで先生から受け取ったものを少しでも返したい、それだけ。先生の背を押すのは、今までの先生の行いの結果なんですよ」

　ルミアも穏やかに微笑む。

「だから、先生はただ心のままに走るだけでいいんです！　いつも通りに！」

　システィーナも力強く微笑む。

　その場の一同が、何かを託すように、グレンをじっと見つめる。

　そして。

　しばらくの間、グレンは沈黙を保って……

「いつも通り、か……そうだな……ああ、そうだった」

　やがて、グレンが頭を搔かきながら顔を上げた。

「正直、俺も冷静じゃなかったぜ。でも、しゃーねえだろ？　邪神復活、死者の軍団、最強の敵、セリカの失踪……これでいつも通りでいろってのが無理な話だろ？」

　そして、グレンは、ぱぁん！　と、自分の両頰を両手で挟み叩たたいて言った。

「ああ、そうだった。分不相応な欲張りさを発揮して、十を救おうと躍起になる……それがいつもの俺じゃねえか。セリカも救う、フェジテも守る……それが俺だ。だけど、それは俺一人じゃ無理だから、皆を信じて頼る、任せる……それでいいんだな？」

　そんなグレンの小恥ずかしい物言いに、誰もが苦笑する。

「ああ、わかったよ。皆、ありがとうな。俺は絶対、セリカを連れ戻してくる。そして、皆がピンチの時に、セリカと一緒に駆けつけて華麗に助けてやるぜ！　かぁ〜っ！　こぉんな美お味いしい役どころ貰もらっちまって、本当にいいのかぁ!?　ふはははははっ！」

　そして、ようやくグレンの調子が、いつも通りに戻るのであった。

　それを見届けたシスティーナが、にこっと満足そうに笑う。

「それでは、今夜のパーティーはこれでお開きです！　皆さん、今こ宵よいの宴うたげの締めくくりとして、今回の戦いの勝利を祈念して……最後に乾杯と行きたいと思います！」

　システィーナがそう音おん頭どを取り、今夜の宴の参加者全員にグラスが改めて配られ、飲み物が注がれていく。

　飲み物が全員に行き渡ると、システィーナはグレンを促した。

「じゃあ、先生。乾杯の音頭をお願いします。ほーら、今日の宴の主賓は先生なんですからね？　ビシッと決めてくださいよ？」

「へーいへい、わぁーったよ！　ったく……人をハメやがって……」

　ぶつくさ言いながら、グレンが一同の前に出る。

　誰もがグレンに注目する中、グレンはグラスを頭上に掲げる。

　そして、言葉を飾らずに言った。

「俺達の、フェジテの、そして……祖国の勝利を祈って……乾杯」

「「「「乾杯！」」」」

　全員がグラスを掲げ、そしてグラスの飲み物を干す。

　そして、盛大な拍手を上げるのであった。

　当然、生徒達がメインのパーティーなので、配られた飲み物はただの葡ぶ萄どうジュースだ。

　だが、この時の葡萄ジュースの味は、どんな美酒にも勝る味だった──











第四章　出立









　──次の日。

　ルヴァフォース聖暦１８５３年グラムの月25日──早朝。

　フェジテを発たつ準備を整えたグレンは、防寒コートを深く纏まとって背はい囊のうを背負い、アルフォネア邸を出た。

　途端、冬の早朝特有の刺すような寒気が、グレンを出迎える。

　辺りはまだ薄暗く、空は厚い雲で覆われている。

　遠くに望むは、しんと静まり返る雪化粧のフェジテの街並みであった。

「結構、積もってるな……」

　グレンがザクザクと雪を踏みしめながら、雪で白く染まった前庭を歩いて行くと。

『……結局、行くのね。セリカに会いに』

　そんなグレンの前に、ナムルスが現れていた。

　この少女が神出鬼没なのはもう慣れっこだ。特に驚くことなくグレンは返した。

「ああ、そうだな。昨晩、色々あってな……」

『……そう。やっぱりそうなったのね……』

「よくわからんが、お前にとってもセリカは大事なんだろ？　俺がいない時に、お前がセリカのことをあいつらに話したのも……何かを期待してのことじゃないのか？」

『…………』

「ま、安心しろ、俺が必ずセリカを連れ戻してきてやるから。心配すんな」

　と、グレンはそう明るく言うが。

『……………………』

　ナムルスは、なぜかより一層、表情を暗く陰らせ、哀かなしげに目を伏せるだけだった。

「……どうした？」

　そんなナムルスの様子に奇妙な違和感を覚えたグレンが問いを投げる。

『なんでもないわ……』

　ナムルスはそう言って頭かぶりを振るだけだった。

「そうか？　とにかく、俺は行ってくる。お前のことだから、こっそり付いてくるのかもしれねーけど……じゃあな」

　そう言って、グレンはナムルスの脇を過よぎり、歩き始める。

　そのすれ違う瞬間だった。

『どうか負けないで。頑張って。……私の主様マスター……』

　ナムルスが、ふと耳元でそんなことを囁ささやいた……気がした。

「……ナムルス？」

　グレンが振り返ると。

　もう、そこにナムルスの姿はなかった。




　グレンはフェジテ城壁北門付近にある、馬車駅広場へとやって来た。

　平時は、早朝に旅立つ者達で賑にぎわう場所だが、今は状況が状況だけに閑散としている。

　そして、そこには、二頭仕立てで客車を牽けん引いんする軍用の幌ほろ馬車が一台用意されており、すでに遺跡探索に必要な食料品などの物資も積み込まれている。

　イヴが昨晩のうちに手配してくれていたのだ。さすがに航空戦力である神鳳フレスベルクは一騎も回せないと謝られたが、今の状況を考慮すれば、充分過ぎる厚遇であった。

　とにかく、この幌馬車を使えば、タウムの天文神殿まで約一日の旅程だ。

（まぁ、そっからが長なげぇんだけどな……ったく、セリカのやつめ）

　グレンが頭の中で毒づきながら、馬車の元へ歩いて行くと。

「ん？」

　そこには、複数名の気配がグレンの登場を待ち構えていた。

「……来たか」

　特務分室の魔ま導どう士し礼服に身を包んだ、アルベルト、イヴ、リィエルであった。

「おおっとう、アルベルト。へっ、どうやら心霊手術は無事成功したようだな？」

「お陰様でな」

　グレンがアルベルトを見る。

　アルベルトの頭には、無数のルーン文字が書かれた包帯が右みぎ眼めを覆うように巻き付けてある。この包帯は何らかの呪的封印術式のようだ。

「で？　お前ら、なんでここに？　まさか、見送りに来たのか？」

　一人でさっさと旅立つ気満々だったグレンが、訝いぶかしげに三人を見回す。

「そうね、色々あるから、まずは順番に行こうかしら」

　すると、腕組みをしたイヴが言った。

「グレン、貴方あなたに伝えたいことがあるの。実は──」

　そう前置きしたイヴの口から語られたことは──

「はぁ!?　探索危険度が上がってる!?」

「ええ、そうよ。昨晩、クリストフに霊脈レイ・ライン回線を通して、タウムの天文神殿とやらを色々と調査させてみたの」

　イヴが、グレンへバサリと書類の束を突きつける。

「それを読めばわかると思うけど……なぜか、以前と比較して周辺霊脈レイ・ラインが凄すさまじく励起している。強力な狂霊が徘はい徊かいし、今まで作動していなかった罠わなが起動しているはず」

「予想探索危険度Ｓ級……？　マジかよ……」

「この変化は……貴方の話から逆算して、恐らく、アルフォネア女史が遺跡の最深部……大天象儀プラネタリウム室に辿たどり着いた頃に起きたはず。……つまり、詳細は不明だけど、アルフォネア女史が遺跡の最深部で、何かをした」

「……ッ!?」

「気をつけて、グレン。多分、単純にアルフォネア女史を連れ戻す……そういった旅にはならないと思う」

　そんなイヴの警告に、グレンが思わず息を吞のむ。

　探索危険度Ｓ級……それは、Ｓ＋＋の学院の地下迷宮10〜49階『愚者の試練』に迫る探索難易度だ。こんな遺跡が相手では、セリカを連れ戻すどころか、自分が生きて帰って来られるかどうかも怪しい。

　だが──

「大丈夫だ。俺は負けねえ。必ず帰って来る」

　グレンはそう意気込み、力強く頷うなずいた。

　しかし。

「バカね。無理に決まってるでしょう」

　腕組みしたイヴが呆あきれたようにため息を吐つき、けんもほろろな反応だった。

「おい、ここは、〝信じてるわ〟とか、そんな風に言ってくれる場面じゃねーの？」

「はぁ、キモ。冗談やめてよ、まったく」

　イヴがそっぽを向き、嫌そうに手をパタパタさせた。

「現実を見なさい。貴方は魔導士としてはともかく、魔術師としてはどこまでも三流なのよ？　探索難易度Ｓ級をたった一人で踏破できるわけがないでしょう？」

「ンなこと言ったって、やるしかねえだろ!?　お前、喧けん嘩か売ってんのかよ!?」

「……はぁ〜〜、そうじゃないわよ。もう、鈍いわね……」

　イヴがジト目でグレンを流し見る。

「貴方には、助すけっ人とが必要……そうでしょう？」

「え？」

　と、グレンが間抜けな声を上げた、その時だった。

「先生っ！」

「ふふ、おはようございます」

　幌馬車の中から、システィーナとルミアがひょこと顔を出して、グレンに挨拶をした。

「は!?　お前らまで、なんで!?　しかもその姿……」

　グレンの指摘通り、システィーナとルミアも防寒装備と探索旅装に身を包んでいた。

「おい、イヴ……まさか……？」

「そのまさか、よ。その二人を連れて行きなさい。きっと貴方の役に立つわ」

　イヴが、ふっと穏やかに微笑ほほえみながら言った。

「心配ないわ。この二人が貴方について行くことは、貴方のクラスの生徒達も賛成したことだし、特に、ルミアに関しては女王陛下も了承済みだから」

「ちょ、待て、お前ら！　わかってんのか!?　探索難易度Ｓ級だぞ!?　それがどんなに危険な場所なのか──」

　慌てて反論するグレンに、システィーナとルミアが得意げに応じる。

「だったら、なおさら、私達が必要でしょう？　先生ったら、一人じゃどんな無茶するかわかったもんじゃないんだから」

「大丈夫です。絶対に足は引っ張りません。必ず先生のお役に立ってみせますから」

　最近、その溢あふれる魔術の才気を急速に開花させつつある天才少女、システィーナ。

　そして、《王者の法アルス・マグナ》、《ルミアの鍵》と呼ばれる強力な異能を操る少女、ルミア。

　確かに、この二人の力を借りられるなら、これ以上頼もしいものはない。

「はぁ〜〜……これ、どーせ突っぱねても、無理矢理ついて来る流れだよな？」

「ええ。どうしても嫌だっていうなら、私達を置いて行ってもいいですよ？　ふふん、ルミアの《王者の法アルス・マグナ》で増幅ブーストされた私の《疾風脚シュトロム》から逃げられるならね？」

「そういえば、システィ、一人は抱えて《疾風脚シュトロム》できるようになったもんね？」

　くすくす微笑み合うシスティーナとルミア。

　すると、グレンが苦笑して両手を上げた。

「……降参だ。逃げ切れる公算がまったくねえ。ったく、下手に成長しまくるのも考えもんだぜ。……ああ、よろしく頼む、お前らの力が必要だ」

　グレンは素直にそう言い、システィーナとルミアは嬉うれしそうに笑うのであった。

「……グレン」

　すると、リィエルがグレンの脇腹を突つついた。

「どうした？」

　リィエルは相変わらず眠たげな無表情だが、どこか寂しげであった。

「本当は……わたしも一緒に、グレンについていきたい……けど……」

　何かをぐっと堪えるように、リィエルが俯うつむく。

　リィエルは、帝国宮廷魔導士団特務分室執行官ナンバー11《戦車》だ。

　当然、フェジテ最終防衛戦を目前に控えて、動くわけにはいかない。

「わたしは……みんなを守らないと……いけないから……」

　そんな風に、じっと切なそうに見上げて来るリィエルを見て、グレンは思った。

（思えば、こいつも成長したもんだ……）

　最初は、なんの感情の動きもない、人形のような少女だった。大切に思えるものなど一切なく、誰かに依存するばかり。言われたことしかやらない、できない、自分で何も考えられない。考えなしに衝動的な行動を繰り返す、そんな空っぽな少女だった。

　それが、今はどうか？

「リィエル。皆を任せたぞ」

　グレンは胸に広がる温かさが突き動かすままに、リィエルの頭に手を置き、撫なでた。

　リィエルは気持ちよさそうに目を細め、それを受け入れる。

「しばらく不在な俺の代わりに……どうか、皆を……生徒達を守ってやってくれ」
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「ん。任せて……絶対に守る。みんな、わたしの大事な人達だから」

　そうして。

　しばらくの間、グレンがリィエルを撫でていると。

「俺からも、お前に話がある」

　アルベルトがグレンの前に出て、懐ふところから何かを取り出した。

「なんだそりゃ？　魔ま晶しょう石せき？」

「『封印の地』には、この帝国建国以来、領地内のありとあらゆる情報を自動記録する『年代石』と呼ばれる禁断の魔導記録媒体があるという噂うわさ……知っているだろう？」

「あ、ああ……噂ではそんなものもあるらしいな。そんなもの、本当にあるとして、あの混こん沌とんの魔窟のどこにあるのやら……」

　アルザーノ帝国の帝都には『封印の地』と呼ばれる場所が存在する。

　そこは、国家を揺るがしかねない極秘情報から、禁忌の秘術について記された魔導書、禁断の魔導器、挙げ句の果てには禁呪に手を染めた外道魔術師に、人の手に負えない魔獣まで……要するに、この国の人間が決して触れてはならない、手を出してはならないあらゆるモノを、まとめて封印管理しておく闇と混沌のゴミ溜めだ。

　とある古代遺跡を利用して作られたその『封印の地』は、アルザーノ帝国最大の魔境にて魔窟なのだ。

「って、お前……今、その話題を出すってことは、まさか……？」

「そうだ。俺は以前、その『封印の地』の定期保守管理任務に就いた際、偶然……あるいは何らかの意思が働いたのか、その『年代石』へと到達した。この魔晶石は、その『年代石』から、とある情報を検索抽出して引き出し、記録したものだ」

「ま、マジか……？　お前、なんで……？」

「……どうしても気になることがあってな」

　アルベルトは特に動じることもなく、淡々と話を続けた。

「以前、俺はジャティスに問うたことがある。……〝何が貴様をここまで変えた？〟と」

「……ッ!?」

「すると、その時、奴やつはこう答えた。……〝禁忌教典アカシックレコード〟、〝この国の真実〟、〝王家の血に隠された真実〟……」

「まさか……調べたのか？　『年代石』で？」

　ごくりと唾を吞むグレンへ、アルベルトが頷いた。

「ルミア゠ティンジェル。辛つらい事実だが、お前もよく聞け。恐らく、これはお前の異能にも関わってくる話だ」

「えっ？　私……ですか？」

　突然、話を振られて、ルミアが目を瞬しばたたかせる。

　そして、アルベルトは魔晶石を前へ捧ささげるように掲げ、何事か呪文を呟つぶやいた。

　すると、魔晶石が淡く光を放ち始め、その光が線となって虚こ空くうに伸び、絡からみ合い、グレン達の頭上に、何かの巨大な図面を投射した。

「これは……？」

「王家の家系図だ。帝国建国以来……つまり、帝国王家の始祖、初代国王タイタスから、今こん日にちのアリシア七世まで続く、王家の系譜を具現化したものだ」

　全体像を一目で把握するのが困難なほどの、巨大な家系図だった。

　一番天辺てっぺんの初代国王タイタスの名前から線が下に伸び、無数に分岐し、婚姻関係や親子関係……様々な人物の名前が記されている。

　その中腹ほどには、アリシア三世とその夫だったルーシャス、その二人の間に生まれたマリアベル二世の名が連なり、そこから、さらに系譜図は下に伸びていき……最後にアリシア七世とその娘達、レニリア、エルミアナ──つまり、ルミアの名前もあった。

（……お？）

　ざっと内容を上下に流し見るグレンは、ふと面白いものも見つけた。

　系譜ツリーの上の方に、帝国王家出身者でありながら横に大きく弾はじかれ、副流の系譜ツリーを形成した者が存在している。その先に、レザリア国王ロクス゠イェル゠ケル゠レザリア五世の名前が見つかった。

（なんだよ……レザリア王国の王家って、アルザーノ帝国王家からの傍系派生だったのかよ。あいつら、言いがかりでずっと帝国に喧嘩売ってきたのか……）

　そして、他にも気になることはある。

（しっかし、こうして見ると、帝国王家ってマジで女の出生率が高いな。これ、ほぼ１００％じゃねえか？　男の王だったのは初代だけ……後は全員、女の王……女王だ）

　まぁ、そんなことは、とりあえず置いといて。

「で？　これがどうしたってんだよ？」

　グレンが、アルベルトをジト目で睨にらむ。

「まさか、レザリア王国の王家が本当は、アルザーノ帝国の王家からの派生だったーってことが、わざわざ言いたいわけじゃないだろ？」

「無論だ。さて、これは帝国内のあらゆる情報を自動記述する『年代石』の情報だ。つまり、ここに記載されている人物達の『魂こん紋もん』パターンも同時に記録されている」

「『魂紋』？　それがどうしたっていうんだよ？」

「今からこの家系図に情報走査をかけ、この家系図において、同じ『魂紋』を持つ者を可視化する」

　そう言って、アルベルトが魔晶石に向かって、何事かを唱え始める。

　魔晶石の表面にルーン文字が無数に浮かんで消えて輝き、情報走査が始まる。

「はぁ？　同じ『魂紋』？　バカ言え。お前、忘れたかぁ？　『魂紋』は人の魂が持つ波形のようなもので、そのパターンは指紋のように、個人個人で唯一無二──」

　グレンがそう言いかけた──その時だった。

「……は？」

　グレンは啞あ然ぜんとした。

　頭上に映し出された、アルザーノ帝国王家の家系図。

　その頂点──初代国王タイタスの名前が光り輝いたと思ったら。

　そのすぐ下に記載されていた、タイタスの実子、第二代女王アリッサ一世の夫、ライノの名前が同様に光った。

　そして、そのすぐ下、第二代女王アリッサ一世の実子、第三代女王フローリア一世の夫、アルトスの名前が同様に光った。

　さらに、そのすぐ下、第三代女王フローリア一世の実子、第四代女王アリシア一世の夫、ランディの名前が同様に光る。

　ぱっ！　ぱっ！　ぱっ！　光る、光る、光っていく。王家の直系、歴代女王と婚姻関係となり、女王と次代の子を設けた王配の名前が、次々と光っていく。

　無論、全ての名前が光るわけではなく、何代か空くこともある。

　だが、女王と婚姻関係となった多くの名前が、まるで悪い冗談のように光っていく。

　頂点の初代国王タイタスから下へ向かって、ほぼ一直線に光のラインを形成していく。

「おい……な、なんだよ……これ……？」

　まさに冒ぼう瀆とくと不徳の具現。

　その悍おぞましい光の線に、グレンは吐き気と寒気を覚える。

「……ッ!?」

　さしものルミアも顔面蒼そう白はくで口元を押さえ、震えながらそれを見ている。

　やがて。

　悍ましい光のラインが下まで伸びた所で、アルベルトが淡々と言った。

「肉体的に別人だが『魂紋』がタイタスと同じ……つまり、これはタイタスの魂が、何らかの手段で肉体を交換しながら、帝国有史以来を延々と生き続けていた証左。

　理解したか？　帝国の王家とは……同じ男──初代国王タイタスと婚姻を繰り返し、ひたすら子孫を設け続けた、呪われた血筋なのだ。一体、いかなる手段を用いて、この悍ましき事を為なしたかは与あずかり知らぬが……それが厳然たる事実だ」

「〜〜〜〜ッ!?」

　その時、グレンの脳裏に、かつてアリシア三世の手記の世界の中で聞いた、アリシア三世の悲痛な言葉が蘇よみがえる。




〝私達は、孕はらみ袋なんだわ！　《天空の双生児タウム》という悍ましき冒瀆的怪物を生むためのッ！〟

〝そのために、女ばかりが生まれる呪いが、魔王によってこの血にかけられていた！〟。




　グレンは、アリシア三世の夫ルーシャスの名が、やはり光っていることを確認する。

　そして、アリシア三世の実子……マリアベル二世の夫の名が光っていることも。

　唯一の救いは……アリシア七世の早世したという夫、つまり、ルミアにとっての父親はこの家系図で名前が光らない、数少ない例外の一つであったということだが。

（おい、これって、まさか……？）

　この情報から、一つの恐ろしい事実が、グレンの中で浮かび上がる。

　そして、そんなグレンの考えを裏付けるように、アルベルトが続けた。

「ここで、一つ疑問が浮上する。初代国王タイタスとは、一体何者なのか？　そう疑問に思った俺は、『年代石』をさらに深しん奥おうまで徹底的に検索した。すると、このタイタスと魂紋が一致する存在がヒットした」

「……まさか、古代魔法王国に君臨した魔王……ティトゥス゠クルォーか？」

「そうだ。歴代随一の能力を持つ女王にして希代の魔ま導どう考古学者、アリシア三世がその事実に至っていた。彼女は発掘した刀剣から、魔王の『魂紋』を割り出すことに成功していたのだ。古代の魔王と、帝国の初代国王タイタスの『魂紋』は完全一致した」

　アルベルトが淡々と言う。

「つまり、この帝国は……あるいは、王家から派生したレザリア王国も……その古代の魔王とやらの、何らかの思惑の下に創り出された国ということになる。魔王によって、裏側から支配され、操られていた国だったと言うことだ」

「なんてこった……俺達の国が……アルザーノ帝国が……」

　グレンが愕がく然ぜんとしながら、その悍ましい家系図を睨み続ける。

「ああ。恥ずかしながら、俺は……この事実を知った時、俺が真に倒さねばならない敵は女王陛下と王家……この帝国そのものだと考えたこともある」

「そして、最近、面白い事実が判明したわよね」

　ふと、イヴが言った。

「天の智ち慧え研究会の最高指導者《大導師へヴン》。……ミラーノでの一件で、ジャティスによって彼のパーソナルデータが暴かれたわよね？　当然、その『魂紋』も」

「『魂紋』？　お、おい……まさか……？」

「そうよ」

　イヴが、ぎりと拳を握りしめる。

「お察しの通り《大導師へヴン》の『魂紋』は、初代国王タイタス、ひいては魔王ティトゥス゠クルォーとまったく同じ。お笑いだわ！」

　帝国を建国し、裏から糸を引いていた存在。

　その帝国と敵対する組織を率いていた存在。

　それが、本質的に同一人物であるということはつまり──

「帝国有史以来、連綿と続いていた血みどろの闘争……天の智慧研究会と帝国宮廷魔導士団の戦い！　盛大なマッチポンプだったってわけ！　私達が流し続けてきた血は……戦いは……全部、全部、茶番だったのよっ！」

　珍しく、イヴが感情も露あらわに叫ぶ。

「こんな……こんな悔しいことが、あってたまるもんかッッッ！」

「……ッ！」

　その時、なぜかシスティーナが顔を悲痛な表情に歪ゆがめるが、グレンは気付かない。

「……なぁ、アルベルト。一つだけ腑ふに落ちないことがある」

「なんだ？」

「俺はな……帝国王家が古代文明の魔王の血筋って話……わりとあっさり信じられるんだよ。なにせ、色々とあったからな」

　グレンが、アリシア三世の手記を懐ふところから取り出して見せる。

「だが……なぜ、お前がそれを信じた？　確かに同じ『魂紋』の王配がこうも存在するのは、異常極まりないが、それでも魔王なんておとぎ話の存在だ。現実主義のお前がそんな結論を下すのは……どうも腑に落ちねえ」

　そして、グレンが鋭くアルベルトを見据えて言った。

「まだ、何かあるんじゃねえのか？　お前がそんな結論を下さざるを得なかった何かが」

「……フン、鋭いな」

　すると、アルベルトは淡々と答えた。

「俺が、この帝国と王家の血統の恐るべき真実に到達した時……俺の前に一人の男が現れた。当時は何者だと訝いぶかしんだが、今はその正体は明らかになっている。俺の前に現れたその男こそが天の智慧研究会の《大導師へヴン》フェロード゠ベリフだ」

「な──ッ!?」

「やつは俺が辿たどり着いたものは全て真実だと肯定した。そして、魔王がこの帝国と王家の血統に仕組んだものの果てに求めたものを見せたいと言った。……やつは……その左手に刻まれたとある紋章を俺に披露し……それで……俺は……」

　と、アルベルトが何かを語ろうとすると。

「ぐっ……」

　アルベルトは、その怜れい悧りな相貌を苦く悶もんに歪めて頭を押さえていた。

「お、おい、どうした、アルベルト？」

「あの時の体験は……くそ、どう言語化すればいい……？　あれは……人が触れて良いものではなく……だが、しかし……ッ！」

　相当な頭痛がアルベルトを襲っているらしい。頭を押さえつけるアルベルトに手に、みしりと力が走る。そのままでは頭蓋を握り潰してしまいそうな勢いだ。

「おい、アルベルト!?　お、おいっ!?」

「くっ……ッ！　アレこそが真理の一端……あの先にあるものが『禁忌教典アカシックレコード』……なの……だとしたら……ぐっ……ぅうううう……ッ！」

「アルベルトッ！」

　その様子の異常さに、グレンはアルベルトの胸ぐらを摑つかみ上げて睨にらみ付ける。

「おい、無茶すんなッ！」

「……ッ！」

　すると、我に返ったらしいアルベルトが、深く息を吐いた。

「惰弱な。……すまない、迷惑をかけた」

「い、いや……別に大したことじゃねえんだが……あまり触れない方が良さそうだな？」

「助かる。とにかく、俺はその時に悟った。……全てが真実であることを」

　そう言って。

　アルベルトは、呼気を整えるのであった。

（しっかし……あの鋼の精神力を持つ、こいつがこうまでなるとは……マジで一体『封印の地』で、他に何を見たんだ？）

　だが、グレンは、なんとなく察する。

（ジャティスの心代わりもこれが原因だな。あいつも『封印の地』で何かを見ちまった……識しっちまった。まぁ、心代わりと言っても、あいつは元からイカレ野郎だったが）

　いずれにせよ、様々な点の事実が一本の線に繫つながりかけている……今、グレンはそんな感覚を猛烈に感じていた。

「でも……わかりません……」

　その時、顔色の悪いルミアが、ぼそりと言った。

「どうして、古代の魔王は……《大導師へヴン》は……そんなことを……？」

「そこはまだわからない。だが……ルミア゠ティンジェル。お前の持つ異能。恐らくは全てがそこに関わってくるのだろう」

「それは間違いないでしょうね。この悍ましい近親相そう姦かん……もとい近魂相姦……貴女あなたを生ませるためにやっていた……と仮定するなら、一定の納得はなくはないわ」

　アルベルトの言葉に、イヴがそう続けた。

「話は長くなったが……グレン、気を付けろ。お前の教え子ルミアは……恐らく、この帝国と古代文明……そして『禁忌教典アカシックレコード』に纏まつわる何らかの鍵である筈はずだ」

「北と南から迫る敵……疲弊しきった軍……もう、今の私達には、ルミアを守る余裕は微み塵じんもない……グレン、貴方あなたの傍そばに置いておくのが一番安全だと判断したわ」

「……守ってやれ。いいな？」

　そんなアルベルトやイヴの言葉に。

「ああ、わかってるさ」

　グレンは力強く頷うなずくのであった。




　──こうして。

　グレン、システィーナ、ルミアの三人は、アルベルト、イヴ、リィエルと別れを告げ、タウムの天文神殿へと向けて旅立ったのであった。

　世界の裏側に潜む、底の見えない悪意の気配を、冬の肌寒さの中に感じながら──




　────。




　アルザーノ帝国より、遥はるか南東に存在する自由都市ミラーノ。

　そのミラーノの地下にある遺跡『ナイアールの祭さい祀し場じょう』にて。

「……ふぅ……とりあえずはこんなものかな？」

　ドーム状の空間内に佇たたずむ天の智慧研究会《大導師へヴン》──フェロード゠ベリフは、一息吐ついていた。

　ジャティスの暴挙によって《無む垢くなる闇の巫み女こ》マリアを核に起動してしまった、邪神招来の儀。今、この祭祀場では、内壁に刻まれた天球図に沿って膨大な魔力が漲みなぎり、中央の四し角かく錐すい形の祭壇場では、悍おぞましい不定形の怪物──《根》が無限に増殖している。

　そして増殖した《根》達は、四方八方に存在する無数の出入り口へ向かって、汚お泥でいの奔流となって延々と流れて行く。

　そんな冒ぼう瀆とく的てきな光景を前に、フェロードは満足げに言った。

「やれやれ、あの歪んだ〝正義〟のせいで、この邪神兵の役割を、大幅変更しなければならなくなったからね……調整に少し手こずってしまったよ。だが、脚本の修正は終わった……〝正義〟の行いはその全てが無駄となった」

　そう言って、フェロードは踵きびすを返した。

「……さて……フェジテの様子はどうなっているかな？」

　フェロードは呪文を唱えることもなく魔術を起動し、霊脈レイ・ラインに介入する。

　その霊脈レイ・ライン回線を通して、フェジテの状況の情報を脳内に高速取得する。

　フェロードの脳内を、莫ばく大だいな量の情報が洪水のように奔流していく。

「……なるほど。全て、僕の書いた脚本通りに動いているね。女王も帝国軍も何もかも……全部が予定調和。感動の終幕フィナーレを前に、こうも順調に演目プログラムが進行すると……少し拍子抜けかも知れない。予定調和のお約束王道展開もいいんだけどね」

　そういう意味においては、あの歪んだ〝正義〟の横やりは、刺激的なハプニングみたいなものであり、今、思えば、多少胸が躍ったのは否定できなかった。

　なにせ、ゲームを裏から操る謎の運営の存在に気付き、それに厳然と立ち向かう……それも一つの王道的お約束なのだから。

　そして、並の魔術師なら脳回路が即焼き切れそうなほどの膨大な情報量を、フェロードが涼しげな表情で処理していた……その時だった。

「……おや？」

　フェロードの脳内演算能力が、少し気になる情報を摑み、拾い上げる。

「これは……ふうん？　〝愚者〟、〝イターカの神官〟、〝我が愛いとしき天使〟の三人が動いたか……なるほど……空セリカを連れ戻すために？　そして、〝黄昏たそがれの剣士〟はフェジテを守るために残る……と。うん、結構、結構。そうでなくては」

　だが、これも予定調和だ……そう言わんばかりに、フェロードが微笑ほほえんだ。

「うん、これが歴史の必然だからね。彼らには是非とも頑張って欲しいな。それでもまぁ……これが歴史の必然であると言っても、このまま行かせるのも少し悔しいかな？　それに、そろそろ〝我が愛しき天使〟を、この手に回収してもいいかもしれない。

　というわけで、彼らには試練を与えてみようか？　譲れない目的の前に、大いなる困難が現れるのは物語のお約束、きっと盛り上がると思うしね」

　そんなことを独りごちて、フェロードが指を打ち鳴らす。

　すると、魔力の線が稲妻のように床を走り、一瞬で二つの魔術法陣を描く。

「来なよ？　二人とも。出番だ」

　そんなフェロードの呼びかけに応じ、瞬時に魔術法陣へ膨大な魔力が高まり、光の柱が法陣の上に天井を衝つかん勢いで立ち昇った。

　やがて、その光が収まった時。

　その二つの魔術法陣の上に、それぞれ何かが現れていた。

　それは──二人組の男であった。

「ま、こんなものかな？」

　自分の召喚魔術の成果に、フェロードは満足そうに頷いた。

「君達は今から僕と一緒に、タウムの天文神殿へと行く。君達にとっての因縁の相手と再び戦わせてあげよう。いいね？」

　そんなフェロードの言葉に。

　男の片方は野卑な笑みを浮かべ、もう片方の男は無言で頷くのであった──











第五章　最後の邂かい逅こう









　グレンは、システィーナとルミアの二人を伴い、幌ほろ馬車でフェジテを発たった。

　フェジテ城壁北門から、フェジテと帝都オルランドを結ぶアールグ街道を北上していく。

　以前は広がる雄大な農地で出迎えたその光景も、今は白く雪化粧された白銀の世界だ。冷たく澄んだ空気は、まるでその潔癖なる清浄さで肺を刺すかのようだ。

　緩やかな起伏とカーブを描く街道に沿って北上し、東に鬱うっ蒼そうと茂る森沿いに進む。

　とある地点で街道を外れて、西へ。

　以前、セリカと共に遺跡調査へ行った時のルートをなぞっていく。

　あまり街道を外れるのは、魔獣と遭遇する危険性があるため望ましくないのだが、今は北に、天の智ち慧え研究会率いる死者の軍団《最後のウルティムス・鍵兵団クラーウィス》が結集している。万が一に備え、なるべく距離を取っておきたいとの判断からであった。

「でも……なんていうか、懐なつかしいですよね」

　御者台で馬の手綱を取るグレンの頭上から声がかかる。

　システィーナが、車しゃ輌りょう内から身を乗り出し、グレンの頭上に顔を出していた。

「こうして、私達が以前、タウムの天文神殿へ遺跡調査に行ったのって……まだ、半年前くらいの話なんですよね？」

「そういや、まだそのくらいか」

「ええ。あの時は……そう……私のお爺じい様、レドルフ゠フィーベルの魔術論文の説……タウムの天文神殿の時空間転移機能についての再調査に行ったんですよね」

「ああ、そういやそうだったな」

　すると、車輌内にちょこんと行儀良く腰かけるルミアも話に乗ってくる。

「ふふっ、なんだか……不思議な気分です。昨日のことのようで……もう何年も経たったような気もしちゃいますよね」

「まぁ、セリカにケツ叩たたかれて、俺があの学院の講師に着任させられて以来、ほんっ〜〜〜〜とうに、濃い時間ばかり流れていたからな」

　馬車に揺られながら、グレンはぼんやりと今までの軌跡に思いを馳はせる。

　本当に今まで、色々あったと思う。

　グレンの非常勤講師着任と学院爆破テロ事件。

　魔術競技祭と女王暗殺未遂事件。

　サイネリア島への遠征学修とリィエルの『Projectプロジェクト : Reviveリヴァイヴ Lifeライフ』事件。

　システィーナの結婚騒動とジャティスによる《天使の塵エンジェル・ダスト》事件。

　タウムの天文神殿の調査と魔人との遭遇戦。

　社交舞踏会の裏での天の智慧研究会との戦い。

　聖リリィ魔術女学院への留学騒動。

『フェジテ最悪の三日間』と《炎の船》事変。

　イヴの左遷と裏学院騒動。

　スノリアにて、極寒の雪山での白銀竜との戦い。

　遺跡都市マレスでのアルベルトとの一騎打ち。

　無限ループする魔術祭典代表選抜会。

　魔術祭典の裏で第十三ラスト・聖伐実行隊クルセイダースと激突。

　アリシア三世の手記の中には閉じ込められかけて。

　挙げ句の果てには、イグナイト卿きょうのクーデター『炎の一刻半』──

「はぁ〜、もうやだ。俺の講師人生、一体どうなってんの？」

　ざっと今までのことを思い返し、グレンは盛大にため息を吐つくのであった。

　よくもまぁ、これだけの騒動に巻き込まれたものである。

「た、確かに先生にとっては、不運ってレベルじゃないですよね、これ」

　さすがのシスティーナも苦笑いだった。

「やっぱり……先生は、あの学院の講師になったこと、後悔していますか？」

　すると、ルミアがどこか不安そうに聞いてくる。

　グレンはしばらくの間、押し黙って。

「いいや。後悔なんかしてねえよ」

　やがて、屈託なく心からそう言うのであった。

「そりゃ、最初は働くなんて嫌だったし、二度と魔術には関わりたくなかった。思い返せば厄介ごとばっかだったけどよ……それ以上に、嬉うれしいことや楽しいことだって、たくさんあった。講師になって良かったって……今なら胸を張って言えるぜ」

「先生……」

　そして、グレンは空を見上げる。

　空は鬱々と重たい曇り空だ。今にも雪が降ってきそうな暗い雲。

　だが、その厚い雲にたった一点だけ切れ目ができ、そこから輝く陽光が乱反射しながら地に降り注ぎ、辺りをきらきらと煌きらめかせていた。

「そうだな……今、思えば、あの日、セリカに魔術講師を勧められたのが、今の俺の全ての始まりだったんだな……」

「……アルフォネア教授……」

　グレンの独白に、システィーナが神妙な面持ちで押し黙る。

「だとしたら……絶対にアルフォネア教授を助けてあげなきゃ、ですね？」

　そして、ルミアが朗らかに微笑んだ。

「先生にとって、アルフォネア教授は今の先生を形作った大恩人……だったら、今度は先生がアルフォネア教授を助けて、恩返ししなきゃ、ですよね？」

「大丈夫ですって、先生！　私とルミアも、全力で先生の力になりますから！」

「はい。私達でアルフォネア教授を助けましょう」

「ああ、そうだな。……頼りにしてるぜ、お前ら」

　グレンがふっと笑った。

　だが、すぐにグレンはその笑みを消し、押し黙る。

「……あれ？　どうかしましたか？　先生」

「ひょっとして……やっぱり私達じゃ頼りありませんか？」

「いや、違う。そうじゃねえ……そうじゃねえんだ……」

　この時、グレンは気になることがあったのだ。

（……ナムルス……）

　グレンは、かつてのナムルスの言葉を、今一度、思い出す。




　──グレン……近い将来……貴方あなたはもう一度だけ、あのタウムの天文神殿をセリカと共に訪れることになる……

　──そして、その後……貴方は大きな選択を迫られるわ。貴方は、貴方にとって掛け替えのないもの達を天てん秤びんにかけなければならない……




（あれはどういう意味だ？　セリカと共に？　……展開が微妙に違わねえか？）

　ナムルスの予言は、当たらずとも遠からず……といった感じで、どこか妙だ。

　もし、ナムルスが本当に予言ができるとしたら。

　なぜ、〝共に〟と表現したのだろうか？

〝貴方とセリカは、神殿を訪れることになる〟、とでも表現すべきではないのか？

（それに……気になることはそれだけじゃねえ）

〝その後、貴方は大きな選択を迫られる〟

（確かに、俺はここに至るまで大きな選択を迫られた……セリカを救うか、フェジテに残るか……だが選択って、本当にこれのことか？　〝その後〟ってなんだ？　これも一つ目の予言と同様、ただの細かい表現のブレか何かか？）

　恐らく、ナムルスに直接問い質ただしても答えてくれないことだろう。

　ひょっとしたら、然さ程ほど、重要なことじゃないのかもしれない。だが……

（くそ……嫌な予感がする……セリカ……）

　ぎり、と。グレンは手綱を強く握りしめて、胸の内に湧き上がってくる奇妙な予感を、必死に嚙かみ殺し続けるのであった──




　────。




　こうして、グレン達は順調に、タウムの神殿への旅程を進んでいく。

　道中、システィーナとルミアの二人には仮眠を取らせ、グレンは手綱を取って進む。

　そして、夜の気配を感じる夕方頃、グレン達はタウムの天文神殿へと到達した。

　切り立った崖の上に鎮座する、巨大な半球状の奇妙な造形の石造神殿。

　雪化粧されているものの、その姿は半年前見たものと何一つ変わっていなかった。

「タウムの天文神殿……本当にアルフォネア教授がここに……？」

　システィーナが呟つぶやくのを余よ所そに、グレンは石柱が並ぶ入り口付近へと歩み寄る。

　そして、神殿の入り口の前でかがみ込み、ざっとその近辺の雪を払う。

　懐ふところから小さな布ぬの袋ぶくろを取り出し、中に入っている粉末パウダーを辺りに撒まく。魔力の残ざん滓しに反応して、その魔力波長ごとに色を変えて発光する特殊な魔術試薬だ。

「……あった。この紫の光は、セリカの魔力の残滓だ」

「ということは、やっぱり、教授はこの神殿の中に？」

「ああ、間違いねえ」

　グレンは立ち上がって、システィーナとルミアを振り返った。

「悪わりぃ、時間がねぇ。強行軍になるが、このまま遺跡の探索を始めようと思う。……お前達、大丈夫か？」

「はい。ここに来るまでの間に、仮眠は取っておきました」

「準備は万端です！　行きましょう、先生！」

　元気一杯に答えるルミアとシスティーナ。

　こうして、グレン達は、数日分の水と食料、各種探索装備を詰めた背はい囊のうを背負い、タウムの天文神殿内部へと踏み込んでいくのであった──




　────。




　タウムの天文神殿は、一つの巨大な岩の内部を掘削して作り上げるという謎の建築方式で作られた構造物で、当然、通路、壁、天井、各種部屋に至るまで全てが石造りだ。

　内部壁面には、天球図を思わせる幾き何か学がく模様がびっしりと刻まれており、半年前に訪れた時と同じ姿形でグレン達を出迎えた。

　だが、半年前と違うのは、壁面の幾何学模様に不穏な赤や青の魔力が漲みなぎって、重低音と共に鈍く発光し、遺跡全体を震わせていることと……

『シャアアアアアアアアア──ッ！』

　より強大で凶悪となった狂霊が、わんさか徘はい徊かいしていることだった。

　精霊のなり損ない──人影が実体化したようなもの、羽を生やした妖精のようなもの、人ひと魂だまのようなもの──様々な姿形をとった狂霊達が迫って来る。

　グレン達に向かって、群れを成して迫り来る。

　だが。

「《魔弾》──《斉射》ッ！」

　システィーナが一歩前に出て、呪文を一節詠唱と追加節で唱えた。

　システィーナの左手の五本の指から、五発の収束魔力光弾が放たれる。

　黒くろ魔ま【マジック・バレット】──五発同時の起動だ。

　半年前と比べて、威力も技量も格段に向上したシスティーナの呪文に、迫り来る狂霊達は為なす術すべなくズタズタに引き裂かれて、雲散霧消していく。

「──ふっ！」

　グレンも、古式パーカッション・回転拳銃リボルバーを右手で腰だめに構え、左手で撃鉄を弾いて連続掃射ファニング。

　魔力を付呪エンチャントした弾丸が、手練の早業で六発吐き出され、狂霊達をズタズタにする。

「やりましたね！」

「ああ！」

　無数の狂霊の群れを一蹴した二人が、頭上でぱんと手を合わせる。

「お疲れ様です、二人とも」

　後方で支援しようと《ルミアの鍵》を構えていたルミアが、二人を労ねぎらうのであった。

「しかし、探索危険度Ｓ級と聞いてましたけど、わりとなんとかなりますね？」

「お前ら二人のおかげだ。俺一人じゃ、マジで行き詰まっていたところだったわ」

　色々と頼もしい生徒達を流し見て、グレンは苦笑いするしかない。

「だが……それをさっ引いても、やっぱ、少し妙だな」

「妙って……何がですか？」

　グレンの疑問に、ルミアが小首を傾かしげて聞いてくる。

「大人しすぎるんだ。狂霊が」

「！」

「イヴのやつが言った通り、今のこの遺跡の探索危険度はＳ級。本来、Ｓ級で出現する狂霊はこんなもんじゃない。もっと積極的に、凶暴に襲いかかってくるもんだ。だが、今の連中はテリトリーを侵されたから、やむなく襲ってきた……そんな感じだ」

「そ、そういえば……」

「俺には、どうも、この遺跡内の狂霊達は何かを恐れて隠れ潜んでいる……そんな風に思えてならねえ。まぁ、今の俺達にとっては都合良いっちゃ良いんだが……」

「油断は禁物ってことですね」

　ルミアの結びに、グレンがこくりと頷うなずく。

　すると、システィーナがこんなことを聞いて来た。

「それにしても……結局、アルフォネア教授は、一体何をしにこの遺跡へ来たんでしょうか？　そもそも、もう二度と帰ってこないって、どういうことなんでしょうか？」

　それは、グレンも抱えている根本的な疑問だった。

「わからん。ナムルスは何も教えてくれねーしな。ただ、この遺跡の最深部には《星の回廊》があっただろう？　多分、アレ関係じゃないかと踏んではいるんだが……」

「《星の回廊》……学院の地下迷宮《嘆きの塔》深層域へと通じる道ですね？」

「となると……今回の私達の探索は、《嘆きの塔》深層域まで至ると構えていた方が良さそうですね」

「ああ、そうだな」

　未いまだセリカの真意はわからない。真実なのは、セリカが本気でもう二度とフェジテに帰って来る意思がないこと……それだけだ。

（セリカ……）

　グレンが懐から、赤魔ま晶しょう石せきのペンダントを取り出し、握りしめる。

　このペンダントをセリカの鼻はな面づらに叩たたき付けてやるまで、グレンはただひたすら突き進むしかないのだ。

（待ってろ、セリカ。必ずお前を連れ戻してやるからな……ッ！）

　意志を新たに、グレンは再び遺跡の奧へ向かって歩き続けるのであった。




　────。




　それから。

　一日経たち、二日経ち、三日経ち……

　遺跡探索は拍子抜けするほど、順調に進んでいった。

　確かに、グレン達の行く手を無数の狂霊や罠わなが阻はばんだ。

　だが、グレンの経験、システィーナの魔術、ルミアの異能、それらが悉ことごとくを退ける。

　以前の探索で、完璧な遺跡内地図を作っていたことも幸いした。

　本当にこれがＳ級かと思うほど、探索は順調に進んでいったのである。

　グレン達は次々と、タウムの天文神殿遺跡内を踏破していく。

　第一、第二祭儀場、礼拝場、第三祭儀場、天文台、霊れい廟びょう、大回廊、星の間──遺跡内の様々な施設を次々と踏破していく。

　案の定、そこまでの行程でセリカは発見できなかったが、それは想定内だ。

　そして、後一日ほどの行程で、タウムの天文神殿最深部──本命の大天象儀プラネタリウム室へと到達する──そんな時。

　──事件は起こった。




　────。




　グレン達は、とある遺跡内通路の真ん中で休憩を取っていた。

　周辺区画の狂霊は掃討し、罠の存在もしつこいほど調べ尽くして確保した安全地帯だ。

　床に毛布を敷いて腰を落ち着ける。携帯用の小型オイルストーブに火を入れて、鍋で湯を沸かす。そこに固形スープを溶かして温かいスープを作る。

「先生、どうぞ」

　ルミアがグレンへ、スープを注いだカップを差し出す。

「おう、わりいな」

　それを受け取り、グレンは白い湯気を立てるカップに口を付ける。

　疲れて冷えた身体からだに、熱いスープが染しみ渡るようであった。

「〜♪」

　一方、システィーナはグレンから少し離れた場所で、遺跡の壁の紋様を調べている。

　どうやらこの探索行にも慣れ、いつもの魔ま導どう考古学魂が騒ぎ出したらしい。

「おい、白しろ猫ねこ。あんまり離れるなよ？」

「わ、わかってますよ、もうっ！」

　グレンが刺す釘くぎに、システィーナは不満そうに口を尖とがらせるのであった。

　こうして、グレンがスープを飲みながら、休憩時間をぼんやり過ごしていると。

　不意に、ルミアが呟いた。

「今頃……フェジテはどうなっているんでしょうか……？」

　なにせ、この遺跡内にいると、外の状況がまったくわからないのだ。遺跡の外部とは、魔術的な通信手段や霊脈レイ・ライン回線は一切通じない……そんな場所なのである。

「想定通りなら、そろそろ《最後のウルティムス・鍵兵団クラーウィス》がフェジテへ到達する頃のはずだ……」

「…………」

　気丈なルミアも、さすがに表情を曇らせる。

　そんなルミアの頭を、グレンは安心させるように撫なでた。

「大丈夫だ。あいつらを信じろ。俺も信じている」

「……そうですよね、私達がここで色々考えても仕方ないですよね」

「そういうことだ。それに、セリカを連れて帰りゃ戦力大幅アップ間違いなし、フェジテを救うのも余裕のよっちゃんってわけだ」

　そうニヤリと笑って、グレンがくっとスープの残りを飲み干す。

「さて、お前達。休憩は終わりだ。大天象儀室まで、あと少し……」

　そう言って、グレンが立ち上がって伸びをした──その時だった。

　ヴン……

　突然、遺跡内の魔力の循環が変動し、不穏な鳴動を始めたのだ。

「な、なんだッ!?」

　グレンが咄とっ嗟さに傍かたわらに居るルミアを庇かばうように立ち、周囲を警戒する。

　今まで赤と青に鈍く光っていた周囲の紋様が、奇妙な明滅を始めながら、その造形を変化させていく。不気味な紫の光を放ち始める。

　ゴゴゴゴ……重苦しい重低音と共に、遺跡内を微細な震動が襲った。

「な、な、なんですか、コレ!?」

　グレン達とは少し離れた場所にいたシスティーナが、慌てて壁から飛び退のく。

「わからねえ！　だが、何かがヤベぇ！　白猫、お前もこっちに──」

　と、グレンが周囲を警戒しながら、システィーナへ呼びかけていると。

「せ、先生っ！　ルミアっ！　足下っ！」

　そんなシスティーナの警告が上がる。

「何!?」

　咄嗟に、グレンが下を見ると……グレン達の足下に、今まではなかった魔術法陣が浮かび上がっていた。

「や、やべ……」

　そして、次の瞬間。




　ひゅんっ！




　突然、グレン達の視界からシスティーナが消えた。

　否いな──グレン達の視界そのものが変わったのだ。

　今のグレン達のいる場所は、先程まで休息を取っていた通路ではない。

　全く別の場所──遺跡内のどこかの部屋のようであった。

　足下の魔術法陣だけはそのままに、グレン達とシスティーナは、完全に分断されてしまったのである。

「なぁ──ッ!?　バカな、転移罠……ッ!?」

「システィ!?」

　愕がく然ぜんとするグレンとルミア。

　この周辺は安全確保のため、しつこいくらいに罠の存在を確認したのだ。

　こんな罠が急に発動するなんて、いくら何でもおかし過ぎる。

　気付けば、周囲の紋様の造形の変化、紫色の光、重低音と震動は収まっていて、遺跡は元の平穏なる姿を取り戻していた。

「くそっ！」

　グレンがポケットから宝石型の通信魔導器を取り出し、システィーナと連絡を取る。

『せ、先生っ！』

　通信魔導器の向こう側から、システィーナの慌てたような声が届いていた。

「白猫、無事か!?」

『え、ええ……わ、私はなんとも……先生の方は……？』

「ああ、俺もルミアも無事だ」

『転移罠……で、でも、どうして突然、こんな……？　私達、周辺の罠は完璧に調べましたよね!?　いくらなんでも、こんなの……』

「…………」

　不安げなシスティーナの声が届く中、グレンは考える。

　先のあの遺跡内部が見せた奇妙な変動。あれでもし、遺跡内の罠配置が変化し、グレン達の足下に罠が出現したのだとしたら、辻つじ褄つまは合う。

（問題は、なぜ、このタイミングで突然、罠配置が変化したか……だが）

　遺跡によっては、自動で罠の配置や種類を変化させるものもある。

　だが、このタウムの天文神殿にそれはない。そんな仕掛けがあれば、かつてＦ級などという最低探索危険度はつかないはずだ。

（考えられるとしたら、人為的なもの……誰かが遺跡の中枢を掌握し、手動で罠配置を無理矢理、変更した……？）

　グレンは足下の魔術法陣に手を当て、魔術解析の呪文を行使する。

（やはりだ。何者かの強制介入の痕跡がある……）

　では、誰がこんなことをやったか？

　セリカのはずがない。セリカだったら、このタイミングでグレン達とシスティーナを分断するような悪意に塗まみれたこと、悪戯いたずらでもやらない。

　──ということは、つまり。

「……白猫、気をつけろ。この遺跡……俺達以外に誰かいるぞ」

『……えっ!?』

　システィーナの緊張した雰囲気が、通信魔導器越しに伝わってくる。

「これは誰かの、俺達に対する悪意ある仕掛けだ。つまり、これで終わりの筈はずがねえ。その誰かは分断された俺達に対して、必ず何かを仕掛けてくるはず」

「そ、そんな、先生……」

『ど、どうすれば、いいんですか……？』

　狼狽うろたえるルミアとシスティーナを宥なだめるように、グレンは努めて冷静に言った。

「まず落ち着け。とりあえず合流を最優先する」

　グレンは周囲の風景と、魔術による座標特定で、地図上の自身の位置を割り出す。

「ちっ、かなり遠い……白猫との合流には半日くらいかかる。だが仕方ねえ……」

　グレンが苦々しげに、そう言うと。

『そんなの駄目です！』

　通信魔導器越しのシスティーナが即座に否定した。

『先生は一刻も早く、教授の元へ到達しなきゃいけないんでしょう!?　のんびり合流している暇なんかありません！　ただでさえ時間はギリギリなのに……』

「お、お前……だがな……」

　グレンが判断に困っていると。

「先生、先に進みましょう」

　ルミアが毅き然ぜんとそんなことを言った。

「なっ!?　ルミア、お前まで……ッ!?」

「今、地図を確認しましたが、私達もシスティも、大天象儀プラネタリウム室までは同じくらいの距離です。このまま同時に進めば、きっとそこで合流できるはずです」

「だ、だがな……」

『先生、私もルミアに同意見です』

　すると、ルミアの言葉が聞こえたのか、システィーナもそんなことを言ってくる。

『わざわざ致死的な罠わなではなく、分断罠である以上、分断するという行為自体に、何か意味があるはずです。合流しようとしても妨害される可能性が高いかと』

「しかし……」

　それでもグレンが決断を躊ちゅう躇ちょしていると。

『先生、私を……私達を信じてください！』

　そんなシスティーナの強い決意が籠もった言葉が、グレンの耳じ朶だを打つ。

『私達は、先生がアルフォネア教授と再会するために……その力になるために、先生に同行したんです！　決して、先生の足を引っ張るためじゃありません！』

「──ッ!?」

　見れば。

「…………」

　ルミアも何かを訴えかけるような強い意志の灯ともった目で、グレンを見つめている。

　この二人にこうまで訴えかけられてしまっては、是非もない。

「……わかった。お前達の判断を信じる。大天象儀室で会おう」

『はいっ！』

「気を付けてね、システィ。先生のことは、私に任せて」

　距離は離れていても、心は一つ。

　そう頷うなずき合って、グレンとルミア、そしてシスティーナは、それぞれ行動を開始したのであった──




　────。




　かつん、かつん、かつん……システィーナが靴音を立てて歩く。

　遺跡の通路内を一人、慎重に歩いて行く。

　以前にもこういうことはあった……学院の地下迷宮を探索中、罠によってグレンと分断されてしまったことが。

　あの時は無様に取り乱し、自身のできることできないことの分析もできず、ただ助かりたいために、やけっぱちで駆け回るだけだったが……今は違う。

（冷静に、自身の手札と魔力、そして周囲の状況を分析する。心を平静に保ち、常に最善の一手を模索し、指し続ける……この窮地にこそ魔術師の在り方を実践する。そう、私は先生の足を引っ張るために、ついてきたのではないのだから）

　確かに心細さはあるが、今のシスティーナは、それだけでは止まらない。

　そもそも、以前のゼロマナ地帯と比較すれば、こんな状況、苦境ピンチの内にも入らない。

　グレンと分断されて半日。今に至るまで降り掛かったどんな狂霊も罠も、システィーナは退けた。今のシスティーナはもう、立派な一人前の魔術師であった。

（地図の通りなら、次は大星見場ね……ここを越えれば、大天象儀室……）

　システィーナの予想通り、前方に通路の終わりが見えた。何らかの部屋へと続く、アーチ型の出入り口だ。

　システィーナがそこから部屋内へと入る。

「……ッ!?」

　そこは、背後の壁以外は、左右向こう側の壁も、天井すらも闇に包まれて見えないほど広大な空間だった。

　無論、無限ではなく、ちゃんと壁伝いに進めば、他の部屋に続く通路の出入り口に到達する。あまりにも広大なドーム状空間だから、見えないだけなのだ。

　そんな空間に、表面に謎の紋様が刻まれた無数の石円柱が、無秩序に立っている。

　その石円柱の直径は、１メトラほどのものから10メトラに及ぶものまで、高さはシスティーナの位置から天辺てっぺんが見えるものから、天井の闇へ吸い込まれ、天辺がまったく見えないものまで、実に多種多様であった。

「……相変わらず、謎の空間ね……何の意味があるのかしら？」

　見る者を圧倒する神秘的で不可思議なその空間の光景に、システィーナが息を漏らす。

　普段なら、ここで延々と魔ま導どう考古学考察に耽ふけるところだが、今は一分一秒が惜しい。

「……確か順路は……ここから北北東ね」

　脳内に記憶した地図と照らし合わせ、システィーナは早速、歩を進め始める。

　だが──その時だった。

　どくん……システィーナの鼓動が一ひと際きわ強く高鳴る。

　肌で感じた、微かすかな魔力の動き。誰かが呪文を唱える時、特有の空気の動き。

　システィーナの生存本能が全力で警鐘を鳴らして。

「──なッ!?」

　システィーナは咄とっ嗟さに、横へ跳び転がる。

　その瞬間、眼前に聳そびえ立つ無数の石柱──そのとある天辺が、きらっと光り──雷らい閃せんが凄すさまじい速度で迫って来る。

　半瞬前、システィーナがいた場所を容赦なく穿うがつ。

　この呪文は──

「【ライトニング・ピアス】!?」

　システィーナが転がって、素早く体勢を立て直す。

「誰か居るの!?」

　そして、背中の背はい囊のうを捨てながら、攻撃が来た方角を見上げ、叫ぶと──

「ひゃははははははははははは──っ！」

　耳みみ障ざわりな高笑いと共に、何者かが激風を纏まとい、辺りの石柱を足場に蹴って、猛然とシスティーナへと接近してくる。

　やがて──その何者かが、システィーナと十数メトラほどの間合いを開けて着地する。着地の衝撃で激風が渦を巻いて、周囲へと荒れ狂う。

　現れたその人物は──街のチンピラ風の男であった。

　だが、纏う魔力が、下卑た殺気が、この男が只ただ者ものじゃないことを猛烈に主張する。

「よぉく、かわしたジャン!?　花丸あげちゃうぜ！　ぎゃはははははっ！」

「あ、ああ……ッ!?　貴方あなたは……ッ!?」

　その男を見た瞬間、システィーナが眦まなじりが裂けんばかりに目を見開く。全身に猛烈な悪お寒かんが走り、心臓が雑巾のように絞り上げられたかのように萎縮する。

　そう、忘れもしない。忘れてなるものか。

　かつて、二度もシスティーナの身を汚けがそうとし、殺そうとした、その下劣にて悪逆極まりないその男の姿と名前は──

　──ジン゠ガニス。

「ど、どうして、貴方が、こんな所に……ッ!?」

　呆あっ気けに取られるシスティーナの前で、ジンが嗤わらう。

「ひゃははははははははははは──っ！　久しぶりだなぁ、白猫ちゃんっ！　また、蘇よみがえったぜぇ!?　やっぱ俺、お前だけはどーしても美味おいしく喰くっておきたくてよぉっ!?　さぁ、前回の鬱憤っていうスパイスもたっぷりだし!?　今度こそ、食べ頃猫のフルコースと行こうかぁ!?　ひゃはははははははははははははは──ッ！」

　ジンの狂気的な哄こう笑しょうが、広大なドーム内に響き渡り、ぐわんぐわん山やま彦びこする。

「〜〜〜〜ッ!?」

　システィーナにとっての、最低最悪の悪夢の再来に。

　システィーナは──……




　──一方、その頃。

　システィーナの居る大部屋とまったく似たような、別の大部屋にて。

「ちっ……そういうことか」

　グレンは、そこで遭遇した男からルミアを背後に庇かばうように前へ出た。

「……久しぶりだな、グレン゠レーダス」

　全身から、対たい峙じしただけで身が押し潰されそうなほどの存在感を放つ男だった。

　ダークコートを纏ったその男とは、グレンは過去、二度戦ったことがある。

　一度目は、非常勤講師時代の学院爆破テロ事件で。

　二度目は、『フェジテ最悪の三日間』で。

　その男の名は──

「レイク゠フォーエンハイム……まーた蘇ってきたってのかよ、しつけえ野郎だ」

　油断なく身構えるグレンへ、ダークコートの男──レイクが言った。

「お前との再戦の日……この日をずっと待ちわびていた……」

「俺はまったく待ってなかったけどな！」

　グレンがそう叫ぶと。

　バキンッ！　途端、レイクの身体からだから何か、鎖を引きちぎるような音がする。

　次の瞬間、レイクの魔力と存在感がさらに脹ふくれあがった。

　そして、レイクの身体が変貌していく……その体格が一回り大きく脹れあがり……頭に角、背中に皮膜の翼、全身にバキバキと鱗うろこが生えていく。

　レイクが人外へと成り果てていく。

「今度ハ【竜鎖封印式】一号、二号、三号、全テ解放シタ……サァ、ぐれん゠れーだす……飽クナキ戦闘ノ先ノ果テニアル世界ヲ……我ガ一族ノ呪ワレタ行イノ意味ヲ、俺ニ見セテクレ……ッ！」

　そして──レイクが人の形をした人外へと完全に成り果てた、その瞬間。

　暴力的な魔力がレイクから溢あふれ、嵐のようにドーム内を吹き荒れる。

　まさに、自然界の頂点に君臨する竜のごとき強大な存在感を放ち始めるレイク。

　並の感覚の持ち主ならば、そんな人を超越した存在を前に、全てを諦め、忘我するしかないだろう。

　だが、グレンは……

「バカだな、お前。本当にバカ野郎だぜ」

　レイクを哀れむように、そんなことを言った。

「せっかく生き返ったんだから、何か他に楽しいこと見つけて楽しく生きりゃ良かったんだよ。最初の使命にいつまでも囚とらわれて、本当、バカだぜ」

　グレンにとってレイクは、無論、親しい相手でもなければ、多く言葉をかわした相手でもない。

　グレンがレイクについて知ることと言えば、過去、二度死闘を繰り広げた相手であるということと……レイクが、竜の力に取り憑つかれたフォーエンハイム家の呪われた使命に囚われているということ……そんな書類上の情報のみ。

　そもそもが、殺し合う敵同士だ。わかり合えるはずもない。

　だが──グレンは、そんな今のレイクの異形の姿に、どこか共感と憐れん憫びんを禁じ得なかった。

「ルミア、行くぜ。力を貸してくれ」

「……はい」

　力強く頷いて、ルミアが《王者の法アルス・マグナ》を解放して。

　グレンは、レイクへ向かって銃を構えるのであった──




　────。




「『Projectプロジェクト : Reviveリヴァイヴ Lifeライフ』による死者復活……恐らく、これが彼ら二人にとっては、最後の復活となるだろうね」

　某所にて、グレン達の様子を魔術的な視覚で眺めていたフェロードが言った。

「なにせ、いつの間にか、あのジャティス゠ロウファンが、組織の隠し研究所を襲って、バックアップの元データや儀式場、術式を全部、破壊してしまったみたいでね……」

　要所要所でとことん邪魔をしてくる、喉の奥に刺さった小骨のような〝正義〟の所業に、さすがのフェロードも少しうんざり気味だった。

「だけど。こうして、システィーナへ彼ジンを仕向けることができたのは幸いだ。ふふ、悪く思わないでくれ……これは君に課した試練なんだ」

　真っ暗闇の中で、フェロードが微笑ほほえむ。

「システィーナ……君ならきっとこの程度、乗り越えられるはずさ。この程度を乗り越えられないような出来の悪い子は、僕は知らない。でも、乗り越えたその時は……」

　フェロードが懐ふところから、一本の鍵を取り出す。緑色の鍵だ。

「この最後の一本……《風ふう皇おう翠すい将しょう》シル゠ヴィーサを君に贈呈しよう。その時、君は、僕と共に真理へ到達する資格を得るんだ……ああ、嬉うれしいよ……可愛かわいい君と、再び共に道を歩めるなんて……」

　そして、システィーナへ向けていた魔術的視覚を、今度はグレンの方へ向ける。

「さて、ところで〝愚者〟……実際、彼はどうなんだろうね？　僕も彼のことだけは、イマイチわからない」

　どこか不思議そうに、グレンの姿を眺める。

「彼は、どこをどう考えても、〝正義〟や〝星〟、〝魔術師〟のように、盤面の大勢に大きな影響を及ぼせる力を持つ配役ロールじゃない。……だけど、不思議と常に盤面の中心に絡からんで来る配役ロール……イレギュラー」

　フェロードは愉たのしげに、口元を歪ゆがめる。

「まぁ、多少イレギュラーだけど、今はそれだけの存在であることも事実。……とりあえずは、我が愛いとしき天使の完成度を改めて推し量るダシに使わせてもらうよ……」

　そんなことを呟つぶやいて。

　フェロードは、闇の中で一人、ゆるりと微笑み続けるのであった──











第六章　一つの終着









　その男を見た瞬間──システィーナの思考は、真っ白に漂白されていた。

　心臓が破裂しそうなほど鼓動し、全身を猛烈な悪寒と浮遊感が支配する。

　──叫ぶと思っていた。

　──泣いて、叫わめいて、みっともなく取り乱すと思っていた。

　ジン゠ガニス。

　システィーナにとってその男は、魔術の暗黒面の象徴であり、恐怖の対象。

　自分のような未熟で脆もろい存在は、その男が叩たたき付けてくる悪意と殺意に、あっという間に搦からめ捕られ、全身をガタガタ震わせながら、無様を晒さらすに違いない──

　──そう思っていた。

　だが。

「…………？」

　システィーナはふと、気付く。

　自分は叫んでいない、泣いていない、叫いていない。

　──取り乱していない。

　ジンとの遭遇による、恐怖と衝撃で忘我してしまったのかと言えば、そうでもない。

　ふと、気付けば……システィーナは考えていたのだ。

〝恐らく、呪文の早撃ちでは、まだこの男には勝てない〟

〝正面からの呪文の撃ち合いは、こちらが圧倒的に不利〟

〝周囲に突き立つ無数の石柱……これを利用できないだろうか？〟

〝私の手持ちの手札は？　敵の手持ちの手札は？　どう切る？　どう捌さばく？〟

〝……まず、私が打つべき第一手は……？〟

　システィーナは、ジンと対峙しながら、自分でも驚くほど冷静だったのである。

　確かに恐怖はある。油断すれば足は竦すくみそうだし、すぐ過呼吸に陥るだろう。

　だが──そんな恐怖をスッパリ切り離し、思考をフル回転させている自分が確かにいるのだ。

（……私、どうしちゃったのかしら？　こんな強敵を相手にしているのに……もしかして……恐怖で頭がおかしくなったのかしら……？）

　そんな余計なことを頭の片隅で思いつつも、システィーナの戦闘計算思考はまったく止まらなかった。

　そして、そんなシスティーナの冷静な姿を訝いぶかしんだらしい。

「おやぁ？　なぁんか、思ったより冷静じゃん？　意外〜？」

　ジンが、へらへらとそんなことを言う。

「あ？　ひょっとして、もう諦めちゃった？　俺に美味おいしく食べられちゃう覚悟、決めちゃった？　おいおい、萎えるようなことやめろよなぁ？　もっと必死に泣き叫んで、抵抗してくれなきゃさぁ？　嬲なぶり甲が斐いってモンが──」

　そんなジンの鼻先へ。

「《雷帝の閃せん槍そうよ》」

　システィーナの左手の指先から、黒くろ魔ま【ライトニング・ピアス】が飛ぶ。

「お？」

　ぱぁん！　飛来する雷らい閃せんを、咄とっ嗟さに右手で弾くジン。

　対し、システィーナはどこまでも氷のように冷静に、ジンを見据えている。

　ジンは、しばらくの間、呆ほうけたようにそんなシスティーナを見つめ……やがて、口の端はを野卑に吊り上げる。

「へぇ……？　なんだ、やっぱ喰くい応えありそうじゃん？　いいぜぇ？　そのくらいクソ生意気な方がスパイスになって、味が熟成されるってもんさぁ？」

　途端、今までの軽薄な調子のまま、ジンの雰囲気がさらに変わる。

　相手を嬲り、甚いた振ぶり、その尊厳を蹂じゅう躙りんすることに極上の快感を覚える、残酷にて非道なる外道魔術師へと変貌していき──そして。

「《ズドドドドドン》！」

　ジンが容赦なく呪文を唱えた。

　黒魔【ライトニング・ピアス】の超高速五連射だ。

　その一発一発の弾速も通常のものより遥はるかに速い。並の魔術師ならば視認することも反応することもできないだろう。

　そんな雷閃が五条、システィーナ目掛けて殺到する。

　だが──

「《疾シ》ッ！」

　システィーナが、黒魔【ラピッド・ストリーム】の連続起動ラピッド・ファイア──《疾風脚シュトロム》を発動し、右へ流れるように跳ぶ。

　システィーナの残像を虚むなしく刺し穿うがつ、五本の雷閃。

　そして、システィーナはそのままジンへ背を向けて疾走。石柱の間を縫って、距離を取って逃げていく──

「ほう？　まずは鬼ゴッコかぁ？　いいぜぇ？」

　ニヤリと外げ衆すに笑い、ジンも《疾風脚シュトロム》を発動する。

　そのまま、システィーナが逃げていった方向を、猛然と真まっ直すぐ追う──

「──鬼さぁん、こちらぁっとぉ！　手の鳴る──」

　──が。

　唐突に、ジンの背筋をぞくりと駆け上った死の予感。

「なぁ──ッ!?」

　それに衝つき動かされ、ジンは咄嗟に横へ跳び転がる。

　半瞬前、ジンが居た場所を、死角の頭上から降り注いできた三さん閃せんの雷いかずちが刺し穿った。

「な、にぃ……ッ!?」

　ジンが頭上を見上げる。

　すると、近場の石柱の天辺てっぺんのへりに──ちらっと見えた銀髪。

「…………」

　システィーナだ。システィーナが巨大な石柱天辺のへりに立ち、ジンを指差し、ジンを鋭い目で見下ろしていたのだ。

「……いつの間に……ッ!?　まさか、ビビって逃げると見せ、石柱を《疾風脚シュトロム》で駆け上っていやがったのか!?　俺から見て死角となる位置から!?」

　システィーナの意外過ぎる反撃に、ジンが驚いていると。

「…………」

　システィーナはそんなジンを見下ろし、口の端を少しだけ、ふっと吊り上げる。

　そして、人差し指を立て、くいくいと動かす。

　その意味は、とてもわかりやすい。即すなわち──〝かかって来なさい〟だ。

「……野郎……この糞くそ猫ねこがぁ……ッ！」

　怒髪天を衝くジンが、再び《疾風脚シュトロム》を発動する。

「躾しつけてやらぁあああああああああ──ッ！」

　そして、システィーナの立っている、石柱の天辺を目掛けて、天高く跳躍する。

　石柱を蹴って、蹴って、猛速度で駆け上っていって──

　当然、迫り来るジンへ、システィーナが迎撃の雷閃を放つ。

「ハッ！　弾が遅おせぇんだよ!?　その程度で──」

　それを、ジンが石柱を駆け上る軌道を変化させて、かわした──その瞬間だった。

　ごんっ！　鈍い音がジンの頭部に弾はじけ、目から火花が出る。

「がぁ──ッ!?」

　空中に設置されていた〝見えない何か〟に激突し、ジンが墜落していく。

「な、なんだ……今のは……ッ!?　ま、まさか──？」

　ジンは、今、自分の頭部を襲った現象の正体を悟る。

　黒魔【エア・ブロック】。空気を凝縮して、透明なブロックを創り出す風系の呪文。

　ジンは、それに激突してしまったのだ。

「あ、あの糞猫ぉ……ッ！　まさか、これを狙って……ッ!?」

　墜落しながら、ジンはシスティーナを見る。

　システィーナは、墜落していくジンを見て満足そうに薄く微笑ほほえみ、再び《疾風脚シュトロム》を発動、たんっと天辺を蹴る。

　ジンに背を向け、逃げるように跳び去って行く──

「あ、あのメスガキぃ……ッ!?」

　一流の魔術師としての誇りはなく、ただ自身の卓越した能力を、愉悦のためだけにしか振るわないジンにとって、格下、獲物と定めた相手に舐なめられることほど、鶏冠とさかに来るものはない。

「てめぇ……ッ！　タダじゃ殺さねえ……ッ！　女として生まれてきたことを後悔するほどの地獄を見せてやらぁああああああ──ッ！」

　そう残酷に決意して。

　ジンも再び《疾風脚シュトロム》を再始動──システィーナの後を超高速で追うのであった。

「《雷帝の閃槍よ》──ッ！」

　すかさず、空中を先行するシスティーナが後ろを見もせず、黒魔【ライトニング・ピアス】を、左右の指から二反響唱ダブル・キャストで放つ。

「うおっ!?」

　やたら正確な狙いで迫り来る二閃の雷光を、ジンは咄嗟に空中で横転してかわし──

「この──《ズドドドドドドドドドドドド──ッ！」

　先方を疾とく駆けるシスティーナへ、滅め茶ちゃ苦く茶ちゃに雷光を放ちまくる。

　システィーナとジンの《疾風脚シュトロム》による、壮絶な空中戦ドッグファイトが始まるのであった──




　────。




「うぉおおおおおおおおおおお──ッ！」

『ガァアアアアアアアアアア──ッ！』

　グレンとレイクが、近接格闘戦の間合いで、真っ向から打ち合っている。

　グレンの繰り出す拳打の連打を、レイクが受け止め、レイクが繰り出す爪撃を、グレンがいなし、かわし、受け流す。

　だが、竜人となったレイクとやり合えば、まともに攻撃を貰もらわずとも、その余波だけでグレンの身体からだが裂け、打撲が刻まれていく。

「ぐ、ふぅ──ッ!?」

　だが、それに構わず、グレンはただひたすら、前へ、前へ。

　そんなグレンの気迫に気け圧おされるように。

『ァアアアアアアアアア──ッ！』

　レイクが、足を千切り取らんばかりの猛烈な蹴撃を放つ。

　すかさず、グレンがそれを跳躍でかわす。

　そのまま空中で胴を捻ひねり、レイクの脳天へ踵かかと落おとし。

　レイクがそれを跳び下がって──

「ジャスト一分ッ！　ぉおおおおおおおおお──ッ！」

　その隙間を縫って、グレンが電光石火の挙動で銃を抜いた。

　その銃は、グレンがいつも使っている魔銃《ペネトレイター》ではない。

　アリシア三世から譲り受けた新たな魔銃《クイーンキラー》だ。

　グレンが《クイーンキラー》を構え、引き金を弾く。

　単発式の火打ち石式フリントロック・拳銃ピストルの銃口が、装薬の炸さく裂れつと共に咆ほう哮こうし、一発の球弾頭を吐き出す。

《ペネトレイター》よりも大口径のその反動は凄すさまじく、銃を撃ったグレンが軽く後ろへと仰のけ反る程であった。

　そして、《ペネトレイター》とは比較にならないほどの威力を持った大弾頭が、レイクへ向かって真っ直ぐと突き進み──その額へと突き刺さる。

　並の相手ならば、そのまま首が丸ごと吹き飛びかねない威力だが──

　がんっ！　盛大な衝撃音を立てて、跳ね返される弾丸。

　当然、異形化したレイクには通らず、大きく仰け反らせるだけだった。

「──行けッ！」

　だが、グレンが指揮棒のように《クイーンキラー》を振るう。

　すると、跳ね返された弾丸が、その飛ぶ方向を曲げ──再びレイクへと襲いかかる。

　がんっ！　がんっ！　がんっ！　がががががっ！

《クイーンキラー》から放たれた弾丸は、レイクの身体にぶつかって、跳ね返される都度、不自然にその軌道を反転させ、レイクへと再び襲いかかる。

　頭、肩、胴、足、腕──レイクの身体を叩たたき、仰け反らせ、吹き飛ばす。

　それは、レイクが頑丈だからどうこうできる問題ではない。単純にレイクとの体重と、弾丸が持つ壮絶な物理エネルギーがなす反作用の問題だ。

　ゆえに、レイクの身体が弾丸に殴られて躍る。弾丸がレイクの身体を傷つけることはないが──その身体を浮かせ、躍らせる。

『ォオオオオオオオオオオオオ──ッ！』

　レイクは弾丸を叩き落とそうと、爪撃を繰り出すが──爪に触れる直前、弾丸はくるっとカーブし、やはりレイクの身体を殴りつけ続ける──

「ぜぇ……っ！　ぜぇ……っ！　再装塡時間リキャスト・タイム一分……ルミアッ！」

「は、はいっ！　《慈悲の天使よ・遠き彼かの地に・汝なんじの威光を》──ッ！」

　離れた場所から、ルミアがグレンの求めに応じ、すかさず白しろ魔ま【ライフ・ウェイブ】を唱えた。

　すると、レイクとの真っ向からの打ち合いでボロボロになっているグレンの身体へ、柔らかく暖かな光が降り注ぎ、グレンの傷を癒やしていく──

「ぜぇ……ッ！　ぜぇ……ッ！　ちっ、今のは危なかったぜ……ッ！」

　変幻自在に高速機動する弾丸がレイクを抑え込んでいる間、グレンは《クイーンキラー》を構えながら、身体が癒えるのを待つ。

「しかし……こいつぁ凄すげぇな」

　回復を待つ間、グレンがちらりと自分の手にある火打ち石式フリントロック・拳銃ピストルを見やる。

　魔銃《クイーンキラー》。まるで小型の砲とでも表現すべき、恐るべき威力の弾丸を撃ち出す拳銃だが、その真価はそこではない。

　この銃の真価は、〝撃ち出した弾丸の弾道を、射手のイメージ通りに操作できる〟、〝撃った後、銃は射手の魔力を吸って弾丸と装薬を錬成、一分間で自動的に再装塡が完了する〟──この二点に尽きる。

　少々、再装塡の魔力消費量がキツいが、魔力を増幅エンハンスできる《王者の法アルス・マグナ》持ちのルミアがいれば、そんなデメリットは完全に握り潰せる。魔力で編まれた弾丸ゆえに、並の対抗呪文カウンター・スペルや魔力障壁なら容易たやすくブチ抜ける。

　使い方こそなんとか解析できたが、その魔術的構造はまったく不明。なぜか、グレンの魔力波長にのみ反応し、グレン以外には使用不可能なグレン専用銃。

　グリップに刻まれた〝汝、正位置の愚者たらんことを〟の文字が、アリシア三世からグレンへの何らかの意図を感じさせる。

　恐らく魔法遺産アーティファクトとも呼ぶべき代物であり、グレンには過ぎた代物だ。

　だが、それでも常に火力不足に悩まされる三流魔術師のグレンにとっては、喉から手が出るほど欲しかった能力の武装でもあった。

「しっかし、俺は相変わらず、他人におんぶに抱っこだな……」

　グレンが呆あきれながら、そんなことを思う。

　そう。敵は、かの《竜帝》レイク゠フォーエンハイム。

　いかに《クイーンキラー》が強力な武器であるとはいえ、それだけでは対抗しえない。

　ルミアの《王者の法アルス・マグナ》を乗せて、【フィジカル・ブースト】や【ウェポン・エンチャント】などの魔術的強化バフをガチガチに固め、レイクの遠距離からの竜言語魔法ドラグイッシュを、《ルミアの鍵》の空間操作能力で処理してもらい、さらに近接格闘戦でグレンが限界までボロボロになった時、アリシア三世から授かった《クイーンキラー》で時間を稼ぎ、ルミアに法医呪文ヒーラー・スペルで回復してもらって……始めて、この拮きっ抗こうが成り立っている。

「へっ！　今さら格好付けてもしゃーねぇか！　俺は昔っからこのスタイルなんだからな！」

　徐々に感覚が戻ってきた身体の調子を確認しつつ、グレンが開き直って言う。

　そろそろ、《クイーンキラー》で放たれた弾丸の射程が尽きる頃だ。

　再び、地獄のような格闘戦の再開が迫ってきたことを予感し、グレンが身構える。

「俺は、クソザコナメクジだッ！　なら、それらしく、無様にみっともなく足搔あがかせてもらうぜッ!?」

　そんなことを語るグレンの背中へ。

（違いますよ、先生……）

　ルミアは祈るように、心の中で呟つぶやいた。

（先生……あなたは、本当に強いんですよ？）

　ずっと、グレンの戦いを傍そばで見てきたルミアだからこそ、わかる。

　グレンは──強くなっている。

　今まで、数々の強敵と戦い、困難を乗り越えて、グレンの力量は確実に上がっている。

　魔力こそ成長せねど、体術と戦闘勘はことここに至り、極限まで研ぎ澄まされている。

　生死の修羅場という炎が、グレンという鋼を鍛え上げたのだ。

　そうでなかったら、今日まで生き残れたはずもない。

　今、こうして、真の力を解放したレイクと曲がりなりにも互角に渡り合えるのは、恐らく、グレン自身の力が底上げされたからに他ならない。

　それをグレンに指摘すれば、〝帝国軍時代の勘が戻ってきただけだ〟とでも言うだろうが……三年前、ルミアが外道魔術師に誘拐され、当時のグレンに助けられた時……その時のグレンの戦いを見ていたルミアだから、はっきり言える。

（今の先生は……軍にいた時よりも、強いんです！　心も、身体も！　そう、あなたは胸を張っていいんです！）

　ルミアが心の中で叫ぶ。

（それでも足りない分は、私が……私達が補いますから！　だから──）

　と、その時だった。

『ガァアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！』

　レイクを抑え込んでいた弾丸の威力が尽き、地面に叩き落とされる。

　そして、そのまま、レイクは咆ほう哮こうによって、竜言語魔法ドラグイッシュを起動する。

「うお!?　いきなりそう来るか!?　やべ──」

　竜言語魔法ドラグイッシュが体現する自然界の暴威──空間がねじ曲がりそうな程の嵐が渦巻き、猛烈な雷雨がグレンを吞のみ込まんと迫って来る──

　が。

「大丈夫です、先生！　お願い、《私の鍵》──ッ！」

　ルミアが、銀色に輝く小さな鍵を掌てのひらの上に、出現させる。

　ルミアの掌の上に浮遊する鍵が、そのまま、ぐるんっと半回転する。

　途端、グレンとレイクの間の空間に、巨大な亀裂が走り──自然の暴威はその亀裂の中に呆あっ気けなく吞み込まれていく──

「先生っ！」

「おう、サンキュー、ルミアッ！　だぁあああああああああああ──ッ！」

　そのまま、グレンが駆け出す。

　影走るような速度で、拳を構え、レイクへと肉薄する。

　距離を取れば、恐るべき威力の竜言語魔法ドラグイッシュが飛んで来る。

　ルミアとて、いつまで防ぎきれるかはわからない。

　そして、グレンの攻性呪文アサルト・スペルは、全てレイクに打ち消しバニッシュされる。

　そう、つまり活路は、真っ向からの近接格闘戦にしかないのだ──

「レイクゥウウウウウウウウウ──ッ！」

『ぐれん……れぇええええだすぅううううううう──ッ！』

　グレンが猛然と繰り出した右拳と。

　レイクが轟ごう然ぜんと振り上げた右足が。

　二人の頭上で激突、その衝撃波が周囲に逃げ場を求めて拡散する。

　そして、二人とも、再び死力を尽くして、打ち合うのであった──




　────。




　グレン＆ルミアｖｓレイク。

　システィーナｖｓジン。

　それぞれの因縁の戦いが、それぞれの場所で、熱く白熱していく。

　グレンも、ルミアも、システィーナも。

　強大な敵を前に、それぞれの秘術を尽くし、一歩も引かずに戦い続ける。

　だが──いかに難敵とはいえ、グレン達に悲壮感や危機感は欠片かけらもない。

　しょせん、グレン達にとっては越えるべき障害……ただの通過点に過ぎないのだ。

　敵の目的は、片やただの下劣な欲望、片やただの妄執。

　グレン達と敵達とでは、見据えているものが違う。戦う理由が違う。

　こんな所で躓つまずいてはいられない──その乾けん坤こん一いっ擲てきの気迫が戦いに如にょ実じつに表れる。

　グレン達の立ち回りを、普段以上に研ぎ澄ませていく。

　グレン達は、一歩も引かず、戦って、戦って、戦って……

　そして──……




　────。

　──。




　最初はただ、自分が相手を舐なめていただけだと、ジンは思っていた。

　その次は、ただの偶然か、まぐれだと思っていた。

　だが……こうして戦いが続くにつれて、ジンは、どうしても〝とある事実〟を薄々と、ひしひしと感じざるを得なくなってくる──

「こ、この、糞くそ猫ねこがぁ……ッ！」

　空間を駆け抜けて反響する風の轟ごう音おん。

　システィーナとジンの二人が、《疾風脚シュトロム》で翔とんでいる。

　システィーナが、その空間内に無造作無数に立っている石円柱を足場に、ひたすら前方へ前方へ推進していく。

　ジンも、そんなシスティーナを追うように、翔んでいく。

　周囲の石円柱が、まるで激流のように後方へと駆け流れて行く──そんな光景の中、ジンは愕がく然ぜんと思った。

（馬鹿な、追いつけねえ……ッ!?　いや……むしろ離される……ッ!?　この俺の《疾風脚シュトロム》が、あんなメスガキに劣るだとぉ……ッ!?）

　ありえない、そんなことはありえないはずなのだ。ジンの《疾風脚シュトロム》の技量は、天の智ち慧え研究会でもトップクラスなのだから。

（クソッ！　間違いなく、俺の《疾風脚シュトロム》の方が最高速度トップ・スピードで勝っている！　なのに……なぜ、こうも──ッ!?）

　システィーナは石柱と石柱の間を実に、器用に滑らかに高速移動している。

　基本、《疾風脚シュトロム》の機動軌跡は、ベクトルの違う直線を繫つなげて形作られたものになるのだが、システィーナの《疾風脚シュトロム》の機動はまるで、曲線を描くように滑らかだ。

　つまり、方向転換の際の減速が、まったくないのだ──




　一方、ジンを振り切りながら、システィーナは冷静に思う。

（……最高速度トップ・スピードで勝っていても、速さで勝てるとは限らない……この世界には、どんな速さにも勝る〝捷はやさ〟がある……）

　今、システィーナの脳裏に思い浮かんでいるのは、先の魔術祭典で戦った、砂漠の国ハラサの代表選手、アディル゠アルハザッドの姿だ。

　あの華麗で無駄のない体術で、アディルは、最高速度トップ・スピードで勝るシスティーナを〝捷さ〟で翻弄した。

　システィーナはアディルの動きのイメージを、自身の《疾風脚シュトロム》へ、自分なりの解釈で取り込んだのだ。

（ありがとう、アディル……貴方あなたのおかげで、私は戦える）

　頭の片隅で、そんな風に好敵手に感謝しつつ──

　システィーナはさらに《疾風脚シュトロム》の出力を上げ、ギアを上げて推進する。




　その一方──

（ふざけんな……ッ！　なんだあの糞猫の動き……ッ!?）

　ジンは心の中で憤慨しながら、吐き捨てていた。

（あんなふざけた三次元機動ができるやつ、あのセラ゠シルヴァース以外に、そうそういるわけねえだろ!?　それをあんな糞猫が、なぜ──ッ!?）

　この時。ジンの脳裏には、かつて組織の任務中に交戦し、自分を軽くあしらって圧倒した、とある女の姿が──屈辱の記憶が思い浮かんでいた。

　思えば、ジンがシスティーナを嬲なぶることに固執するのも、この自分が命からがら逃げるしかなかった憎き相手と、システィーナがどこか似ているからかもしれない。

「ふざけやがってぇえええええええええ──ッ！」

　ジンが前方を翔ぶシスティーナを指差し、【ライトニング・ピアス】を猛連射する。

　ちょうど、システィーナとジンの飛ひ翔しょう方向が一直線に並び、その間に遮蔽物がまったくない絶好の撃墜ポイント。ジンは、そこを容赦なく狙ったのだ。

　必殺を確信した無数の雷らい閃せんが、システィーナを目掛けて飛ぶ。

　だが──

　その刹那、そう来るとわかっていたとばかりに、システィーナの身体からだが右へぶれ──

　ふっ、と。システィーナの姿が、まるで手品のようにジンの視界から消える。

「な──消え──ッ!?」

　ジンが驚きょう愕がくに目を見開いた──次の瞬間。

　どおんっ！　飛翔するジンの身体を、圧縮収束された風の破は城じょう鎚つい──黒くろ魔ま【ブラスト・ブロウ】が、ジンの真下から天へ突き上げるように猛烈に殴りつけてきた。

「ぐぁあああああああああああああ──ッ!?」

　呪文に押し流されるまま、天井へ向かって、猛然と吹き飛んでいくジン。

　あっという間に、床が遠くなっていく。

　そんなジンの視界の端に、先ほどまでジンの前方を翔んでいたはずのシスティーナが、なぜかジンの真下を背面飛行で翔んでいるのが、ちらりと見えた。

（や、やられた……ッ!?）

　恐らくシスティーナは、あの瞬間、右へ一度フェイントを入れ、それを目で追ったジンの視線を切るように、次の瞬間、身体を捻ひねり込んでの超減速と共に高度を下げたのだ。

　ゆえに、速度の変わらないジンは、そのままシスティーナの頭上を追い越してしまったのである。高速飛行中、そのような機動を急に取られたら、ジンの目にはシスティーナが消えたようにしか映らないだろう。

　そして、システィーナは速攻で《疾風脚シュトロム》を再点火、ジンの真下を取り、背面飛行で黒魔【ブラスト・ブロウ】を撃ち込んできたのだ。

　この恐るべき三次元機動と空中戦のセンス──

「ゲフッ！　野郎ぉ……野郎ぉおおおおおおおおおお──ッ!?」

　認めたくない。だが、認めざるを得ない。

　今のシスティーナは、恐らく、この自分ジンよりも圧倒的に──……

「ふざけるなぁあああああ──ッ！　たかが獲物の分ぶん際ざいでぇえええええええええええええええええ──ッ！」

　それを認めることは、ジンのなけなしのプライドが許さない。

　プライドにかけて、ジンは《疾風脚シュトロム》を再点火。天井に激突するギリギリで、システィーナの【ブラスト・ブロウ】から辛かろうじて抜け出す。

　再びシスティーナの姿を探そうと、下方を見下ろして──

　ゴォオオオオウッ！

　哀れ、そんなジンの視界一杯に、唸うなり荒れ狂う風刃の轟ごう嵐らん──黒魔【シュレッド・テンペスト】が、下方から迫り来る光景が映った。

　巻き込んだものを粉砕切断する広域面制圧攻撃ゆえに、左右に逃げ場はない。

　唯一の回避策は上へ翔んで、呪文の射程から逃れることだが……すでに天井付近にいるジンには、それすらもできない。

「……畜生ジーザス……ッ！」

　唯一の抵抗手段は、魔術的防御を全力で固めることくらいだが、それも咄とっ嗟さには完璧ではなく──

「ぐぉおおおおおおおおおおお──ッ!?」

　ジンは荒れ狂う無数の風の刃やいばに、自身の身体をズタズタに引き裂かれていくしかなかったのであった──




　────。




「だぁああああああああああああ──ッ！」

　グレンの上から被かぶせるようなカウンターの右拳打、一いっ閃せん。

　左の爪撃を完璧にハズされたレイクは、グレンの拳をもろに顔面に受け──

　──グレンが拳を振り抜くと共に、後方へ吹き飛ばされる。

『ガァアアアアア──ッ！』

　だが、吹き飛ばされつつも、レイクは再び竜言語魔法ドラグイッシュで天変地異を引き起こす。

　絶対零度の猛吹雪が、グレンを襲うが──

「──《私の鍵》よ！」

　ルミアの掌てのひらの上に浮遊する銀色の鍵が、くるりと半回転する。

　ぐるんと空間が回転し、吹雪が展開された空間が、点へと圧縮──そのまま消滅してしまう。

「しぃ──ッ！」

　すかさず、グレンが再装塡時間リキャスト・タイムの終えた《クイーンキラー》を抜き、引き金を弾く。

　発砲の衝撃で、がんっと仰のけ反るグレン。咆ほう哮こうする銃口。

　再び超威力の弾丸が、空間をフリーダムに動き、四方八方からレイクを殴りつけ、その動きを封じる。仰け反らせ、押し下げ、後退させていく。

「レイク、聞こえるか!?　もう止めろッ！」

　そんなレイクへ、グレンが警告を上げた。

「もう勝負は着いた！　お前の負けだ！」

　グレンの言うとおりであった。

　見れば、レイクの全身がひび割れ、少しずつ崩壊を始めているのだ。

　グレンの攻撃が効いたわけではない。

　恐らく、レイクの【竜鎖封印式】全解放という戦い方が、そういう性質なのだろう。

　人を超えた超絶的な力を得る代わりに、その依より代しろとなった身体は、どんどんと崩壊に向かっていくのだろう。

　竜化の呪いドラゴナイズド──大いなる竜の力を人の身に取り込むなどという、元々、禁忌を通り越して自殺行為な発想の術式だ。そのくらいのリスクはあって然しかるべきだ。

　だからこそ──レイクは【竜鎖封印式】の安易な解放を拒んでいたのだろうから。

　つまり、レイクの勝ち筋は【竜鎖封印式】全解放で得たパワーによる、超短期戦であったのである。

　だが──この戦いは拮きっ抗こうしている。

　修羅場を潜くぐり抜けることで磨き抜かれたグレンの体術や、新たなる銃。

　ルミアの《王者の法アルス・マグナ》、《ルミアの鍵》。

　様々な要因が重なって、人外のレイクと、人間のグレンは、拮抗している。

　むしろ、今のグレンとルミアを相手に、拮抗していることの方が賞しょう讃さんに値する。

　だが──押し切れず、拮抗している以上、レイクの命運は決まった。

　後は、レイクはゆっくりと崩壊していくだけ。ゆっくりと死んでいくだけ。

　もう、勝負は決しているのだ。

　だが──

『モットダ……モット見セロ……コノ先ノ世界ヲ……ぐれん……れぇええええだあすぅううううううううう──ッ！』

　レイクは止まらない。戦いを止めようとしない。

　この戦いで己の全てを燃やし尽くし、消滅してしまわんとばかりに──

「……バカ野郎が」

　そんなレイクの覚悟を見て取ったグレンは舌打ちし、《クイーンキラー》を背中のホルスターに納めた。

　そして、腰からもう一丁の銃を取り出す。

　グレン本来の愛銃──《ペネトレイター》だ。

　その魔銃には、すでにとある特殊な装薬で、弾丸が装塡されている。

「……《０の専心セット》」

　どくん……グレンの呪文詠唱スペリングと共に、銃に不穏な魔力が漲みなぎった。

　崩壊で当初より大分、動きが鈍った今のレイクならば……あるいは、零距離を取ることも可能だろう。

「……先生……」

　遠くから不安げに見つめてくるルミアに。

「心配すんな」

　グレンが、にっと笑いかけて。

　その瞬間、レイクが威力を失った《クイーンキラー》の弾丸をようやく叩たたき落として。

『ぐぅううううれぇえええええええええんんんんんんん──ッ！』

　グレン目掛けて、猛速度で突進してくる。

「終わらせてやる」

　グレンは、人知を超えた凄すさまじい速度で迫って来るレイクを見据える。

　鋭い目で銃を構え、そして──




　────。




　こんなはずではなかった。

　こんな目に遭うために、蘇よみがえったはずではなかった。

　本来なら、あの糞くそ生意気なメスガキを、徹底的に痛めつけ、心をへし折り、無様に地を這はいつくばらさせ、泣き叫わめかせ、許しを乞わせるはずだった。

　そんなメスガキを組み敷き、その美しい肢体を隅々まで徹底的に貪り尽くし、徹底的に辱はずかしめて、女としての尊厳を奪ってやるはずだった。精神が崩壊するまで蹂じゅう躙りんし尽くした後でブチ殺し、無様に打ち捨ててやるはずだった。

　だが、現実は──

「げはっ……ごほっ……ぐはぁ……ッ！」

　全身、ズタズタのボロボロで無様に打ち捨てられて、地を舐なめている自分ジンと。

「ふぅー……ふぅ……ッ！」

　ジンの前に立ち、油断なく左手を構える、無傷のシスティーナ。

　そんな、決定的な敗者と勝者の構図であった。

（馬鹿な……馬鹿な、馬鹿な、馬鹿な……ッ!?　この糞猫がここまで強くなりやがっていたなんて……一体、俺が死んでいる間に、何があった……ッ!?）

　ジンがそんなことを呻うめきながら考えていると。

「……ねぇ、貴方あなた。どういうつもり？」

　システィーナが、ぼそりと聞いてくる。

「どうして、まだ本気を出さないの？　そんなボロボロになってまで……一体、何を企たくらんでいるわけ？　どんな罠わなを張ってるの？」

「……はぁ？」

　一瞬、わけがわからずジンは忘我するが。

　ゆっくりと、システィーナのその言葉と真意を咀そ嚼しゃくしていく。

　要するにまぁ……気付いていないのだ。この目の前の糞生意気なガキは、今、自分がどれだけの化け物になったか、気付いていない。

　そして、こちらの罠や切り札を油断なく警戒しているということは、それに備えてまだ余力を残している、ということだ。

　この時、ジンは自分と今のシスティーナの間にある絶望的な実力差を悟る。

　おまけに、今のジンは指の一本すら動かすことができないほど、負傷している。

（ち、畜生……畜生がぁ……ッ！）

　だが、ジンとて悪逆にかけては超一流の外道魔術師。

　この時、この絶体絶命の状況を逆転する方策を、頭をフル回転させて弾はじき出していた。

　それは──

「ひっ……ひぃいいいいい!?」

　ジンは情けない悲鳴を上げる。

「な、何も企んでねえよぉ……ッ！　罠なんて張ってねぇ……ッ！　お前が、お前が強くなりすぎたんだよぉ……ッ！　すみませんっしたぁ……ッ！」

「！」

　システィーナはそんなジンの言葉に、一瞬、驚いたように微かすかに目を見開くが。

　それでも油断せず周囲へ注意を払いながら、ジンを見据え続ける。

「そう、それじゃ……」

　システィーナが、ジンへ向ける指先へ魔力を集め始める。

　だが……その時だった。

「ま、待ってくれっ！　こ、殺さないでくれっ！」

　ジンは縋すがるように哀れっぽく言った。

「！」

　その言葉に、システィーナが硬直した。

「も、もう反省したっ！　もう二度と悪さはしねえっ！　組織からはサッパリと足を洗うっ！　だ、だから殺さないでくれぇっ！　殺すのだけはカンベンしてくれぇっ!?　見逃してくれ……命だけは……ッ！」

「…………」

「お、俺は、今回で最後の復活なんだよっ!?　つまり、お前が俺を殺したら、俺は本当に死んじまうんだっ！　だ、だから、頼む……殺さないでくれ……っ！」

「…………」

「お、お前だって、本当は、いくら俺が相手でも人は殺したくねえだろっ!?　人を殺すって、そりゃ重すぎるもんなぁっ!?　俺みたいなクズのために、今後の未来ある人生に暗い影を落とすなんて、そんなのゴメンだろ!?　なぁっ!?　だから──」

　そんなジンの言葉に。

「……………………」

　システィーナは完全に押し黙ってしまった。

　ジンへ指を突きつけたまま、微動だにせず、突っ立っている。

　そんなシスティーナの姿を前に、ジンが内心ほくそ笑んでいた。

（へ、へへへ、そうだろ……？　悩むよなぁ？　躊躇ためらうよなぁ？　なにせ、てめぇは甘あま々あまちゃんだ……ちょっと強くなった程度で勘違いして、のぼせ上がっているだけの糞ガキだ……いざ、殺しという段階になっちゃ、ぜってぇ躊躇う……ッ！）

　そう、それこそがジンの狙い。

　だからこそ、偽りの命乞いの中に、頻繁に〝殺す〟だの〝死〟だのと入れて、システィーナに〝それ〟を意識させたのだ。

（ひひひっ！　迷え、迷え……てめぇがそうしている間にも、俺の傷は徐々に治ってきている……力が戻ってきている……なにせ、俺は只ただの人間じゃねえからなぁ……ッ!?）

　そう、ジンは『Projectプロジェクト : Reviveリヴァイヴ Lifeライフ』による復活者。自己治癒能力は非常に高い。

　いくら負傷しても、死ななければどうということはないのだ。

　この時、ジンは確信していた。

〝システィーナは、俺を殺さない〟

　否いな──〝殺せない〟

　精々が、この場に拘束されたり、意識を刈り取られて無力化される程度だ。

　だが、生きている限り、この糞生意気なメスガキを、目に物見せて蹂躙してやる機会なんていくらでもある。

　システィーナが自分が敵かなわないほど強くなったというならば、正面からまともにぶつからなければ良い。闇討ち、不意討ち、人質……それこそ手段などいくらでもある。

（見物だぜ……このメスガキの大事なダチや家族を人質に取って、見せしめに一匹ずつくびり殺してやった時、こいつが一体どんな顔をするか……ッ！）

　そして、その後は──

（へっ……どの道、あと少し……あと少しで動けるようになる……思い知らせてやるぜ、このメスガキがぁ……ッ！　澄ましてるその鼻っ柱をへし折ってやるぜ……ッ！　後悔させてやる……絶対に後悔させてやらぁ……ッ！）

　──だが。

　ジンが己の勝利を完全に確信した……その時だった。

「ごめんなさい。私、貴方だけは見逃さない」

　システィーナが、毅き然ぜんとそう言い放ったのであった。

「……へ？」

　ジンが呆ほうけたように、システィーナを見上げる。

　凜りんと涼やかにこちらを見下ろしてくるシスティーナの目に、迷いはなかった。

　もちろん、人殺しを〝正〟と肯定したような目ではない。

　ただ、守るべきもののために、決然と覚悟を決めた目であった。

「……え？　ぁ……お、おい？　言ったろ？　俺はこれが最後の復活だって……」

「それは真実みたいね。……だから、正直、ほっとしてるの」

「は？」

「貴方はクズよ。心底、救いようのない、どうしようもない邪悪。今、ここで、私がありきたりな倫理観や道徳で貴方を見逃せば……私だけじゃない、いつか、私の友達や両親……私の周りの皆まで不幸になる。……それだけは、絶対にさせない」

「……ちょ……おま……ッ!?」

「せめて言葉は濁さないわ。〝貴方を殺す〟。……恨むなら恨めばいいわ」

　ジンは悟る。

　はったりや強がりではない。システィーナは……本気だ。

「ま、待てっ！　待ちやがれ!?　本気か!?　本気で俺を殺すのかっ!?」

　ぞくりと、背筋を駆け上る冷たいものに突き動かされるように、ジンが狼狽うろたえながら吠ほえかかった。

「お、落ち着けッ！　お前のやることは人殺しだぞ!?　お前みたいな未来あるガキが、本気で人を殺すってのかっ!?　重たいだろ!?　今後のお前の価値観がガラリと変わっちまうぞ!?　てめえみてえな中ちゅう途と半はん端ぱなガキが、下手に人を殺せば、必ず心に暗い影が落ちる……ッ！　もう、今までと同じようには生きていけねえぞっ!?」

「……そうかもしれないわね」

　だが、システィーナは怯ひるまずに言った。

「でも、それが〝魔術師〟よ」

「────ッ!?」

　息を吞のむジンの前で、システィーナが指先に魔力を高めていく。

　バチバチ、と。熾し烈れつな稲妻が指先に高まっていく。

「〝汝なんじ、望まば、他者の望みを炉にくべよ〟……自身の譲れないもののために、あらゆる手段を尽くす……たとえ、それが他者を蹴落とすことになろうとも。それこそが私達、魔術師の決して目を逸そらしてはならない闇であり、本質」

「な……ッ!?」

「私はもう、すでに一人蹴落としているわ。ここで妥協することは、その人への裏切りにもなる……だから、覚悟を決めた。私は皆を守る！　貴方のような最低最悪の人に、私の大切な人達には指一本、手出しさせない！　ここで全て終わらせる！」

　その時、ジンは気付いた。

　システィーナの左ひだり眼めに浮かび上がる、小さな魔術法陣の存在を……

「て、てめぇ……それ、読心の魔術……【マインド・リーディング】ッ!?　い、いつの間に……ッ!?」

　そして、同時に。この時、ジンは自分の命運が完璧に尽きたことを悟った。

　完全に誤算であった。目の前の少女は、甘ったれの子供ではなかった。

　中途半端？　とんでもない。

　彼女は──正真正銘、真の魔術師だったのだ。

「ま、待てっ！　待ってくれぇええええええええええ──ッ!?」

　ジンが叫ぶ。慌てて手足をばたつかせ、逃げようとするが……負傷はまだ大きく、芋虫のように僅かに身じろぎすることしかできなかった。

「う、噓うそだっ！　そ、そんなっ！　この俺が……噓だろ……ッ!?　この俺がぁああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

「ごめんなさい。……そして、さようなら」

　システィーナの指から一条の雷らい閃せんが、時間差起動ディレイ・ブートで放たれる。

　その雷閃は、ジンの心臓を、恐るべき正確さで完全に刺し射い貫ぬいた。

　びくんっ！　その瞬間、ジンの身体からだが一つ大きく跳ねて。

　そのまま、ジン゠ガニスという外道魔術師は、今度こそ、完膚なきまでに地獄へ落ちるのであった──




　────。




　──同時刻。

　一発の銃声が、辺りに響き渡っていた。

「…………」

『…………』

　グレンとレイクの二人が、至近距離で組み合っている。

　最後の瞬間、レイクが真まっ直すぐ繰り出した爪撃は、グレンの左肩を掠かすめて抉えぐった。

　ばっ！　と派手に上がる血煙。

　だが、同時に──グレンが大きく身体を開いて突き出した銃口も、レイクの左胸部へと届いていた。

　固有魔術オリジナル【愚者の一刺しペネトレイター】。

　全ての物理的、魔術的護まもりを突破し、その存在本質そのものを滅ぼす、必滅の魔弾。

　雷火の咆ほう哮こうと共に放たれたそれは、レイクの心臓を、魂を完全に刺し穿うがち──ボロボロに引き裂いていた。

　決着は完全に付いていた。

「……これで満足か？」

　グレンが銃を構えたまま、静かに問う。

『ガ、ァアア……ァアアアア……』

　よろよろと、レイクが一歩……また一歩と後ずさっていく。

　全身を、壊れた陶器のようにボロボロ崩壊させながら、後ずさっていく。

　やがて、ぼどりと手が落ち、床に落ちたそれがガシャンと砕け散る。

「何か見えたか？　一つのことに妄執した果てに、人の身に過ぎた力を得て……最さい期ごまでそれに殉じて駆け抜けた先に……何かあったか？」

『グ、ガ、ァァァア……』

「ねえんだよ。その道の先には何もねえ。てめぇも、最初っからわかってたろうに」

　レイクは答えない。

　元よりもう、答える理性も残っていないのだろう。がしゃっと両膝を折り、崩壊しながら人外のうめき声を上げるだけだった。

「…………」

　グレンがそんな死に逝ゆくレイクを見つめる。

　別に、同情を感じる相手ではない。ただの倒すべき敵だ。

　いつものように、立ちはだかる敵を今回も倒した……ただそれだけの話。

　だがその時、グレンはなぜか、そのレイクに対して共感シンパシーのようなものを感じていた。

「……哀れなやつだ。もう休め」

　グレンがそう言うと。

　レイクの崩壊は、何かのたがが外れたように一気に進み……

　ぶわっ！　レイクだったものは、光の粒子に分解されて……そのまま、跡形もなく完全に消滅してしまうのであった。

「…………」

　グレンは、空中に霧散していく光の粒子を、神妙な表情で見つめる。

「先生……っ！」
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　ルミアがグレンの隣へ駆け寄り、早速、法医呪文ヒーラー・スペルでグレンの怪け我がを癒やし始める。

　だが、グレンは心ここにあらず、といった感じで、レイクが消えて逝いった虚こ空くうを見つめ続けるだけだった。

　ルミアが治癒を続けながら、心配そうにグレンへ声をかける。

「あ、あの……大丈夫ですか？　どうかしましたか？」

「……ああ、大丈夫だ」

　グレンはふと我に返り、銃を納めながら、ぼそぼそと言った。

「多分な……あいつはきっと、意味が欲しかったんだろうな」

「意味……ですか？」

　小首を傾かしげるルミアに、グレンが頷うなずく。

「フォーエンハイム家……ただただ人を超える強い力に取り憑つかれ、人の竜化という禁忌に手を染めた家。だが、その力は……破滅が確定した力だ」

「…………」

「意味なんてありゃしない。最初からそんなものはどこにもない。だが、それでも、あいつは何らかの意味が欲しかった……先祖代々から受け継いだそれを捨てることも、新しい生き方や価値観を模索することもできずに」

「…………」

「唯一の道は、自身の力に〝意味を作る〟ことだが……あいつはそれすらもできなかった。最期まで愚直に一族の理念に殉じた。ったく、不器用なやつだよ、同情しねえがな」

　どんなに言い繕ったところで、どんな生い立ちや理由があった所で。

　悪党は、悪党。外道魔術師は、外道魔術師なのだから。

　だが、そんなレイクの生き方は──

「ひょっとしたら……俺も、こいつみたいになったのかもな」

「えっ!?」

　グレンの言葉に、ルミアが驚いたように顔を上げる。

「『正義の魔法使い』……ありもしない、無意味な幻想を、ただガキの憧れに任せて、必死に追い求め続けていた俺は……正直、こいつを笑えねえよ」

「…………」

「もし、だが……もし、俺があの時……『正義の魔法使い』になれるかもしれない、何らかの強い禁忌の力を目の前でちらつかされたら……飛びついちまったかもな」

　そして、レイク゠フォーエンハイムみたいに、いつか、どこかで何の意味もなく……

　グレンがそんなifを想像していた……その時だった。

「そんなことは、絶対にありません！」

　ルミアが語気強く、グレン言葉を否定していた。

「ルミア？」

「先生はそんなこと、絶対にしません！　たとえ、一時疲れて迷ったとしても……先生はいつだって、正しい道を選択するはずです！　私の尊敬する先生は……本当に強い人なんですから！」

「ははっ……それ買いかぶり過ぎじゃね？」

　真っ直ぐ見つめてくるルミアへ、グレンが苦笑いする。

　だが、構わずルミアは続けた。

「それに……先生の『正義の魔法使い』が、ありもしない、無意味な幻想だなんて……そんなことはないんです」

「！」

「確かに、先生が憧れて望んだ『正義の魔法使い』の形は幻想かもしれませんけど……それを目指す過程で、先生が救った多くの人々は……決して幻想じゃない。ほら、よく見てください、先生。今、ここに居る私は……幻想ですか？」

　グレンが愕がく然ぜんとする。

　そんなグレンへ、ルミアがにっこりと微笑ほほえむ。

「ふふっ、先生、そうでしょう？　だったら……先生が憧れて目指した道は……決して無意味じゃなかったんですよ。素晴らしく価値があった道なんです」

「…………」

　グレンはしばらくの間、そんな天使のように微笑むルミアを呆ぼう然ぜんと見つめる。

　やがて、グレンもふと微笑んで言った。

「そうだな。そうかもな。……悪わりぃ、少しナーバスになってた」

「先生……」

「さて、そういうことなら、気を取り直して、行くか」

　そう言って、グレンはポケットから、宝石型の通信魔ま導どう器きを取り出す。

　だが、その通信魔導器は、レイクとの戦いの余波で真っ二つに割れていた。

「ちっ……しまったな。これじゃ、白しろ猫ねこと連絡が取れねえ」

　グレンが苦い顔をする。

　こうして襲撃を受けたのが自分達だけである……はずはない。

　以前も似たようなことがあった。

　その時、システィーナが戦った相手は──……

「……システィのことが心配ですか？」

　難しい顔で押し黙るグレンへ、ルミアが聞いてくる。

　だが、グレンはしばらく沈黙を保ち、やがて、さっぱりと言った。

「いや。正直、全然心配してねえ」

　にっと、グレンは笑う。

　それは、虚勢でも楽観でもない。純然たる信頼だ。

「今のあいつは強つえぇ。心身共に本物だ。イヴやアルベルトをガチで相手取ったって、そう簡単に落とされるやつじゃねえ。俺の個人的な心情を除けば、何も心配してねえよ。あいつは……俺の自慢の弟子だからな」

　そう、自分達は魔術師なのだ。人の道を、理ことわりを、大なり小なり外れし者。

　いくら、グレンが大人ぶって、人生の先輩面して、生徒達を過保護に守って、魔術の闇から遠ざけても……生徒達が魔術師として自身の信じる道を歩む以上、常に生死と闇は隣り合わせだ。魔術師とはそういう人種なのだ。

　だから、教師の自分ができることは、生徒達が自身の信じる道を歩む時、せめてその道を強く歩んでいけるよう、道を誤らぬよう、〝本当の強さ〟を教えてやること。

　かつて、グレンが帝国宮廷魔導士団という危険な職業に就くことを、セリカが渋りながらも肯定してくれたように。

　グレンも、システィーナの歩む道を、決断を、肯定してやるだけだ。

　グレンがそんなことを、心の中で薄ぼんやりと考えていると。

「ふふっ、そうですか。いいなぁ、システィ……」

　ルミアが、くすりと羨ましそうに微笑んだ。

「ん？　どういうことだ？」

「えへへ……どういうことだと思いますか？」

　目をぱちくりさせるグレンの手を、ルミアが引いた。

「さぁ、先生。先へ進みましょう。まだまだ、終わりじゃないんですから」

「お、おう……？」

　そんなことを言い合って。

　グレンとルミアは、神殿の最深部を目指し、再び歩き始めるのであった。




　────。




　システィーナが、自らの明確な殺意をもって、トドメを刺したジン゠ガニスの遺体。

　それに背を向けて、歩き出しながらシスティーナは物思う。

（……ありがとう、サクヤさん。魔術祭典での貴女あなたとの戦いのおかげで……私は魔術師としての覚悟を決めることができたわ。ありがとう、先生。サクヤさんとの戦いで、先生が私の味方をしてくれたからこそ……今の私がある……）

　だが──そんなことを思いつつも、システィーナの表情は苦々しい。

「……っ！」

　一瞬、システィーナがふと、足を止め、口元を押さえる。

　正直に言えば──気分が悪かった。

　何か、取り返しのつかないことをしてしまった、喪失感がある。

　仕方ない、やるしかなかった、それが正しかった……色々理由や言い訳はつくが、それでもシスティーナが想像して、覚悟していた以上に重いことであった。

　多分、一生忘れられない記憶だ。

　人を殺せば、人生に暗い影を落とす──ジンはそう言ったが、強あながち噓うそではないだろう。

　だが、決して忘れてはいけない記憶でもある。

　魔術師という、力持つ超常の存在として生きていく以上、今の感覚を決して忘れてはいけない。自身を縛る戒めとして、覚えていなければならない。

　それを忘れてしまった時、自分は道を踏み外した者──すなわち、〝外道魔術師〟へと成り果てるのだろうから。

「……先生も……ずっと、こんな重荷に耐えてきたのかしら……？」

　そんなことを薄ぼんやりと考えて、システィーナは自分の頭の悪さに苦笑する。

「愚問だわ。そもそも、先生が耐えてきた重荷はこんなものじゃない」

　ぱぁんっ！　両手で両頰を挟むように叩たたく。

　頭を震わせるその衝撃で、心を切り替える。

「よし！　行くわ。先生が……ルミアが……最深部で待ってるから」

　そう力強く頷いて。

　システィーナも、再び迷いなく歩き始める。

　その威風堂々たる様は、最も早はや、子供特有の頼りなさや弱々しさは微み塵じんもなかった──




　────。




　ぱちぱちぱちぱち……

　──某所にて、フェロードの拍手が響き渡っていた。

「素晴らしい。見事だよ、システィーナ。まさか、君が魔術師として、そこまで成長していたなんて……」

　フェロードが感極まったように、心底嬉うれしそうに言った。

「やはり君は、本物だ。僕と共に、真理を目指す資格が……禁忌教典アカシックレコードを摑つかむ資格がある。ああ、僕は本当に嬉しいよ……」

　フェロードの独白はさらに続く。

「そして、ルミア……我が愛いとしき天使……君の力も素晴らしい。ああ、遥はるか悠久の時を経て、君はようやく復活を果たしたんだね……僕がこの時をどれだけ、待ち望んでいたことか……ずっと、ずっと、本当の君と再会する日を待ちわびていた……」

　フェロードの顔に浮かぶ歓喜。

　だが、それが不意に曇る。

　システィーナとルミア。

　自分の最愛の者達に、不快な虫がついていたからだ。

「……〝愚者〟グレン゠レーダス……彼は一体、なんなんだろうね？」

　フェロードの計算に、微かすかなズレが生じていた。

　目算では、ルミアという存在の最高のアシストを受けておきながらも、グレンはここで無様に死ぬ……そんな予定だったのに。

　まるで、自分が完璧に書き上げた台本に紛れ込んだ、不快な騒音だ。

　不愉快な要素は、それだけではない。

　システィーナとルミア。彼女達のもっとも大きく強い感情は、どう見ても、グレンへ真まっ直すぐ向いている。フェロードにとっては、それは──

「少し……妬やけるな」

　だが、そんな不快感を笑い飛ばすように、フェロードが微笑んだ。

「まぁ、いいさ。彼女達は、すぐに僕のものになるのだから。今は精々、彼女達との一時の蜜月を楽しめばいい」

　そして。フェロードが歩き始める。

「では、行こうか……そろそろ、この一幕のラストシーンの始まりだ……演出は僕……さぁ、精々楽しんでいっておくれ」

　そう言って、フェロードは──……











第七章　禁忌教典アカシックレコード









　タウムの天文神殿の探索を開始してから、五日目。

　グレンとルミアは、ついに最深部──大天象儀プラネタリウム室へと辿たどり着いていた。

　綺き麗れいに磨き抜かれたドーム状の大部屋だ。

　その中心には、巨大な天てん秤びんのような魔導装置が鎮座している。寸胴の本体部分に絡からみ合う剝むき出しの歯車や結晶体、謎の機械類。装置の頂点に設置された斜めのアーム。その両端に取り付けられた切頂十二面体の巨大な結晶体。

　タウムの天文神殿心臓部にて、最大の謎──天象儀プラネタリウム装置。

　だが、以前の光景と違うのは──その天象儀装置が、何らかの力を駆動させているということだ。

　装置には凄すさまじい魔力が漲みなぎり、取り付けられた各種結晶体が様々な色で点滅している。アームがせわしなく不可解な動きを行い、装置に直結された周囲のモノリスの表面には、古代のルーン文字の羅列が激流のように流れて行っている。

　天球図を模した床の紋様にも魔力が伝い、輝いている。

　それに呼応して、装置のアームの十二面体の巨大な結晶から光が放たれ、ドーム内の壁に星々を投射し、絶えず千変万化する幻想的な大宇宙空間を演出していた。

　そして、そんな天象儀装置の傍かたわらに、一人の少年が悠然と佇たたずんでいた。

　歳としの頃、ルミアと同じくらいかやや歳上の少年だ。民族的な紋様が刺し繡しゅうされたローブを全身にゆったりと纏まとった、銀髪の絶世の美少年である。

　その顔は──グレンはすでに知っている。

　かの狂える〝正義〟が暴いて晒さらした、その顔の持ち主は──

「天の智ち慧え研究会第三団《天位》ヘヴンス・オーダー、最高指導者《大導師ヘヴン》フェロード゠ベリフッ！」

　グレンはその少年──フェロードへ向けて、愛用の古式パーカッション・回転拳銃リボルバーを構えながら叫んだ。

「何か出てくる……そんな予感はあったが、まさか、てめぇが出てくるなんてな！」

「やあ、〝愚者〟……グレン゠レーダス。僕は君のことをわりとよく知っているんだけど……君とこうして直接、面と向かって会うのは初めてだよね」

「ちっ、ここで会ったが百年目、引導渡してやると言いたいところだが……」

　グレンはフェロードへ油断なく注意を払いながら、周囲を見渡す。

　セリカの姿は──どこにもない。

「てめぇ……セリカをどこへやった？　まさか──」

「ははは、違うよ。僕がここにやって来た時には、もう彼女は居なかったよ」

　フェロードが肩を竦すくめて、応じる。

「そもそも、僕が彼女の邪魔をするわけもない。むしろ、残られた方が厄介だし、こうして彼女が行くのが、歴史の必然だからね……癪しゃくだけど」

　そして、そんな意味不明なことを言って、傍らの天象儀装置を見上げる。

「今、この天象儀装置は、セリカの手によって、とある隠し機能が起動されている。分析すれば、今の君達の拙い魔術でも、セリカの行く先を割り出し、後を追うことはできるだろうね」

　ぱちぱちぱち……フェロードが微笑ほほえみながら手を叩いた。

「おめでとう、君達は間に合ったんだよ。後三時間で、その隠し機能を発動させているこの装置の動力は尽きる……セリカを追うことは、永遠にできなくなるところだった」

「……けっ、てめえに祝われたって、何も嬉しくねえよ」

　このフェロードをどうするべきか？

　グレンが迷っていると……

「フェロードさん……どうして……？」

　グレンの隣に佇むルミアが、戸惑ったように口を開いた。

「ルミア？」

「ああ、そうだね、ルミア……君と僕は以前、スノリアで会ったことがあったね……すまない、騙だますつもりはなかったんだ。でも、どうしても一度、君に会いたくて……」

「違う、そうじゃないんです」

　ルミアが、何かを恐れるようにふるふると顔を振った。

「最初は気付かなかった……でも、今、こうして近くで見て、はっきりとしました。フェロードさん……あなたは……あなたは……ッ！」

　ルミアが何かを言いかけた……その時だった。

　かつんっ！

　グレンの背後で足音がした。

　何者かの気配が、グレン達の元へと近付いてくる。

「フェロード゠ベリフ。スペリングは、〝F〟〝e〟〝l〟〝o〟〝r〟〝d〟,〝B〟〝e〟〝l〟〝i〟〝f〟……〝Felordフェロード Belifベリフ〟ってところかしらね？　普通に考えるなら」

「白しろ猫ねこ!?」

「システィ!?　無事だったんだね!?」

　たった今、システィーナがこの場に到着したのだ。

　だが、現れたシスティーナは、グレン達との無事な再会を喜ぶ暇もなく、驚くグレンとルミアの脇を抜け、前に出る。フェロードと真っ直ぐ対たい峙じする。

「でも、この名前……実は、アナグラムできるの。すると……〝R〟〝e〟〝d〟〝o〟〝l〟〝f〟,〝F〟〝i〟〝b〟〝e〟〝l〟……そう、〝Redolfレドルフ Fibelフィーベル〟……私のお爺じい様の名前」

「……は？　……いきなり何言ってんだ？　お前……」

　システィーナの言っている意味がわからず、呆ほうけるグレン。

「…………」

　対するフェロードは何かを楽しむように、微笑みを崩さない。

　そんなフェロードへ向かって、システィーナが言い放った。

「思い出したの。お爺様が亡なくなって、葬儀が執り行われたあの日……私、一度もお爺様の顔を見てない。普通、棺かん桶おけの蓋を開けて、故人との最後のお別れがあるはずなのに。

　それで、私……お父様の書斎の机に隠されていた日記を読んだの。そうしたら、お爺様は……数年前、病で亡くなる直前、いよいよ今夜が峠っていう時に、突然、姿を消して行方不明になったって……そう書いてあった」

「……え？」

　間抜けな声を上げるグレンを余よ所そに、システィーナはさらに続ける。

「お爺様の行方は、いくら探しても見つからなかったみたい。でも、あの病に冒された身体からだで生きながらえているはずがないから、当時、子供だった私には事実を伏せ、空っぽの棺桶で葬儀を行ったって……そう書いてあった」

「…………」

　悠然と佇むフェロードは、やはり微笑みを崩さない。

「ねぇ、フェロードさん。天の智慧研究会の大導師……貴方あなたは何者？　その顔……なんで若い頃のお爺様……レドルフ゠フィーベルにうり二つなの!?」

　そんなフェロードへ、システィーナが何かを焦あせったように、叫ぶと。

「……ッ!?」

　グレンがルミアを振り返り、無言で問う。

　すると、ルミアがこくこくと頷うなずいた。

　そんな二人を余所に、システィーナが決定的な問いを投げる。

「フェロード゠ベリフ……貴方は、ひょっとして、本当に私のお爺様なの!?」

　すると。

「その答えは……イエスであり、ノーさ」

　フェロードから、何か要領を得ない答えが返って来る。

「ふざけないで！　はぐらかさないで答えて！」

「はぐらかしてなどないさ。僕は君の祖父レドルフであって、同時にレドルフではないのだから。……そう、《継けい魂こん法ほう》なのさ」

「《継魂法》……？」

　グレンの呟つぶやきに、フェロードがふっと笑う。

「ここまでやって来た君達のことだ。もう僕の正体が、君達が古代と呼ぶ時代に君臨した魔王……ティトゥス゠クルォーだ、ということくらいには至っているだろう？」

　グレン、システィーナ、ルミアの三人が息を吞のむ。

「僕は昔、とある戦いで魔王としての肉体を失ってね……脆ぜい弱じゃくな人間の器に収まらなければならなかったんだ。そして、とある目的のために、どうしても長生きする必要があったんだ。でも、ただの人間が永遠を生きようとする時、一番の障害はなんだと思う？」

「肉体ですか？　身体が老いて朽ちるのはどうしようも……」

　まず、ルミアが答える。

「外れ。確かにネックではあるけど、それは君達の下等な魔ま導どう技術での話。真の魔術を駆使する僕にとっては、肉体の劣化はどうとでも克服できる。たとえ不治の病で死にかけていても、老いぼれて死ぬ寸前でも……その肉体を全盛期に修復できる」
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「じゃ、じゃあ……霊魂？　死んだら霊魂は消滅するし……」

　次に、システィーナが答える。

「……外れ。優等生の君らしくないミスだ。霊魂は《摂理の輪》を永遠に円環している。つまり、一見、死によって霊魂がこの世界から消滅するように見えても、霊魂そのものはなんらかの外的な霊的外傷で滅殺されない限り、不滅だ」

「あっ……」

　凡ミスに気付き、苦々しく表情を歪ゆがめるシスティーナ。

　すると、最後にグレンが答えた。

「精神。……心だ」

「ご名答。さすが、帝国に名高き魔導の最高学府の講師」

　フェロードが小さく拍手する。

「そう、精神。心。人体構成三要素のうちのアストラル体。時間経過による、心の摩耗……アストラル体の劣化だけは、どうしようもない。肉体と霊魂が健全でも、自我や思考が崩壊していては、それはとても生きているとは呼べないだろう？」

「なるほどな……それを克服するのが、その《継魂法》とやらか？」

「……その通り」

　フェロードは両手を広げて、とうとうと誇らしげに語った。

「先ほども言ったように、霊魂は不滅。これを利用しない手はない。僕の霊魂に、魔王としての原初の《意思》のみを刻印する。これは根本的な本能、存在の根源、行動指針、行動原理、衝動、信念……まぁ、そういった概念でね。

　そんな僕の霊魂を、他人に継承させ、その他人の新鮮な精神を、僕の霊魂に上書きする……そうすれば、僕の《意思》に従う、〝新たな僕〟が誕生し、再活動が可能となる。どうだい？　これこそが、ラ゠ティリカの加護を失った僕の、永遠者イモータリスト化だよ？」

　ここで不意討ちのように気になる単語が出たが、それどころではない。

「は！　だから、てめぇは白猫の爺さんであり、そうじゃないってことか」

　グレンが嫌けん悪お感かん丸出しで、吐き捨てた。

「記憶や人格、肉体は、白猫の爺さんそのものだが、その性根は腐った別物……他人の心を食い物にして自身の《意思》だけを生きながらえさせる……お前、よくもまぁ、そんなふざけたゲスな外法を思いついたもんだぜ」

　そして。

「噓うそよ……そんなの噓っ！」

　システィーナが信じられないと叫んでいた。

「貴方がお爺様？　そんなわけない……そんなわけないじゃないっ！」

「残念ながら、僕は君の祖父……それは一定の事実だ。認めるべきだ」

「噓よ……あのお爺様が……誰よりも人格者だった、お爺様が……貴方みたいな魂を受け入れるなんて……ッ！」

　それは、システィーナにとって認めたくない事実だったのだろう。

「どうせ、死に瀕ひんしたお爺様へ、無理矢理、継承させたに決まってるわ！　よくも、よくもお爺様を……ッ！」

「残念ながら……僕……いや、君の祖父か。君の祖父は僕を心から受け入れたよ？　そもそもこの《継魂法》は両者の合意がなければ、上手うまくいかない」

「そんな……ッ!?　そんなの絶対、噓に決まって──」

　怒りのあまりヒステリックに吠ほえようとするシスティーナを、グレンが制する。

「いや……多分、事実だ」

「せ、先生まで……ッ!?」

「落ち着け、話を聞け。魔王の《意思》がどれだけ強いか知らんが、《意思》だけで、人が魔王の思い通りになるのはおかしい……お前はそう思わないか？」

「……ッ!?」

　息を吞むシスティーナに、グレンが続けた。

「白猫……お前の爺さんは確か、メルガリウスの天空城……古代文明の謎を追う、生粋の魔導考古学者だったな？」

「……あ」

「魔王の《意思》の内容は知らんが、それはきっと、古代文明の謎に迫るものであることは間違いねえはず……だったら、死の間ま際ぎわ、喉から手が出るほど追い求めていた、古代文明の謎の鍵を目の前にちらつかされて……再びそれを追う好機を与えられて……いくら人格者といっても魔術師だ。そこへ衝動的に飛びつかないっていう保証はねえ」

「そんな……」

　その時、システィーナはふと思い出す。

　かつての、祖父の言葉を──




『……残念ながら、この世にはままならんことが多々あるものなのだよ……わしの父も、祖父も、曽祖父もな、皆、そうだった……あの城に至る糸口すらつかめずに……な』

『本当に……残念なことじゃ……』




「ははは、グレン。君は本当に優秀だね……少し〝愚者〟と呼ぶのが申し訳なくなってくるよ」

　フェロードが朗らかに笑いながら言った。

「そう、人の《意思》は強い。強引に破壊することはできても、従えて吞み込むのは難しい。だから、僕が《継魂法》を行える人間には、とある条件があるんだ。

　魔王の《意思》が吞み込んでしまえる人格や行動原理の持ち主……そう、それは、メルガリウスの天空城に至ろうとしていたり、その先の真理を求める魔術師達のみ。

　根幹となる《意思》のベクトルが一致しているからこそ、〝吞み込める〟。そういう意味で、システィーナ……君の祖父は実に吞み込みやすかったよ？　最高の適格者だった」

「貴方……ッ！　死の間際のお爺様の渇かつ望ぼうと絶望にかこつけて……なんて卑ひ怯きょうなッ！　許さないッ！　絶対に許さないッッッ！」

　怒りも露あらわに吠えかかるシスティーナ。

「そんなに怒らないで、システィ。我が愛いとしい孫娘。僕はあの日の選択に後悔なんてまったくしてないんだ……おかげで僕はもうすぐ、メルガリウスの天空城へ至れる……全ての真理を、この手にできるんだ……僕の長年の夢が叶かなうんだよ」

「貴方なんか、お爺じい様じゃない！　お爺様の顔と口で、お爺様の大切な夢を語るな！」

「ははは、君がどう言おうと、僕は君の祖父だよ？　肉体も魂も精神もね？」

「う、うるさいうるさいうるさい──っ！」

　敬愛する祖父をどこまでも貶おとしめ、冒ぼう瀆とくする存在に、さしものシスティーナも自身の心を御しきれなかったのであった。

　だが、その時だ。

「どうしてですか？」

　ルミアが意を決したように口を開いた。

「フェロードさん……貴方はどうして、そんなことをするのですか……？」

「全ては、メルガリウスの天空城に至るため。そして、その先の真理──禁忌教典アカシックレコードを、再びこの手に摑つかむため。僕は、ただ──〝万物の叡えい智ちを司つかさどり、創造し、掌握する〟──〝その禁忌教典アカシックレコードの力をもって、人類を救済したい〟だけなんだよ」

「……ッ!?」

　グレンはそんなフェロードの言葉に聞き覚えがあった。

（ロラン゠エルトリアが火刑台上で残した言葉……後半部分が真逆だが……それに、こいつの言う〝救済〟って、なんだ？）

　そして、そんなことを考えるグレンを余よ所そに、フェロードはルミアへと向き直る。

「そして、僕が天空城に再び帰還する……そのために必要な鍵が……ルミア……君だったんだよ……」

「〜〜ッ!?」

　ルミアが後ずさる。自分に向けられるフェロードの笑みに、何か背筋に寒気が走るような感覚を感じて。

　そんなルミアへ、どこか感極まったような笑みを向けながら、フェロードが続けた。

「本当に……本当に長かったよ、我が愛しき天使……あの日、君が滅ぼされてから……愛しい君を取り戻すため、随分と長い時間がかかってしまった……」

「わ、私が……滅ぼされた……？」

「そうさ。遥はるか遠い昔、君は滅ぼされ、バラバラになってしまった。だが、君という存在は、僕の霊魂の中でずっとバラバラのまま眠っていた。

　そんな君を、元通りに修復する方法はただ一つ……〝女しか生まれない呪いをかけたとある一族と、代々延々と子を成し続けること〟だったんだ」

「──ッ!?」

　悍おぞましいことをさらりと言ってのけるフェロードに、一同が絶句する。

「【マグダリアの受胎儀式】といってね。僕の中でバラバラになって眠る君の魂を、少しずつ誕生する子へ継承させていくことで修復する魔術儀式があるんだ。

　その子がやがて成人した時、再びその子と交わって子を成せば、その子が持つ君の因子と、僕が持つ君の因子が次代の子へに継承され、さらに高いレベルで君の因子を持つ子が生まれる。それを繰り返せば……悠久の果てに、いつか完璧に近い君が誕生する」

「お前……何言ってんだ……？」

　グレンも銃を構えたまま、呆ぼう然ぜんとする。

　こんな悍ましい話は……聞いたこともなかった。

「Ｒ因子統合率は《王者の法アルス・マグナ》付与率とイコールとなる。ルミア、君の《王者の法アルス・マグナ》付与率は98％。君はもう、ほとんど彼女そのものと言って良い。もっとも──後一回、君と子を成せば、あるいは１００％の君が誕生したのかもしれないけどね？」

「ぅ……ぁ……あぁ……ッ!?」

　さしもの気丈なルミアも、顔面蒼そう白はくで後ずさる。身の毛もよだつ冒瀆に、想像を絶する悍ましさに、口元を押さえながら震えるしかない。苦痛や恐怖には耐えられても、生理的嫌悪感だけはどうしようもない。

「ははは、組織内でも今の君の完成度で計画を進めるか、あるいは完璧を目指すか、結構モメてね？　『現状肯定派』と『急進派』で随分と争ったものさ。『Projectプロジェクト : Reviveリヴァイヴ Lifeライフ』のお陰で、君の死はある程度、踏み倒せたし……よしんばそれに失敗しても、僕が君の魂を回収し、君の母親か姉に、また君を産みなおさせれば良かったしね？」

「もういい、わかった、黙れ」

　グレンがもうたくさんだと言わんばかりに、語気を荒らげて言った。

「てめぇが、正真正銘、真性のサイコ野郎で、この世でもっともドス黒い邪悪だってことはわかった」

「これ以上……お爺様の顔で！　声で！　身の毛のよだつことを喋しゃべらないで！　お爺様を侮辱しないでッッッ！」

　システィーナも、ルミアを庇かばうように一歩前へ出て、フェロードへ構える。

「白猫、やるぞ。この糞くそイカレ野郎の狙いはまだイマイチわからねえが、こんな変態マスターがもたらす世界救済なぞ、マトモなはずがねえッ！　こいつはここで、絶対にぶっ倒すッ！　覚悟決めろッ！」

「わかってます、先生っ！」

「おやおやおやおや？」

　いきり立つグレン達に、フェロードが苦笑する。

「人の恋路の邪魔はよくないよ、〝愚者〟」

「変態ストーカー性犯罪者が愛を語るな、ボケ」

「あはは、その愛の形がたとえ、歪いびつなものであったとしても……それは、当人達の気持ちの問題さ。そうだろう？　ルミア」

　フェロードが両手を広げながら、じりじりと後ずさるルミアへ向かって歩み出る。

　そんなルミアへ、フェロードは朗々と言った。

「いや……今こそ、愛しい君の真の名をここに呼ぼう！　さぁ、遥はるか悠久の時を超えて、再び僕の元へ戻って来ておくれ、愛おしい君よ！

　君の名は──レ゠ファリア！」

　フェロードがそう宣言した、瞬間だった。




　どくん。




「……え？」

　ルミアの中から、何らかの存在の魔力の鼓動が、辺りに響き渡っていた。

　それは……とても不穏で不吉な魔力の波長をしていた。

「る、ルミア？」

「ど、どうした……？」

「う、うあ、ぁああああ……ッ!?」

　ルミアが頭を抱えて、苦しげに後ずさる。

　ルミアの意識が反転する。その刹那、自身の内なる世界を垣かい間ま見みる──




　────。




　それは、いつかどこかで見た光景だ。

　そこは、何も存在しない、ただ蒼あおい空だけの世界。

　そこには時間も、上下左右の概念もない。

　ただ、遠く果てない、蒼い空だけで完結した無限の世界。

　そんな世界に──ルミアは立っている。

　そして、ルミアは自分の前に、もう一人いることに気付いた。

　極薄の衣を纏まとい、異形の翼を背に持つ、自分とまったくうり二つの自分。

　今まで、何度か自分の内なる世界で邂かい逅こうした、もう一人の自分だ。

　そのもう一人の自分は、両手足、身体からだ、羽……全身を無数の鎖で雁がん字じ搦がらめに縛いましめられ、何もない空の世界に、ただ一人吊つるされている。

　ルミアが呆然と見上げている前で。

　そのもう一人のルミアが──目を開けて、呟つぶやいた。

『ああ、愛しい貴方あなた』

　その瞬間。

　ばきん、と。もう一人のルミアを縛めている鎖の一本が切れる。

『ああ、愛しい貴方。愛しい貴方。愛しい貴方……』

　もう一人のルミアが熱っぽく言葉を紡つむぐ度に。

　その都度、ばきん、ばきん、ばきん、と鎖が千切れていく。

　もう一人のルミアが縛めから解放されていく。

「……ぁ……ぁぁ……」

　何か取り返しがつかないことが起こる予感に震えながらも、ルミアはどうすることもできない。もう一人の自分が解放されていくのを見ているしかない。

『会いたかった。会いたかった。会いたかった。会いたかった。会いたかった。会いたかった。会いたかった。会いたかった。会いたかった。会いたかった。──』

「いやっ！　駄目っ！　違うっ！　やめて……ッ！　出て……こないで……ッ！」

　ルミアが頭を抱えて、駄々っ子のように振るが……鎖が千切れていくのは、まるで止まる気配を見せない。

　やがて──

　ばきんっ！　ついに全ての鎖の縛めから脱して。

　もう一人のルミアが、ルミアの前へ、ふわり……と降り立った。

「ぁ……ああ……ッ!?」

　震えて後ずさりするルミアへ、もう一人のルミアが詰め寄る。

　そして、にっこりと笑って言った。

『私は、あなた。あなたは、私』

「ち、違うよ……」

『本当はもう、あなたもわかっているんだよね？　私達がどういう存在か』

「し、知らない……知らないよ……っ！」

『そう、私は……私達は、〝愛いとしいあの人〟のために在ったの……私達は私達の全てを〝愛しいあの人〟に尽くさないと駄目なの……それが私の、私達の存在理由……』

「違う、そんなの、絶対に違うっ！」

　後ずさりして拒絶するしかないルミア。

　そんなルミアを、もう一人のルミアは悠然とした足取りで追う。

『ほら、見て……ルミア……』

「あ……」

　ルミアが、はっとする。

　いつの間にか、もう一人のルミアが《銀の鍵》を携えている。《鉄てっ騎き剛ごう将しょう》アセロ゠イエロの時に振るった、あの巨大な力持つ《銀の鍵》が。

「そ、それは……ッ!?」

　狼狽うろたえるルミアへ、もう一人のルミアはその《銀の鍵》を差し出した。

『さぁ、ルミア。これを手にとって。これは、あなたの力なんだから』

「違う……」

『あはは、もう自分を誤魔化さなくていいんだよ？』

　もう一人のルミアは、ルミアの手を取り、《銀の鍵》を握らせようとする。

『私、わかるよ？　今のあなたは、この《銀の鍵》を、〝愛しいあの人〟に与えたくて仕方ない。〝愛しいあの人〟のためにその力を振るいたくて、仕方ないはずだよ？』

「そ、そんなこと……ッ！」

『あるよ。だって、あなたは──私達は──かの神の胎はらより生まれ落ちし時から、〝愛しいあの人〟のために存在したのだから』

　そう言って。

『さぁ……ルミア……』

　もう一人のルミアが、ルミアにいよいよ《銀の鍵》を握らせようとした……その時。

　どんっ！　ルミアが強い意志をもって、もう一人のルミアを突き飛ばしていた。

『……ッ!?』

　驚きょう愕がくの表情を浮かべて、もう一人のルミアが、ルミアを見ると。

「……私は、あなたとは違う」

　先ほどまでの狼狽えた様子はどこへやら、ルミアが毅き然ぜんと佇たたずんでいた。

　その手には、ちっぽけな《ルミアの鍵》があった。

「出て行って。私の心を侵さないで。私が本当に好きな人は、あなたの言う〝あの人〟なんかじゃない。あなたなんか……私じゃない」

『…………』

　しばらくの間、もう一人のルミアは呆ほうけたような表情をしていたが。

　やがて。

『……そう……みたいね……』

　ぞくり、と。

　ルミアの心胆が凍り付くほどの、冷たい憤ふん怒ぬの微笑を浮かべていた。

『〝愛しいあの人〟を拒絶するなんて……裏切るなんて……そんなあなたが、私のはずなかったね……ッ！　もういいよ……ッ！』

　ぎり、と。もう一人のルミアが歯は嚙がみしたその瞬間だった。

　その手に携えた《銀の鍵》が不吉な輝きを放ち始め──

　がしゃんっ！

　突然、虚こ空くうを走った枷かせ付き鎖が、ルミアの右手を縛めた。

「えっ!?」

　がしゃん！　がしゃん！　かしゃんっ！

　驚く暇もない。次から次へと、どこからともなく枷付き鎖が飛び、左腕、右足、左足、胴、首……ルミアを次々と縛めていく。

　やがて、無数の鎖がルミアの全身をぐるりと縛り上げ、虚空へ吊つるし上げていく。

　先ほどまでの、もう一人の自分がそうされていたように……

「う、ぁあああッ!?　や、止めて……」

　全身を鎖で縛り上げられ、その苦しさに徐々にルミアの意識が遠くなっていく。

　ルミアの喘あえぎ声に、もう一人のルミアの哄こう笑しょうが重なった。

『あは、あはははっ！　確かに私とあなたは違うみたいだね!?　もう、あなたなんか知らない！　私があなたの代わりになってあげる！　あなたは、そこでずっと、そうしていればいいよっ！　あはっ、あははっ、あははははははははははははは──っ！』

　もう一人のルミアの《銀の鍵》の輝きが増していく。

　ルミアの視界を、意識を、真っ白に染め上げていく。

　そして──

「やめてぇえええええええええええええええええええ──っ！」

　ルミアの意識は──




　────。




「《門より出いづりて・空より来たりし我・今、全ての鎖を引きちぎらん》」

　不意に。

　グレン達の前で、ルミアが呪文を唱えていた。

「る、ルミア？　お前、何を──」

　グレンがそう問いかけた──その瞬間。

　ごうっ！　ルミアから膨大な魔力が漲みなぎり、周囲を爆発的に渦巻いた。

「うおっ!?」

「る、ルミア!?」

　その衝撃で、為なす術すべなく吹き飛ばされ、転がっていくグレンとシスティーナ。

　びゅごうびゅごうと吹き荒れる暴力的な魔力嵐。

　そうしている間にも、銀の光が、銀の光が、圧倒的な銀色の光が、ルミアの内から溢あふれては、ルミアを包み込んでいく。

「あ、あれは……ッ!?」

「《銀の鍵》だと……ッ!?　おいッ!?」

　ルミアの手に出現した《銀の鍵》。

　そして、その鍵がさらなる銀色の光を辺りに奔流させ──

　白熱し、目が灼やけんばかりの光の中で、ルミアという存在が変化していく。

　ルミアの背中に顕現する、異形の翼。

　それは、グレン達がよく知るナムルスの背中にある翼と全く同じもので──

「な──ッ!?　る、ルミア──ッ!?」

　巻き起こる剛風で、グレン達はルミアに一歩たりとも近寄ることはできずにいると。

　やがて、全ての変貌と光が収まった……その時。

　そこに、最も早はや、ルミアという少女は存在しなかった。

「お前は……誰だ……？」

　グレンが、ぼうと佇むその少女へ誰すい何かする。

　確かに、その姿形そのものは、ルミアとうり二つだ。

　だが、その存在は明らかに違う。ガワだけをそのままに、中身が、存在本質が、がらりと塗り変わってしまったかのような……そんな雰囲気。

　その身から溢れる神こう々ごうしさ。神気。神秘的で冒ぼう瀆とく的てきな、圧倒的神気。

　明らかに人間の遥はるか上位領域に存在する、外れた存在。

　ミラーノで遭遇した、邪神の眷けん属ぞく達と同質の、そして、それより遥はるか雲の上の絶望的なまで存在規格──即すなわち、天使。

「……思い出した」

　ルミア──否いな、ルミアだった少女が、虚うつろな目でぼそりと言った。

　たんっ！　と地を蹴って、空を舞い、まるで瞬間移動のように、フェロードの傍かたわらへ寄り添うように降り立つ。

「私は……レ゠ファリア……天空の双生児タウムが一翼《空の天使》レ゠ファリア」

「お、おい……ッ！」

「な、何を言っているのよ、ルミアッ！」

　グレンやシスティーナが声を上げるが、その声はルミアには届かない。

「違うの……私はルミアじゃない……私はレ゠ファリア……私は、この人のために生まれてきたの……」

　ルミア──否、レ゠ファリアが、背中から腕を回し、フェロードへとしなだれかかる。

「かつて、私は悠久に近い時を、この人と共に在った……愛しているから……姉さんはこの人を裏切ってしまったけど、私だけは愛しているから……だから、私は……私だけは、この人の傍そばにいなければならないの……」

　そんなレ゠ファリアの言葉に。

「ああ、『空の巫み女こ』にて『夜天の乙女』……我が愛しき天使、よくぞまた再び、僕の元に帰って来てくれたね……ありがとう……」

　フェロードは感極まったように、そう呟つぶやくのであった。

「野郎ぉ……ッ!?」

　グレンがギリギリと銃を握る手に力を込めながら、吐き捨てる。

「てめぇ、ルミアに何をしやがった……ッ！」

「別に？　ただ、彼女には前世の自分を……いや、〝本当の自分〟を思い出してもらっただけさ。なにせ、彼女は、君達が古代魔法文明と呼ぶ時代……王たる僕に、ずっと献身的に仕えてくれた、最愛の家臣だったのだからね」

　すると、システィーナが震えながら叫ぶ。

「う、噓うそよ……そんなの噓……ッ！　ルミアがそんな……そんなわけない！　ルミアを返して！　ルミアを返してよっ！」

「返す？　おかしな話だね。彼女は元々、僕のものだ。そうだろう？」

「……はい、私は貴方あなたのものです、王様」

　フェロードの問いに、レ゠ファリアがこくりと首肯した。

「ルミア……ッ！」

　そんなルミアの様子に、システィーナは愕がく然ぜんと目を見開くしかなかった。

「…………」

　グレンも、あまりものことに、構える銃口を震わせるしかない。

　そんな二人を余よ所そに。

「……ああ、実に……長かった……」

　フェロードは感極まったように、天井を見上げ、独白した。

「全ては、あの女によって狂わされた……でも、今、ようやくそれを修正したんだ」

「あの女……？」

「あれから、本当に色々とあったよ……このアルザーノ帝国を作って、敵役となるレザリア王国を作って、天の智ち慧え研究会を作って、この三つの組織を裏で操り、適度に争わせながら、人口を少しずつ増やしていって……この舞台を丹念に作り上げていった」

「…………」

「そして、今、あの女が門番に仕立てた白銀竜は倒れ、最後の鍵──レ゠ファリアが僕の手に揃そろった。これで、メルガリウスの天空城へと至る道は全て開かれたんだ。ふふふ、全部、僕の脚本通りだ……あははははっ！　あっははははははははは──っ！」

　そんな風に歓喜の笑いを上げているフェロードを前に。

　グレンがシスティーナへ目配せする。

（白猫。やるぞ）

（……せ、先生……）

（ルミアのことは後で考える。まずは、あのフェロードをぶっ倒し、ルミアを取り押さえる……いいな？）

（わかってます。でも……あの《大導師へヴン》ですよ!?　倒す手段はあるんですか!?）

　そんな風に訴えてくるシスティーナへ、グレンがちらっと手の拳銃を見せる。

（……そうだ、魔銃《ペネトレイター》……ッ!?）

（ああ、零距離さえ取れれば、俺の固有魔術オリジナル【愚者の一刺しペネトレイター】で必滅だ！）

（……援護します！）

（頼むぜ？）

　そうグレンとシスティーナが目配せして頷うなずき合った、次の瞬間。

「《０の専心セット》ッ！」

　グレンが弾はじかれたように動いた。

《ペネトレイター》の撃鉄を引いて頭上へ放り──

　同時に、空いた右手で《クイーンキラー》を抜き、即・発砲。

　ドーム内の大気を震わせる盛大な砲撃音と共に、火打ち石式フリントロック・拳銃ピストルの銃口が火を噴く。

　さらに同時に──

「《我に従え・風の民よ・我は風統すべる姫なり》──ッ！」

　システィーナが両手を掲げ、呪文を叫ぶ。

　黒くろ魔ま改弐【ストーム・グラスパー】──一度、起動すれば、その場に、ありとあらゆる風を自在に巻き起こし、自由に操作できる、システィーナの必殺呪文。

　ごうっ！　システィーナを中心に巻き起こる壮絶な嵐。

　その呪文が場に通ったのを確認し、グレンは懐ふところから一枚のアルカナを取り出した。

　固有魔術オリジナル【愚者の世界】。

　一定領域内における、魔術起動スタートアップの完全封殺。

　これで、フェロードがいかなる魔術の達人だろうが、この瞬間、ただの愚者と化す。

　そして、【愚者の世界】はすでに起動し、効力を発揮している魔術には干渉しない。

「先生っ！」

　システィーナが、【ストーム・グラスパー】からの黒魔改【スウィフト・ストリーム】を発動する。

　同時に、グレンは《クイーンキラー》を手放し、眼前に落ちてくる《ペネトレイター》のグリップを摑つかみ取る。

　そして、グレンは激風を纏まとい、擬似的な《疾風脚シュトロム》で一気に駆け出した。

　グレンの視界が、フェロードを集点に、まるで激流のように後方へ駆け流れて行く。

　この距離ならば、フェロードまで一呼吸で到達する。

　銃口でフェロードに触れることができれば──グレンの勝ちだ。

「零距離、取っ──」

　──だが。

　この時、グレンは異常事態に気付いた。

「……な……？」

　グレンは今、もの凄すごい速度で、フェロード目掛けて駆け抜けている。

　フェロードを集点に、周囲の光景は激流のように後方へ流れて行っている。

　なのに──一向に、フェロードとの距離が近付かない。間合いが縮まらない。

　フェロードは何もしていない。ただ、悠然とその場に佇たたずんでいるだけ。

　そもそも、最初に撃ったはずの《クイーンキラー》の銃弾は一体どこへ行ったのか？

　フェロードの動きを前後左右から封じ込めるように、撃ったはずなのに──

「くっ──ッ!?」

　この異常事態に、グレンがやむを得ず、足を止める。

　当然、後方に流れている風景も静止する。

　やはり、グレンとフェロードの距離は、一歩たりとも詰まっていなかった。

　そして。

　かんっ、かん、かん、かかかか……

　足下から金属音がしたので、ちらりと目を向ければ……グレンのすぐ傍で《クイーンキラー》の銃弾が床をバウンドしているのが見えた。

「せ、先生、どうしたんですか、その場で足踏みして……ッ!?　今はふざけてる場合じゃないんですよ!?」

　そんなシスティーナの非難も聞こえない。

「……ッ!?」

　ぞわっ……今、自分の身に起きた現象の正体を悟り、グレンは全身が総毛立つのを抑えきれなかった。

「なるほど、察しがいいね？　〝愚者〟」

　すると、フェロードがゆっくりとグレンへと歩み寄って来る。

「……ッ!?」

　グレンは動けない。まるで金縛りに遭ったかのように動けない。

「せ、先生っ！　か、風よ──ッ！」

　システィーナが身に纏う風を操る。

【ストーム・グラスパー】からの黒魔改【ブレード・ダンサー】。

　無数の風の刃やいばが、フェロードを斬り刻まんと、唸うなりを上げ、猛速度で飛ぶが──

　その風の刃は、なぜかフェロードへ近付く度、減速していき……やがて、呆あっ気けなく、消滅した。

「……え？　何、今の……？」

　防がれたのではない。かわされたのではない。打ち消されたのではない。

　見たことも聞いたこともない現象に、システィーナが立ち尽くす。

　そうしている間に、フェロードがグレンのすぐ前に立ち、グレンの《ペネトレイター》の銃身を優しく摑む。

　そして、その銃口を持ち上げ……フェロードは自身の左胸部へとあてがった。

「ほら、どうぞ？　撃ちなよ？」

　にこりと微笑ほほえむフェロード。

「く──ッ!?」

　グレンが、迷わず《ペネトレイター》の引き金を弾く。

　どんっ！　炸さく裂れつする破滅の装薬《イヴ・カイズルの玉薬》。

　必中必滅の弾丸が、確かに零距離射撃ポイント・ブランクでフェロードへ放たれた──はずだった。

　だが──

　かーんっ、かっ、かっ、かかか……

　必滅の魔弾は飛ばず、やはり、床を叩たたいていた。

「わかったかい？」

　棒立ちするグレンへ、くるっと背を向け、フェロードが元の位置に戻っていく。

　そこには、レ゠ファリアが《銀の鍵》を携え、佇んでいる。

「要するに……君達の攻撃は〝届いていない〟」

「……ッ!?」

「僕の《空の天使》レ゠ファリアは、《銀の鍵》によって空間を支配し、操る天使。その加護をほぼ完全に取り戻した僕は、魔王だった頃のように、レ゠ファリアの空間支配能力を行使できる。今、空間を歪ゆがめ、君達と僕の距離を無限大へと引き延ばした」

　レ゠ファリアに寄り添ったフェロードが振り返り、微笑む。

「距離こそ最強の盾さ。君達のありとあらゆる攻撃は、僕には通らない。たとえ、無限大の射程を持つ攻撃があったとしても……時間が有限である以上、届くことはない」

　しん……辺りを沈黙が支配する。

「……マジかよ……」

　グレンが呆ぼう然ぜんとしながら、ゆっくりと……銃口をだらりと下げる。

「……そん……な……」

　システィーナが呆然としながら、がくりと膝をつく。

　圧倒的だった。

　たったこれだけで、両サイドの強弱の格付けは完璧に終わった。

　天の智慧研究会第三団《天位》ヘヴンス・オーダー──最高指導者《大導師へヴン》フェロード゠ベリフ。

　絶望的なまでに、圧倒的だった。勝ち目など微み塵じんもない。

　雲の上の存在とは、まさにこういうことを言うのだろう。

　今までも、規格外との敵との死闘は演じてきたが……この男はさらに規格外が過ぎる。

　こんな、こんなどうしようもない敵を相手に、一体、どう戦えというのか？

　無限大の距離。単純明快にして、最強の盾。グレンが今までの戦闘経験をフル動員しても、攻略の突破口が何一つ見つからなかったのである。

　そんな呆然とするグレンとシスティーナへ、フェロードが言った。

「さて、君達を始末するのは簡単なんだよ。次元の果てに追放するか、あるいは空間ごと圧縮して押し潰すか。でも……システィーナは僕の可愛かわいい孫娘だし、グレン、君にはそんな可愛い孫娘を、ここまで成長させてくれた義理もある」

「けっ……何が言いたい……？」

　全身から冷や汗を垂らしながら、グレンが態度だけは強気に応じる。本当に、ただの虚勢にしか過ぎないその姿は、実に滑稽ではあったが。

「君達……天の智ち慧え研究会に入会しないかい？」

「──ッ!?」

「な……ッ!?」

　唐突の勧誘に、グレンとシスティーナが目を見開く。

　そんな二人の前で、フェロードが朗らかに語った。

「狂える〝正義〟のせいで、今、会員数が激減してしまってさ……新しい入会者は大歓迎なのさ。システィーナ、君の魔術師としての実力は会員として申し分ないし……グレン、君はまぁ……その……サービスで。

　君達には、是非とも僕達の活動の意義に賛同してもらい、共に僕らの目指す道を歩んで欲しいんだ。力を貸して欲しいんだ。どうかな？」

　そんなことを言ってくるフェロードへ。

「ふざけるな……誰がてめぇらに賛同なんかするかよ……ッ！」

「もうやめて……貴方あなたなんか、お爺じい様じゃないっ！」

　グレンとシスティーナは、あくまで抵抗を示す。

「おやおやおや？」

　すると、フェロードはそんな虚勢を張る二人を嗤わらった。

「まぁ、聞いてよ。君達はどうも、僕らの活動を誤解している。君達は、僕らを徒いたずらに罪を重ね、命を冒ぼう瀆とくするテロリスト集団だとでも勘違いしてるようだ」

「……何が違う!?」

「違うんだよ。僕らの活動は全て、真理──禁忌教典アカシックレコードに至ることを目的としている」

「禁忌教典アカシックレコードだぁ？　くそ、禁忌教典アカシックレコード、禁忌教典アカシックレコードうるせえんだよ！　帝国、王国、天の智慧研究会を作り、マッチポンプで争わせたのも、邪神の眷けん属ぞく復活させようとしたのも、てめぇが性犯罪繰り返したのも、全部、その禁忌教典アカシックレコードのためだってのか!?」

「その通りだよ。そして、その禁忌教典アカシックレコードは──あのメルガリウスの天空城にある」

「……ッ!?」

「そして──君達に見せてあげよう。禁忌教典アカシックレコードとは、いかなるものかを」

　そう言って。

　フェロードが左手の甲をグレンへと向け、巻かれた包帯を、しゅるりと解いた。

　その左手の甲には、不思議な紋様の紋章が刻印されている。

「な、なんだそりゃ……？　紋章？　戯画化された双子の天使の紋章……？」

「《双生児タウムの紋章》──この世界で真理を求める魔術師が辿たどり着く先は、いつも同じ。常にこの双生児タウムの紋章へと至る。さぁ、グレン、システィーナ、刮かつ目もくするんだ。禁忌教典アカシックレコードを──君達は、その心で体験するんだ──」

　そうフェロードが言うと、その紋章が鈍く輝きだして──

　その紋章の紋様を、グレンの脳裏にくっきりと焼き付ける。

　その次の瞬間。




「う、うわぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──」




　グレンの意識が、後方へ引っ張られるのを感じた。

　肉体と魂を置き去りに、精神だけが引っ張られる。

　抗あらがいようのない力で引っ張られる、引っ張られる、引っ張られる。

　精神だけとなったグレンの視界が、引っ張られるまま、激流のように駆け流れて行く。

　気付けば、あっという間に、棒立ちするグレンの肉体は、遥はるか前方で豆粒のように小さくなって──やがて、集点収束の果てに極微小の彼方かなたへと消え去る。

　だが、それでもグレンの精神は、後方へ引っ張られる、引っ張られる──

「──あああああああああああああああああああああああああああああああ──」

　今まで体験したこともない感覚に、心がバラバラに砕け散りそうな衝撃を覚え、正気がガリガリと削り減っていくのを感じながらも、何一つ抗えない──

　やがて、グレンの精神は引っ張られるままに、世界を離れ──星を離れ──星々銀河を越えて遥はるか宇宙の彼方へ、彼方へ、彼方へ──

「──あああああああああああああああああああああああああああああああ──」

　それでも引っ張られることは止まらない。

　やがて──グレンの精神は光の速度で引っ張られるまま、外宇宙へと飛び出した。

「──あああああああああああああ!?　……あ？」

　ふと──気付く。

（……せ、線？）

　いつの間にか、グレン達の存在した宇宙が──一本の線になっているのだ。

　一本の線となって、無限大の空間を光の速度で伸び、果てしなき無限の世界を流星のように流れて行っているのだ。

　グレンは悟る。今、この自分が存在する場所は、三次元ではない。

　時間と空間に縛られる肉体や霊魂と違い、精神はどこまでも自由な存在だ。

　つまり、ここは時間の頸くび木きを超えた、四次元世界。

　無限虚数空間を、光の速度で駆け流れるあの一本の線こそ、自分達が住まう世界の本当の姿なのだ。

　世界は、常に時間軸方向に変化を続けるもの。

　ならば、あの光の線が伸びる先、ベクトルこそが時間軸。

　グレンは肉体と霊魂から解放されることで、初めて世界の真の姿を知ったのだ。

　さらに、グレンの意識は後方へ引っ張られる。視野が広く大きくなる。

　そして、グレンは認識する。

　そこに存在する世界──光の線は一本だけじゃない。

　その隣を、同じ時間軸方向に無数の光の線が同時に流れていることに気付く。

　その線は、グレンの世界線から分ぶん枝しした線であった。

　それらは、ほんの些さ細さいな可能性で分枝した、ifの世界。ひょっとしたら、たとえばセラが生きていたかも知れない世界、グレンが魔術講師にならなかった世界……些細なことで有り得たかもしれない〝可能性〟を特異点として分枝される世界。

　だが、同じ方向を目指す線であるがゆえ、グレンの意識が引っ張られるままに遠ざかると、それはやがて一本の線に重ね合わされ、統合されていく──

（並行世界──五次元世界認識……ッ!?）

　グレンの意識の中で並行世界が統合され、五次元を認識できるようになると。

　今度は、その世界線が、とある特異点を分岐点として、決定的に枝分かれした。

　先ほどまでの同じ方向を向いている分枝とは違う。

　目指す方向が、バラバラになった二本の線──最も早はや、異なる進化を遂げた別の世界だ。

　グレンは垣かい間ま見みる。

　時の頸木から解放されたその彼方で、バラバラに分枝したもう一つの世界線を覗のぞき見る。

　その世界は、グレンが見たことも、聞いたこともない世界だった。

　そこは魔術のない世界だった。

　その世界に住む人々は皆、奇妙な服を着ていた。

　なぜか、皆、四角く高い建物に住み、道は灰色の石で真っ平らに塗り固められ、なぜか馬もなしに車しゃ輌りょうが走っている。空には巨大な機械の鳥が飛んでいる。

　行き交う人々は、皆、その手に変なカードのようなものを持ち、せわしなく歩きながら操作している。その変なカードの表面には、魔術もなしに動く奇妙な画像が映ったり、それを耳に当てて誰かと話したりしている。

　この世界は魔術もなしに一体、どういう原理で動いているのだろう？

　グレンの世界にも存在する蒸気機関などの科学技術……まったくの別物に見えるが、なぜか根底にそれと通じるものを感じる。一体、なぜ──？

　だが、はっきりと分かることがある。

　ここは、異世界──グレン達の住む世界とはまったく違う世界なのだ。

（異世界──六次元世界認識……ッ!?）

　グレンの意識はさらに後方へ引っ張られる。またさらに視野が広く大きくなる。

　二本に分枝した世界線が、さらに別たれて伸び始める。

　二本が四本に、四本が八本に、八本が十六本に──

　無数に枝分かれし、無数の異世界が林立する。

　やがて──一本の世界線は、無数に枝分かれする一本の木となった。

　聞いたことはある。理論として齧かじったことはある。

　無数の異世界を内包する、一本の根源的世界単位。

　だが、それを実際に、この精神で認識することになるとは夢にも思わなかった。

　そう、その一本の木こそが──

（次元樹……ッ！　七次元世界認識……ッ!?）

　理論上の最高次元視野を獲得してしまったグレン。

　そして、そこには無数の次元樹が、全方位無限大に林立存在していることに気付く。

　そこは──言わば、次元樹の森だった。

　同時に──

　その次元樹の森の中で、見たこともない異形の怪物達が戦っているのが見えた。

「ぁ、ぁ、ぁあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ!?」

　途端、グレンの正気が削れていく。自分達の認識する世界の外側が──外宇宙がこんなに恐ろしいものだとは識しらなかったのだ。

　彼らは、さも山の如ごとく巨大で、さも太陽の如く強大で、さも禍まが々まがしく神こう々ごうしい──

　グレンは本能で理解する──彼ら、その宇宙の邪神の名を。

　あの無限熱量に荒ぶる紅ぐ蓮れんの獅し子しのような異形は──《炎王クトガ》。

　あの稲妻の線によりて身体からだを編まれ、誇り高き輝く異形の巨人は──《金色の雷帝》。

　次元を歪ゆがませる嵐の風を統すべるあの異形の女王は──《風神イターカ》。

　その他にも、見るも冒瀆的で悍おぞましい強大で膨大な、名めい状じょうし難がたき異形の怪物達が無数に跋ばっ扈こし、激しく争い合っている。

　そんな彼らの戦いは、天変地異とかそういうレベルではない。

　まさに、小宇宙と小宇宙の激突、超新星爆発だ。

　彼らは、存在次元の差異ゆえに、次元樹そのものに直接干渉はできない。

　そして、彼らが腕を一振りしている間に、次元樹内では数千年の時が経過する。

　グレン達が、彼ら外宇宙の邪神達とすれ違う可能性など、限りなく０に近い。

　だが、想像つくだろうか？　自分達が常識的に生きている世界のすぐ傍そばで、こんな怪物達がひしめき合っていたことなど──

　そして。

　さらに──グレンの意識が引っ張られる。

　グレンの意識は、全ての次元樹の始流──根源の方向へと飛んでいく。

　ふと、グレンは気付く。

　ここに存在する全ての次元樹は──とある一つの種子から発生したものなのだと。

　グレンの意識は引っ張られて、引っ張られて、引っ張られて。

　そして──

「…………」

　いつしかグレンは、大いなる海の中に立っていた。

　美しい場所だった。神秘的な場所だった。

　視界の３６０度全てを、星の煌きらめきが形作る水平線。

　遍あまねく星々の輝きが、この無限の海を形成しているのだ──

「星……いや、違う……これは……」

　グレンは頭上を見る。

　頭上は無数の次元樹の梢こずえでびっしりと埋め尽くされており……そこから、ぱらぱらと光の粒子が雪のように、グレンの立つ星の大海に降り注いでいる。

　あの美しい光の粒子一つ一つが命の煌めき──人の心だ。

「八次元……《意識の海》……集合無意識の……第八世界……」

　そう、ここは人の全ての精神……心が回帰する場所。

　あらゆる世界の、あらゆる人間の、あらゆる記憶が、ここには集まってくるのだ。

「あ、あああ……ぁあああああ……ッ！」

　途端、グレンの胸の内に、凄すさまじい多幸感が生まれた。

　あまりの感動と幸福に、グレンは知らず知らず涙を流していた。

「なんてことだ……ここには全てがある……全ての〝智ち〟がある……ッ！」

　そう、ここは《意識の海》。人のありとあらゆる記憶と経験が眠る場所。

　ゆえに、この場所で知り得ないことは──何もない。

　それは──魔術師にとって、なんていう至高の幸福であることか。

「う、ぁ……ああぁ……ぁあああ……」

　グレンは滂ぼう沱だと涙を流しながら、何かに誘いざなわれるように《意識の海》を進む。

　向かう先は──この《意識の海》の中心に浮かぶ、一粒の種。

　あらゆる、分枝宇宙、あらゆる次元樹の発生源。

　この無限宇宙世界で、一番最初に生まれた、最初の魂。

　あらゆる魔術の元となる《原初の音オリジン・メロディ》を発したともされる『原初の一』。

　この世界の全て形作る根源たる第零特異点──《原初の魂》。

　それが──今、グレンの目の前にある。

　手を伸ばせば、触れられそうな所にある。

　グレンが手を伸ばすと。

「……あ……」

　きっと、それはグレンに合わせ、グレンが理解できる形で姿形を変えたのだろう。

　その《原初の魂》は、ばらりと解ける。

　ばさばさばさばさ、と。何事かが書き込まれている無数の紙に解けていく。

　その紙の群れは、ひとりでに寄り集まり、束ねられ──一冊の本を編へん纂さんしていく。

「……あ」

　グレンの手の中には、その本が握られていた。

　グレンはその本を、じっと見つめる。

「ぅ、ぁ……」

　わけがわからない。

「ぁぁぁあああぁぁ……」

　わけがわからないが、今の自分は、己が存在が溶けて弾はじけそうなほど幸福であった。

　幸せ過ぎて、幸せ過ぎて、もう何も考えられない、考えたくない。

「ぁああああああああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　グレンは泣いた、恥も外聞も無く。

　その本を抱きしめて、ただひたすら泣いた。

　ただ、泣く以外にこの幸福なる感情を発露する術を識らない。

　この本を持った今の自分は全知だった。そして、全能だった。

　あるいは、この本を〝神〟と表現する者も居るだろう。

　この本があれば──あらゆる物を識り、あらゆる事を為なせる。

　だけど──それゆえに、もう何もしたくない。する必要なんてない。

　この本をかき抱いたまま……この幸福な《意識の海》の中で、静かに永遠に揺蕩たゆたっていたい。この本を手放したくない。ここを離れたくない──

（ああ、だから、もう、俺は──……）

　己の存在を全て満たす幸福感のままに。

　グレンの精神が、そのまま全て閉じて終わりにしようとしていた──その時だった。

『何をやっているのよ、この大馬鹿ッ！』

　そんなグレンを叱しっ咤たする声が、背後から響き渡った。

　幸福で溶け消えかけていたグレンの意識が、その声で急速に蘇よみがえる。

「な、ナムルス……ッ!?」

　聞き覚えある声に、グレンが咄とっ嗟さに振り返ろうとすると。

『待って、振り返らないでッッッ！』

　ナムルスの鋭い警告に、グレンが硬直する。

『お願い、振り返らないで……今の、……今のこの姿だけは……貴方あなたに見られたくない……ッ！　こんな悍ましい姿は……ッ！』

「……ナムルス……一体……？」

『私の本当の姿は、貴方には理解できない。直視したら、貴方の正気と自我は確実に崩壊する……ッ！　なにより、その……私だって女の子なの！　察して、バカ！』

「わ、わかった……」

　正直、ちっともわけがわからないが。

　とりあえず、グレンはそう頷うなずいた。

『グレン、偽りとまやかしの幸福に吞のまれないで。貴方は戻るの、現実に』

「……ッ！」

『わかるでしょう？　ここは人がいてはいけない場所……そんな本の誘惑に負けないで……自身を強く持って……貴方は元の世界に戻らないといけないの……ッ！』

　と、そんな時だった。

『いいじゃないか……無理に引き留めなくたってさぁ？』

　ナムルスの他に誰かいるのだろうか？

　男とも女とも取れない、奇妙に歪み嗄しゃがれた声が、同じく背後から聞こえてきた。

『ここに居たいというなら居させればいい……なにせ、その男──グレンは実に興味深い……うふふふ…』

　瞬間、グレンの総身に怖おぞ気けが走った。声を聴いているだけで、たとえようもない不安と恐怖と不快感がわき起こり、正気が削れていくのだ。

『最近、《大図書館》に流れ着いた彼の相手も中々面白いけどさぁ？　娯楽はいくらあったって良いだろう？　なぁ？　《天空の双生児タウム》……』

　いひひひひはははははははは──山やま彦びこのように反響する不協和音の嗤わらい声。

　思わず耳を押さえる。その嗤い声だけで自身の精神が吹き飛んでしまいそうだ。

『くっ！　黙れ、《無む垢くなる闇》……ッ！　私の主様マスターには指一本触れさせないッ！』

　途端。

　グレンの背後から、壮絶な音が響き渡った。

　恐らく、ナムルスと〝誰か〟が戦っている。

　なんと表現したら良いのだろか？

　空間がねじ切れる音？　怪物の断末魔の声？　爆発音？

　どれとも違うが──グレンの背後では、グレンの常識では理解できない、星々を砕き散らすような地獄が形成されているだろうことだけは理解できた。

　そして、振り返って一目でも見れば……ナムルスの言う通り、自分という存在が、自我から完全崩壊してしまうであろうことも。

『絶対に振り返らないでッ！　見ては駄目ッ！　理解しては駄目ッ！　そして──走ってッ！　グレン！』

　硬直しているグレンへ、背後で戦うナムルスが叫ぶ。

『その本を捨てて、戻ると強い意志を持って、走るの！　それで貴方は戻れる！』

　そんなナムルスの言葉に、グレンが愕がく然ぜんとする。

「こ、この本を……捨てるだって……？　捨てなきゃ駄目……なのか……？」

　それは──今の全知全能の片へん鱗りんに触れたグレンにとって、死にも等しい絶望であった。

『そうよ、その本は……今、貴方がここに至った方法で触れることはできても……決して持ち帰ることはできないわ』

「い、嫌だ……それは……それだけは……ッ！」

　グレンが本を抱きしめ、駄々っ子のように首を振った。

　捨てる？　この無限の叡えい智ちと幸福をもたらす本を、俺は捨てるのか？

　捨てたくない。捨てるくらいなら、ずっとここに居たい。

　この無限と至高の幸福感に包まれて、いつまでもいつまでも揺蕩っていたい。

「俺は嫌だ！　戻りたくない！　このまま俺が消えてなくなったって構わねえ！　だって、この本は……ッ！　俺は──ッ！」

　だが。

『甘ったれないでッッッ！』

　ナムルスが魂からの絶叫で、そんなグレンを叱咤する。

『私の主様マスターが！　この程度の誘惑に屈するなんて！　私は！　ずっと、ずっと貴方を待ち続けた私は！　断じて認めないッッッ！』

「──ッ!?」

『思い出して！　負けないで！　貴方の大切な人達をッ！　貴方が守るべき人達をッッッ！　貴方のその胸にあるものは……ッ！　絆きずなは……ッ！　たかが禁忌教典如きの前で吹き飛ぶような、そんな軽いものだったの!?』

　はっとして、グレンが思わず胸を押さえる。

　そこには……セリカの赤魔ま晶しょう石せきのペンダントがあった。

　不思議だった。肉体も魂も置き去りにして、この精神だけの世界にやって来たのに……その赤魔晶石のペンダントだけは、グレンと共にあったのだ。

　当然だ。そのペンダントには〝心〟が詰まっている。

　それは、グレンのセリカに対する想おもいであったり。

　セリカのグレンに対する想いであったり。

　グレンを信じて背中を押してくれた、生徒達の、仲間達の想いであったり。

「……み、皆……」

　グレンの脳裏に、このペンダントに想いを託してくれた人達の姿が、走そう馬ま燈とうのように駆け流れて行く。

　あの聖ノ夜エ祭ルのパーティーに集ってくれた生徒達。

　そして、システィーナ、ルミア、リィエル。

　さらに、クリストフ、バーナード、アルベルト、イヴ。女王陛下にフォーゼルまで。

　そして、何よりも──




『さようなら、私の愛いとしい息子──』




　そんな風に呟つぶやく、愛しい誰かの後ろ姿を幻視して──

「ぅ、ぉおおおおおおおおおおおああああああああああああ──ッ！」

　グレンは──本を捨てた。

　子供のように泣き喚わめきながら、本を捨てた。

　途端、凄すさまじい喪失感と虚脱感。自身の魂の一部が剝がれ落ちてしまったかのような、猛烈な心の痛み。絶望感。渇かつ望ぼう感かん。もう自分なんて、この世に存在する意味なんてない、このまま消えてしまいたい──そんな虚無感。

　だが。

　それでも。

　こんなちっぽけな本よりも。

「俺は……俺はぁあああああああああああ──ッ！」

　自分には、もっと大事なものがあるのだから。

　もっと大事なものを取り返さなければならないのだから。

　だから、俺は帰らなければならない──ッ！

「うわぁああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　そして、駆けた、駆けた、駆け抜けた。胸のペンダントを握りしめながら……

『そう……それでいいの……グレン……』

『あーあぁ、帰っちゃうのかぁ？　ちぇっ、残念だなぁ……』

　背後で、あるいは全身で、そんな声を感じながら。

　グレンは光の速度で……否いな、光の速度を超えて駆けて、駆けて、駆け抜けた。

　今のグレンは精神体。物理則などとうに凌りょう駕がしている。

　ゆえに、超光速でグレンは、今までの旅程の全てを逆戻りし、逆戻りし、逆戻りし──




　────。




「──はぁッ!?」

　気付けば。

　グレンは、元の場所──タウムの天文神殿最深部、大天象儀室で立ち尽くしていた。

「はぁーッ！　はぁーッ!?　はぁーッ！」

　荒い息を吐きながら、ふと手を見る。

　その手には、赤魔晶石のペンダントが握りしめられている。

「はぁ……はぁ……なん……なの……？　今の……まさか、アレが……？」

　隣には、システィーナ。グレンと同じく顔面蒼そう白はくで頭を抱えている。

　恐らく、システィーナもグレンとまったく同じ神秘体験をしてきたのだろう。

「おや……無事に戻って来たようだね？　二人とも」

　正面には、悠然と佇たたずむフェロード。そして、レ゠ファリア。

「真の魔術師たるシスティはともかく、君まで戻って来られたのは、少し予想外だったけどね？」

「くそ……が……ッ！　くっだらねえもん、見せやがって……ッ!?」

　恐らく、現実の時間では、ほんの一秒ほどの出来事だろう。

　だが、体感的には何億年も経過したような──そんな途方もない精神の旅であった。

「で？　どうだったかな？　真理──禁忌教典に触れた感想は？」

　ふらふらするグレンとシスティーナへ、フェロードが愉たのしげに問いかける。

「僕らの活動の意義が……理解できただろう？　それをこの手に摑つかむことが、どれほどの幸福であり、価値あることか」

「……ぜぇーっ！　……ぜぇーっ！」

「同時に識しったはずだ……この世界を脅おびやかしかねない真の邪悪達の存在にも。……わかってくれたかな？　僕はたとえ、〝魔王〟などと呼ばれることになったとしても、世界を真に救済したかっただけなんだよ……禁忌教典アカシックレコードの力でね」

「ふぅー……ふぅー……」

　グレンは呼気を整えながら、フェロードの言葉を聞く。

「さぁ、〝愚者〟……そして、我が愛しい孫娘。僕らと共に来てくれるかな？」

　そして、そんなフェロードの問いかけに。

「……断るッ！」

「お断りですッ！」

　グレンとシスティーナは毅き然ぜんと答えていた。

「ああ、てめぇらの理念はわかった！　魂で理解した！　くそ、確かにこれは言葉じゃ説明できねえな！　どうして、外道魔術師どもがお前らに荷担していたか、わかった！」

　グレンがフェロードを鋭く睨にらみ付け、まくし立てる。

「魔術師として、あの真理に触れる行為に幸福を感じないやつはいねえ……ッ！　あれに触れれば、盲目的な従順か、自我崩壊だ！」

「私は……そんな誘惑には屈しません……ッ！　それ以上、お爺じい様を侮辱するのはやめなさいッ！　魔王ッ！」

　そんなグレンとシスティーナの反応に。

　フェロードは、意外そうに、そして残念そうにため息を吐ついた。

「やれやれ、また勧誘失敗か。最近は本当に上手うまくいかないなぁ。なんでだろう？」

　フェロードが手の甲の紋章を見せながら、言った。

「この《双生児タウムの紋章》で神秘体験をして、果たして帰って来られるか？　それが天の智ち慧え研究会内陣インナーへの入会資格なんだけど……帰って来た上で勧誘を拒んだのは、長い帝国史の中でも、君達を含めて、たった四人だ」

「……ッ!?」

「そういえば、勧誘を拒んだのは全員……グレン、君と関係性が深い者達ばかりだ。これは偶然だろうか？　君は一体、なんなんだい？」

「……知るか、ボケ」

　グレンが嚙み付くように返す。

　本当に、なんのことだか、さっぱりわからないからだ。

　しばらくの間、フェロードはそんなグレンを興味深そうにしげしげと眺めていたが、やがて、興味を失ったように肩を竦すくめた。

「まぁいい。入会してくれない以上、いよいよ障害として排除するしかない」

　フェロードが指を打ち鳴らすと。

　背後のレ゠ファリアの《銀の鍵》が鈍く輝き出して──

　きんっ！

「──ぁ──」

　システィーナが奇妙な透明の筺はこの中に閉じ込められ、完全に固まってしまった。

　まるで彫像のように、硬直してしまったのである。

「白猫ッ!?」

「安心しなよ。ただの空間凍結さ。彼女は愛しい僕の孫娘……後でゆっくりと、禁忌教典アカシックレコードの素晴らしさを理解して貰もらうつもりさ。そして──」

　フェロードがグレンを流し見る。

「……ぅ……ぁ……ッ!?」

　グレンの視界に闇が──広がった。

　グレンの前後、左右、上下から──特濃の闇が広がり、迫って来る。

　グレンという存在そのものを虚無に塗り潰さんと、闇が迫って来る。

「う、ぉおおおおおッ!?」

　グレンは迫り来る闇へ対して、必死の抵抗を試みた。

　拳を振るい、銃を乱射し、あらゆる攻性呪文アサルト・スペルを投げ放ち、あらゆる手段を試みる。

　だが、それら全ては、闇によって塗り潰され、虚無と化す。

　一切の抵抗が無意味。為なす術すべがなかった。

「さようなら、グレン。君という存在は、今、虚無へと変わる」

「く、くそ……」

「さようなら、僕の台本についた、本喰くい虫のような人。なかなか楽しかったよ」

「クソがぁあああああああああああああああああ──ッ！」

　こうして。

　グレンという存在が為す術もなく、虚無に溶け消えようとしていた──

　──その時だった。

「……え？」

「な……ッ!?」

　グレンという存在を塗り潰す虚無の闇の浸しん蝕しょくが突然、止まった。

　見れば。

「……ルミア……？」

　フェロードの背後で《銀の鍵》を構えるレ゠ファリアに、異変が起きていたのだ。

　鍵の先をカタカタ震わせ、全身をガクガク震わせている。

　その感情を映さない虚うつろな目からは、ぽろぽろと涙を零こぼしていた。

「ど、どうしたんだい？　レ゠ファリア……君は一体、何をしているんだい？」

「い、嫌……嫌だ……」

　すると、レ゠ファリアは《銀の鍵》を取り落とし、頭を抱えて蹲うずくまる。

「なんで……なんで、邪魔するの……？　私が……私達は、この人のために存在する……なのに、なんで、あなたは……う、あああ、ぁああああああああ──ッ！」

　そんなことを言って、レ゠ファリアは頭を振って叫わめき、苦しみ始める。

　そんなレ゠ファリアの姿を見たグレンは確信した。

（やっぱり、ルミアはまだ消えちゃいねえッ！　救える！　まだ連れ戻せるッ！）

　だが、どうする？　どうすればいい？

　この状況でどんな手段がある？

　一体、どうすれば、ルミアを取り戻せる？

（だ、駄目だ……ッ！　判断がつかねえ……ッ！　一体、どうすれば──ッ!?）

　グレンが迷いに迷っていると。




『破ァアアアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！』




　その場に、壮絶なる咆ほう哮こうが響き渡った。

　その瞬間。

　がっしゃああああああああああああんっ！

　システィーナを凍結させていた空間が、割れ砕けて四散し──

　グレンを塗り潰そうとしていた虚無の闇が一気に吹き飛ばされ、霧消する。

「な──ッ!?」

　凍結した空間から解放され、我に返るシスティーナ。

「い、今のは……竜のドラゴンズ・咆哮シャウト【凍てつくバニシング・吐息フォース】!?」

　グレンが咄とっ嗟さに振り返ると、そこには──

「……この時を……待っていたわ！　レ゠ファリアが不安定になるこの時を！」

　一人の幼い少女の姿。

　かつて、セリカがスノリアから連れ帰った、あの謎の少女が現れていたのだ。

「グレン！　彼女は──ルミアのことは、私に任せて！」

「はぁ!?　お前、なんで!?」

「いいから！　悠長に説明している暇なんてないのッッッ！」

　少女が地を蹴って、グレン達の前へ飛び出し、何かをこじ開けるように、両手を左右へ力一杯広げると──

　ぐしゃりと空間が拉ひしゃげ、ばぁんっ！　と空間に亀裂が走った。

「一時的に、〝無限大の距離〟を緩和したよ！　グレン！　システィーナ！　走って！　あの天象儀プラネタリウム装置からすぐにセリカの後を追って！」

「──ッ!?」

　それでもグレンとシスティーナが戸惑いを隠せないでいると。

『大丈夫、心配要らないわ』

　謎の少女の背後に、ナムルスの姿も浮かび上がっていた。

「ナムルス!?」

　ぎょっとして硬直するグレン。見れば、ナムルスの手には、いつか見た、〝黄金色に輝く巨大な鍵〟が握られている。

『ルミアは、私と彼女でなんとかする。だから、貴方あなた達はここを離脱して！　今の貴方じゃ、魔王の相手はどうにもならない！』

「し、しかし……」

『早くッ！　お願いだから、今は私達を信じてッッッ！　私達だって、あの魔王を相手にそう長くは保もたないから……ッ！　だから……早くッ！』

　そんなナムルス達の必死の剣幕に。

「せ、先生っ！　今は行きましょう！　もうそれしか道はありませんっ！」

　状況が読めないなりに、システィーナもそれしかないことを本能的に悟ったらしい。

「ルミアのことは心配ですけど……でも、今はっ！」

　それでグレンの覚悟も決まった。
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「ああ、わかったよ！　ナムルスと名前も知らん幼女！　後は頼むッ！」

　そう言って、グレンは天象儀装置へ向かって、システィーナと共に駆け出した。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ！」

　そんなグレン達を前に。

「させないよ？」

　フェロードが手を振りかざし、何事か呪文を唱えようとするが。

「それは──こっちの台詞せりふッ！」

　人外の速度で猛然と突進した謎の少女が、フェロードへ右手を繰り出す。

　その右手に漲みなぎる壮絶なる魔力。

　フェロードが、それを手に発生させた無限大の距離で受け止める──

　破壊力が逃げ場を求めて、謎の少女とフェロードの周囲を渦巻いた。

「……ル゠シルバ……その力……そうか、君の差し金かな……ッ!?」

　フェロードが、謎の少女の背後に控えるナムルスへ目を向けた。

『……当然でしょう？』

　毅然と応じるナムルスが掲げる《黄金の鍵》が、眩まばゆい光を放っている。

『滅んではいないと思っていたけど……まさか、そんな悍おぞましい方法で存在を保っていたなんてね。……どこまでも堕おちたわね、かつての主マスター』

「魔王ティトゥスッ！　霊魂肉体は変わろうとも、その下劣な精神──《意思》だけは、あの頃から何一つ変わってないッ！　もうこれ以上、貴方の好きにはさせないッ！」

　ナムルスと謎の少女がそう叫んで。

　そして、謎の少女とフェロードが激しく打ち合い、争い始める。

　だが、その隙に、グレンとシスティーナは、フェロードの脇を突破し──

　──ついに、天象儀装置の前に辿たどり着いた。

「ど、どうしますか、先生ッ!?」

「もう行き先の確認とか、細かい設定を一々調べている暇はねえッ！」

　天象儀装置に両手をついて取りついたグレンが【ファンクション・アナライズ】を起動し、裏機能が発現しているという天象儀装置を大雑把に調べていく。

　なるほど、確かに《星の回廊》が起動されている。

　だが、特殊な行き先が設定されているようだ。

　機能履歴を参照すれば、セリカ以外にこの装置を弄いじった者はいない。

　ならば、間違いなく、この行き先に飛べば、セリカはいる──

　後は、起動するだけだ。

　だが──

「な、なんだ!?　この要求消費魔力量……ッ!?」

　グレンは制御モノリスに表示された、魔力量数値に愕がく然ぜんとする。

「俺にこんなん支払えるわけねえだろッ!?　ふざけんな、ここまで来て──ッ!?」

「先生、私の魔力をッ！」

　だが、それを見越していたのか、システィーナはすでにグレンとの仮サーヴァント契約を済ませ、霊絡パスをグレンへと繫つないでいた。

　これでシスティーナの魔力も装置につぎ込める。

　だがそれでも、二人の寿命を削りかねない勢いで魔力を注ぎ込んでギリギリ──

　しかし、もう後には退けない。

「サンキュー、白猫ッ！　行くぜぇええええええええええ──ッ！」

　グレンが傍かたわらのモノリスを手早く操作する。

　激流のように表面を流れて行く、無数のルーン文字。

　全てのセーフティーを解除キャンセルし、全ての機能を励起。

　二人を、セリカがいる先へと転送する機能が──今、立ち上がる。

「ぅ、ぉおおおおおおお……ッ!?」

「ぁ、ぁあああぁぁぁぁ……ッ!?」

　吸い取られる莫ばく大だいな量の魔力に、二人は立っていられず膝をつく。

　だが、それでもグレンは気迫で、操作を続ける。

　天象儀装置の魔力が地を轟とどろかせる重低音と共に高まっていく。

　バチバチと魔力の紫電が無数に爆はぜ、頭上のアームがぐるぐると奇妙な動作を始め、ドーム内に投影される星々を複雑怪奇に高速万化させていく。

　きぃいいいいいいいんっ！

　そして、奇妙な高音と共に、二人の足下に〝門〟が形成されていく。

「ぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」

「ぁあああああああああああああああああああ──ッ！」

　さらなる魔力を注ぎ込む二人。

　そして──

　その〝門〟がいよいよ開かれる──まさに、その時だった。

「……システィ……」

　二人の背後から、そんな声が聞こえていた。

「……ッ!?」

　壮絶な魔力消費が引き起こした急性マナ欠乏症──その朦もう朧ろうとした意識の中で聞いた、幻聴だったのかもしれない。

　でも、二人は確かに聞いたのだ。

「一緒に行けなくて、ごめんね……どうか……先生を……お願いね……？」

「ルミア……？」

　システィーナが辛かろうじて首を回して振り返る。

　すると、そこには。

　天地が動転する凄絶な戦いを繰り広げる謎の少女とフェロードを背景に。

　ボロボロ泣きながら、グレンとシスティーナを見送るルミアの姿があった──

「る、ルミアァアアアアアアアアアアアアアアア──ッ！」

「ちっくしょおおおおおおおおお──ッ！」

　そして──ついに虚こ空くうにて開かれる〝門〟──《星の回廊》。

　それが眩まばゆい光を放ち、辺りを真っ白に染め上げて──

　そして、その中へと、グレン達は凄すさまじい吸引力で吞のみ込まれていくのであった。

　引っ張られる。

　引っ張られていく──今、此処こことはまったく違う場所へ──




　聖暦１８５３年グラムの月31日。

　聖暦１８５２年──

　聖暦１８５１年──

　聖暦１８５０年──

　────

　聖暦１７２３年──

　────

　聖暦１６５８年──

　────

　聖暦１５２３年──

　────

　────

　聖暦１２５４年──

　────

　聖暦１１３６年──

　────

　聖暦１００５年──

　────

　聖暦９７２年──

　────

　────

　聖暦１３２年──

　────

　聖暦元年──

　────

　聖暦前９５年──

　────

　聖暦前１６７年──

　────

　聖暦前２２７年──

　────

　────

　聖暦前１３９２年──

　────

　聖暦前２２８８年──

　────

　聖暦前３１６８年──

　────

　────

　聖暦前３３９８年──

　聖暦前３３９９年──




　──聖暦前４０００年。




　────。

　───。

　──。











終章　辿り着いた果ての地









　…………。

「──ちょっ──、──なた──一体───」

　…………。

「──、──どう──、──な──所──」

　…………。

「大丈──、──、──ねぇったら！」

　ゆさゆさ。ゆさゆさ。

　意識が闇の渦か中ちゅうの泥でい濘ねいを彷徨さまよう中。

　微かすかに、意識の隅をくすぐる、聞き覚えのある声。

　揺らされる身体からだ。

　それらが、闇と同化していたグレンの意識を、その闇の中からゆっくりと引きはがしていく。グレンという意識の輪郭を徐々にハッキリとさせていく。

　小さな泡が次第にくっつき合って大きくなりながら浮上し、海面を目指すように。

「……ぅ……ぁ……？」

　グレンの意識が、覚醒へと向かって浮上していく。

「ねぇ、貴方あなた、大丈夫なの!?　ああもう、本当に世話が焼ける……ッ！　今日は一体、なんなの!?　空セリカが突然、帰って来たと思ったら、こんな変な連中まで……ッ！」

　ゆっくりと……眼めを開く。

　闇が横一文字に割れ、上下に開かれていく。

　焦点がぼけて、ぼんやりとした視界の真ん中に、誰かが居る。

　──見覚えのある誰かの顔が。

　やがて、グレンの瞳孔はゆっくりと、ゆっくりと焦点を結び……

　仰向けに倒れている自分の顔を覗のぞき込んでくる、その少女の姿を完全に結像した。

　そのルミアとうり二つの少女は──

「……ナムルス……？」

　そう、グレンのよく知る少女──ナムルスだ。

　だが……

「……あ、あれ……？」

　グレンの眼前のナムルスは、何かがおかしかった。

　一体、何がおかしいのか。

　回らない頭で考えていると、ふとそれに気付く。

「ナムルス……お前……？」

　グレンが知るナムルスという少女に実体はなかった。いつも幽霊みたいな半透明の幻体であり、話すことはできても、触れることはできなかった。

　だが──このナムルスは、透き通っていない。はっきりとした実体がある。

　その証拠に、ナムルスはグレンの頰に手を当て、実際にグレンへ触れている。

　どういうことだ？　グレンが戸惑っていると。

「……誰が、名無しナムルスよ。失礼ね」

　ナムルスが憤いきどおったように、頰を膨らませてグレンを睨にらみ付けてくる。

「私には、ラ゠ティリカっていう立派な名前があるの。変な名前で呼ばないで」

「…………」

「それより、貴方、どこの誰よ？　初対面なのに随分と失礼じゃない？」

　グレンが身を起こす。

　隣には、システィーナ。

　意識を失っているらしく、ぐったりと倒れ伏している。

　ぼんやりとした頭で周囲を見渡す。

　ここは、どうやら遺跡の外──タウムの天文神殿前の広場のようだ。

　グレン達が今の今まで探索していた、あの遺跡が、すぐそこに鎮座している。

　だが──何かおかしい。

　この神殿は、閑散とした辺境の僻へき地ちにひっそりと建っていたはずだ。

　だが、今、この神殿の周囲には、見たこともない奇妙な建築様式の建物が延々と林立している。台形的形状で石造りされた、どこか古臭い建築様式である。

　そして、そんな建物の間に、要所要所で突き立つ、無数の奇妙な石柱碑。

　どうやら、ここはどこか異国の都市のド真ん中のようである。

　だが、人の気配はまったくない。

　そして、空は今にも焼け落ちてきそうな程に、赤い。真っ赤だ。

　この瞬間にも世界が終わる……そう言われればそのまま信じてしまいそうな、破滅的な黄昏たそがれ空であった。

　そして、遠くの空に見えるは、メルガリウスの天空城──

（……なんだ、ここは……？　俺達は一体……ッ!?）

　あの天空城が見えるということは、ここはアルザーノ帝国……しかも、比較的フェジテに近い場所のはずだ。

　だが、グレンはこの周辺の都市の光景にまったく見覚えがない。

　一瞬、グレンはパニックになりかけるが、ふと気付いた。

　今、グレンがいるこのどこかの古臭い都市。

　まったく見覚えがないかと言えば、実はそうでもなかった。

（……例えば、アルベルトとやり合った、古代遺跡都市マレス……あの朽ち果てた街が、元通り修復されたら、多分、こんな感じになるだろ的な……？）

　そして、どこをどう考えても。

　この街の風景は、現代の帝国にはどこにもない。

　明らかに、現代とは違う時代の風景だ。

「…………」

　グレンは、あのシスティーナの祖父……レドルフ゠フィーベルが書いたという論文を思い出す。神殿が持つという時空間転移機能についての論文を。

　それが意味することはつまり──

「な、なるほど……俺達……古代……超魔法文明時代に飛んで来たって……わけかよ」

　最も早はや、そうとしか考えられなかった。

「は？　古代？　超魔法文明？　貴方、一体、何を言ってるの!?」

　ナムルスが、わけがわからないとばかりに聞いて、揺すってくる。

　すると、グレンはそんなナムルスを見て、苦笑した。

　もう、あまりもの事態に脳の処理が追いつかず、苦笑するしかなかったのだ。

　つまり、このナムルスは──グレン達が知るナムルスではなく、途方もないほど過去に存在したナムルスだということだ。

「はは、……ははは……こーゆー場合は……なんて言うべきかな……？」

　ナムルスに揺さぶられる中、グレンがぼんやりと考える。

「よう、ナムルス。ついさっきぶりだな……と言うのは変か」

　そう、この場合。

　この場に、もっと相応ふさわしい挨拶があるだろう。

　それは──

「そうだな……この場合は……初めまして、と言うべきだろうな」

「はぁ!?　貴方、一体、何を……ッ!?」

　いかにも、わけがわからないといった顔をするナムルス。

　グレンは、そんなナムルスの反応を見て、昔、タウムの天文神殿の第一祭儀場で初めてナムルスと顔を合わせた時のことを思い出し……苦笑する。

　そして、途端、グレンを襲う猛烈な眠気。

　時間跳躍の影響か、全身のマナが完全に枯こ渇かつしている。

　もう指の一本たりとも動かせそうにない。

　浮上した意識がまた、急速に沈みかかっていく。

　暴力的なまでに猛烈な眠気に、意識を保っていられない。

「すまねえ……ナムルス……俺……ちょいと……眠るわ……」

「あっ!?　ちょっと、貴方、ねぇ!?」

　慌てて、グレンの胸ぐらを摑つかんで、再び揺さぶってくるナムルス。

　だが、今のグレンにとっては、そんな揺れも、揺り籠の揺れと変わらない。

　これから自分はどうなるのか？

　元の時代に帰れるのか？

　色んな不安はあるが──




　今はただ、疲れた心と身体を癒やすため、一時の休息を貪るのであった──
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　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、『ロクでなし魔ま術じゅつ講こう師しと禁忌教典アカシックレコード』第十八巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そしてこの『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆様方に無限の感謝を。




　十八巻！　ついに二十巻の大台が見えてきました！

　そして、この十八巻は『ロクでなし』という物語の最終決戦の前夜祭みたいな、立ち位置となったことでしょう。

　怒ど濤とうの展開、怒濤の伏線回収。特に、六巻の遺跡探索で色々と張った伏線が、何年かごしに一気に回収されることとなりました。あの時のわけのわからないナムルスの言動や、残ったままの謎は、全てこの時のためだったのです！

　え？　忘れた？　何のことかわからない？　ですよねぇええええええ!?

　そこは本当にごめんなさい！　いや、まさか『ロクでなし』という作品が、ここまで長く続くとは本当に思ってもみなかったんです！　本当はもっと早い段階で色々と伏線回収するつもりだったんですが。

　しかし、考えてもみれば色々と皮肉な話ですねぇ。

　読者様達の厚い支持をいただけたお陰で、シリーズ累計３６０万部（２０２０年12月時点）に達するほどの長期シリーズとなりながら、長期シリーズとなったお陰で、いつか読者様達をびっくりさせようと、ニッコニコで仕込んだ伏線が忘れ去られる……うーん、この仕事もなかなかままならないものです（笑）。

　そこでこの羊から提案なのですが、もしよろしかったら、この『ロクでなし』、第一巻からもう一度、通して読み返してみてはどうでしょうか？

　実はこの作品、色々と魔法を仕掛けてあります。ここまで読んでくださった今なら、〝あ！　この台詞せりふ、そういうことだったのね！〟、〝こんな所にあの名前が！〟……色んな新しい発見があるはずです。読めば読むほど味が出てくるスルメ的な楽しみ方がきっと、できると思います。

　まぁ、それはさておき。

『ロクでなし』本編はまだまだ続きますが、というより、ここに来て急転直下の展開ですが、この勢いを大切に、最後まで一気に突き進んでいきたいと思います。

　そして、もう一つお知らせです！

　この度、『ロクでなし』十八巻発売と同時に、私こと羊の新作が発売されます！

　その新作タイトルは『古ふるき掟おきての魔ま法ほう騎き士し』です！

『ロクでなし魔術講師と禁忌教典アカシックレコード』を魔術師の物語とするなら、この『古き掟の魔法騎士』はその名の通り、正まさしく騎士の物語と言えるでしょう。

　遥はるか過去の伝説時代に活躍した騎士である主人公シド。そんな彼がひょんなことで、騎士と騎士道が衰退してしまったこの現代に蘇よみがえる……というお話です。

　グレンとはまた違った方向性の格好いい主人公、格好いいお話を目指してみました。もし良かったら、手に取って読んでやってください！

　僕はtwitterをやってますので、ＤＭやリプで作品感想や応援メッセージなど頂けると、羊は半狂乱で頑張ります。ユーザー名は『@Taro_hituji』です。

　それでは！　どうかこれからも、色々とよろしくお願いします！
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